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ミ
ル
の
社
會
科
學
方
法
謫
梗
槪 

0

0

六
a

は
繼
起
の
齊
.

.一.

性
^
あ
，各
;o
:
證

侬

つ

で

■社
會
靜
學
I
社
會
動
學
.の
區
別
が
生
れ
る
o

前
者
は
社
會
的
結
合
の
靜
態 

を
探
究
レ
、
後
者
I

步
の
法
則
を
研
究
す
る
。
前
者
は
同
時
的
社
5

象
，の
相
互
的
作
用
及
び
S

用
の
理
？
 

あ
^

後
者
は
進
步
的
運
動
の
狀
態
に
在
る
社
會
0
理
論
で
あ
ふ
Q
,ぞ
.の
各
w
の
詳
細
に
入
る
事
は
本
論
文
の
.目
的 

X
離
る
、
が
故
^
、

こ
>

^
は
單
^
前
者
が
後
者
の
不
可
避
的
基
礎
な
る
^
云
ふ
に
^
<

め
る(

け
。
^.
。
，
で
，
洽
ヂ
じ 

ヶ
然
も
若
ん
吾
人
^
し
$
上
灰
良
き
經
驗
的
法
則
?:
得
.ん
ど
す
れ
ば
、
一
*'
會
現
象
の
靜
學
的
見
解
e
動
學
的
見
解
 ̂

を
結
合
し
'-
'
"惟
6
種
々
な
る
要
素
の
進
步
的
變
化
の
み
な
ら
ず
、
：各
要
素
の
.同
時
的
狀
態
を
考
察
し
、：
以
て
惟
ぅ
各 

要
素
の
同
時
的
狀
態
の
間
.の

衾

ら

ず

、
亦
同
時
的
變
化
の
間
の
一
致
の
法
則
を
經
驗
德
取
得
せ
，̂
ば
な
；̂g

。

こ
0
.
1
,
.

致
の
法
則
が
ァ
ブ
リ
ォ
タ
^
茈
し
く
驗
徵
^
れ
る
時
？
そ
れ
は
人
類
^'
-人
事
^
の
.發
展
の
、
'
,眞
^
科
學
的
な 

る
派
生
的
法
則
^
な
る
で
あ
ら
ぅobid.. 

P 60
4
〕
。 

■

以
上
を
以
て
、n
論
理
學
體
系」

第
六
編
を
.

g
.

心
d

.

ミ
ル
の
精
神
科
學
、
即
ち
一
般
社
會
科
學
方
法
論
の
.梗
.槪 

を
終
る
o
,特
殊
的
社
會
科
學
S
し

て

の

經

濟

學

の

硏

究

は

,
^
れ

を

基

礎

^
し
、
之
^
ょ
つ
て
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ
。
ミ
X
が
經
濟
學
方
法
論
^
就
い
.で
如
何
な
る
見
解
?:
有
し
、
又
、
‘

の
見
解
が
如
何
に
そ
の
經
濟
學
硏
究
の
實 

0

S

い
て
行
は
れ
た
か
は
、
私
S

,
へ
ら
れ
S

の
問
題
で
あ
'
 
Z

の
'問
題
の
解
決
に
、
本
論
文
の
終
局
的
目 

的
は
存
す
る
。
他
日
私
は
：筆
を
新
^
し
て
、
こ
の
稿
を
續
け
た
い
^
思
：ふ
0

「

.

「

..ノ
ノ

產
業
主
義
者
サ
ン
ふ

歐
洲
社
會
改
造
論」

以

後

.

「

新
キ
ゾ
ス
ト
敎
J

R
至
る
迄
1
^
,

.

.

.

.

:

.

 

-

:

.

-

小

泉

順

三

.' 

.
•
.
:
.

:.
.

 

W 

,

 

-
:
.
.

.

 

,

 

. 

.

 

.

..
'.
■

.

-

.

-

 

.

-

. 

一 

疼

■論
.

 

-

'

.

,

-

-

 

• 

■ 
.

二
十
九
*

紀
初
葉
の
經
濟
狀
態
ミ
經
濟

.

舉
說
：
，

三
.
復
杏
黨
ミ
自
坩
黨w

サ
ソ
•
シ
モ
ソ 

.

四

.新
制
度
の
装
調
*
產
業
ミ
科
學
！

虫
產
者
迖
不
坐
產
者
の
對
立 

:

五

：產
棄
者
の
意
義——

經
濟
學W

產
_
の
史
的
考
察
-

サ̂
ン
v
vモ.ン
の(

經
W:
史
：觀

ノ

.

:

:

■'

六
政
'

撺
ょ
，り排
除
さ

.

れ
た
產
業
卷
丨

|

政
府
は
中
間
階
級
に

_

_

サ
シ
*

シ
モ
ジ
の

「

中
間
階
級
批
判 

:

七：：糜
業
制
度
樹
立
の

11條
件一

^

人
智
の
實
證
化
ミ
國
民

.

能
力
：の向
上

，

'

:

:

 

:

A

新
制
度
樹
立
の
平
和
的
方
法——

輿
論
.の
獲
得——

財
政
行
政
權
の
委
託
： 

•
 

(

;

'
.

,

九
產
業
制
度
め
特
質_

■坐
產
者
の
僂
越
^
政
府
の
：權
カ
'の

減

少

,

'

十

.ゆ
#
及
王
の
地
位—

此
榔
ミ
學
者—

^
罾
者
の
王
. 

.

十
” 
‘新
龇
度
樹
立
の
結
果

:

ノ 

‘

 

. 

-

十
二
.

結
諭
r

サ
シ
•

シ
モ
ン
の
社
會
主
義

：

'

第二 

■

十
*

i
i

c
r

n
.

I
.

r

七)

.

產
藥

S

義
者
.

サ
ン
•シーモン
 

ぞ

歡

六

五



第11

•十
四
.卷

(
1
1
1

ニ
八〕

產
業
主
義
考
サ
ン
•シ
モ
ン 

第
ん
號
六
山
ハ

I
、

序

論
 

,

「
一

國
は
ニ
つ
の
見
地
が
ら
«

察
す
る
こ
ど
が
出
來
る
。
其
成
員
^Q

關
係
に
於
い
て
、
又
他S

諸
國
K

の
關
係 

k

於
い
て
、/
前
者
は
內
政
を
構
成
し
、
後
者
は
外
政
を
構
成
す
る
。
そ
し
て
、
兩
種
の
關
係
は
、
，同
樣
R

重
要
な
も

の
で
あ

る

サ

ン

•
シ
モ
ン
は

云
ふ
o (

註
ー
し

ゥ
ォ
タ
ー
ロ
卜
以
前
の
ナ
.ン
>
シ
ゝ
モ
ン
が
、外
政
を
«

ら
、
彼
の
研
究
對
象
^
し
て
居
つ
た
事
は
旣
述
し
た
如
く
で 

あ
る
が
、
其
れ
以
後
の
彼
は
"

急
速
に
筆
の
方
向
を
轉
じ
て
、
內
政
に
注
目
し
初
め
た
。
：

尤
も
、
こ
の
何
れ
の
時
代
に
於
い
て
も
、
彼
の
目
的
は
、
依
然V

J

し
て
、
歐
洲
及
び
フ
ラ
ン
ス
R

、
決
定
的
組
織 

?:

與
へ
る
事
^

あ
つ
た
。

:

サ
ン
•
シ
モ
ン
は
、こ
の
時
以
來
、
産
業
k

於
い
て
、
歐
洲
及
び
フ
ラ
ン
ス
に
決
定
的
な
社
會
組
織
を
與
へ
る
理
論 

•
的
實
際
的
某
礎
を
、
發
見
し
た
。
そ
し
て
、

I
時
は
、
を
れ
迄
S

が
抱
懷
し
て
居
つ
た
觀
念
史
觀
を
、
全
く
忘
れ 

た
か
ど
風
は
れ
る
程
、
否
、
思
想
史
も
結
局
は
、
經
濟
史
^

ょ
つ
て
決
定
3

れ
る
ど
考
へ
た
か
ど
、
思
は
れ
る
程
社 

會
進
步
R

於
け
る
、
經
濟
的
因
素
を
强
調
し
た
の
で
あ
る
。

.

か
く
の
如
く
顯
著
な
彼
の
思
想
の
變
化
は
、然
し
、
ナ
ン
•
シ
モ
ン
の
空
想
的
產
物
で
尨
な
い
の
で
、
當
時
の
フ
ラ 

ン
ス
k

於
け
る
社
會
狀
態
が
し
か
ら
し
め
た
も
の
で
あ
つ
た
。

常
時
勃
典
し
つ
、
あ
つ
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
產
業
的
繁
榮
は
、
彼
に
强S

.
印
象
を
與
へ
、
社
會
進
步
に
對
す
る
其
特

別
な
る
貢
献
を
、
，痛
切

^

彼
^

感
ぜ
し
め
た
の
で
あ
る
。

故
に
、.ナ
.ゾ
.
.
.
.
シ
“乇
.
.ゾ'
.か
.
^

J

装
主
義
を
‘理

す

.

.る

.た
め
.
は
、
く

り

-CV.

フ
.ラ
.
/
ス
c 
s

f
 
S-. 
I 

?

、
J
cr
y
-
o
.

こJ. 

.

.

.

. 

I

大
經
濟
的
變
動
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

' 

.

:

,

私
は
、
' 先
づ
、
十
九
世
紀
初
葉
の
フ
ラ
ン
ス
R

於
け
る
經
濟
狀
態
を
略
述
し
た
後
、
彼
の
産
業
主
義
に
言
及
し
や 

ぅ
^

思
ふ
。
.

' 

：

:

ニ
、
十

九

世

紀

初

葉

の

經

濟

狀

態

と

經

濟

學

說 

n

十

世

紀

の

産

業

的

發

展

は

、
科

學

の

進

步

^

ょ

つ

て

可

能

^

な

つ
れ
め
で
あ
る
，か

、：
こ
の
.產

業

の

發

展

は

、
' 旣 

に
、：
グ

ィ

十
六
世
の
時
か
ら
顯
著
R

な

つ

て

居

つ

た

。

.

'

，■フ
ー
フ
ン
ス

.

單
命
が
第
三
階
級
の
革
命
で
あ
る
ミ
稱
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
産
業
が
革
命
以
前

k

、
早

く

も

一

大

進

• 

步
を
し
て
居
つ
忆
ミ
匕
の
、
有
力
な
證
據
で
あ
る
。
故
に
、
云
ふ

M

V

か
許
さ
れ
る
な
ら
、，產
業
の
フ
ラ
ン
ス
^
於 

け
5 -

飢
歌
は
、
革
命
が
な
く

^

も
、
恐
ら
く
一
七
八
〇
年
代

^

發
し
た
も
の
で
あ
る

.

ビ
も
云
へ
や
ぅ
。
恐
怖
時
代
す 

ら
も
產
業
の
行
進
を
停
止
せ
し
め
る

^

は
無
カ
で
あ
つ
た
。

然
し
、
霜
月
十
八
日
以
後
、
'
平
和
的
事
業
は
、
或
る
輝
か
し
3

を
以
つ
て
、

ナ
。ホ
レ
,

シ
の
治
下
に
於
い
て
W

び 

開
始
さ
れ
た
。
1
.

大
陸
封
鎖
が
、
ィ
？

ズ
の
商
品
化
歐
洲
の
一
部
分
を
閉
鎖
し
た
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
の
產
業
は
新
し
い
生
産
に
い 

そ
し
凌
ざ
を
^

得
な
か
つ
た
。、し
か
も
、
.皇
帝$

 

土
地
征
服
：は
..、
乙
.：の
新
興
エ
業
^
ょ
く
莫
大
な
販
路
を
開
い
た
の 

で
あ
る
。

：
...：

ナ
。ホ
レ
オ
シ
も
亦
、
o

ど
め
て
こ
れ
を
獎
勵
し
た
。
十
一I.

年
の
勅
令
^

ょ
つ
で
定
め
ら
れ
た
一
萬
フ
ラ
ン
ス
の
.獎
.

勵
金
は
、.
'軍
^

?
科
學
、
繪
書
、
或
は
演
劇
の
最
良
な
る
も
の
^

交
附
3

れ
た
の
に
止
ら
な
か
つ
た
。
産
業
上
の
最

•
第
.ニ
十
四
‘卷

(

一‘，一
三
.九)

産
業
主
義
者
サ
シ
•
シ
モV
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H
o

)

.

乾
觀
主
義
者
.サ
ン
‘
シ
モ
.ソ 

.第_/\
-
.敗
.
.
'
六
八

€
有
利
な
企
：？
最
も
有
服
な
器
械
^ *
對
し
て
も
# ;
へ
ら
れ
^ ,
 ̂

.

.々
：

：
、
... 

. 

. 

• 

.- 

- 

. 

' 

-. 

• 

- 

、

.«
■

•

々
は
、

レ
エ
.ジ
ョ
シ
•
ド
ノ 

I
ル
.を
贈
ら
れ
た
人
^
し
て
、
^
チ
>
丨
ル
‘
ダ
ス
，ァ
ー
，ダ
ゲ
ォ
ぺ
ル
ヵ
ム
フ
等
$:
:

擧
げ
a;
r
jtf
•か
，出
來
る
o

。
政
府
の
活
動
备
並
ん
で
、
個
人
の
活
動
もM

目
ずY

さ
ん
の
が
^ -CV

だ
.
。

'

“

.

.

.

(

當
時
巴
里
代
は
、
自
由
服
想
家
、
.富
豪
：の
；
一
團
が
あ
o-
:

v

>產
業
也
良
の
^
め
^
務
め
で
居
つ
た
；

ス
テ
ジ
ィ
、
 

’V

ラ
.ン
ド
、
及
び
ド
，ラ
ボ
,

ド
の
諸
氏
は
其
首
領
で
あ
つ
た
。

彼
等
は
，大
X
業
家X

ン
^

ャ
マ
'

v

•
デ
レ
ゾ
ー
ダ
の
サ
ロ
. 

V

R集
つ
■た
。
こ
ゆ
ナ
ロ
ン
で
、
ー
七
五
四
年
^

ロ
. 

V
I
ド 

ン
^
纖
豐
^
れ
た
、
技
術
、
製
造
業
、
及
び
，商
業
の
獎
勵
を
目
的
^
す
る
協
會
か
ら
、
ィ
ギ
リ
ス
人
が
如
何
に
多
く 

の
：利
益
を
引
出
す
こW

が
出
來
た
か
^
い

ふ

こ

ヒ

が

、

ラ

ス

ダ

グ

ィ

^

ょ

0
て
錄
心
^
說
か
れ
た
0
.

こ
の
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
■̂
も
同
樣
な
も
の
を
つ
く
ろ
ぅ
、/

」

世
人
は
失
心
し
た
。
'
.
1八
{
5ー一.年
^
、
國
民
產
業
獎
勵 

が
生
れ
た
。

■

然
し
、70.

の
努
力
は
戰
#
の
た
め
.
阻̂
ま
れ
た
。

勞
働
者
.の

世

界

か

ら

は

，、

し
.

平
和
が
仰
望
さ
れ
た
。

I

八

1
五
年
亿
平
和
が
獲
得
3
れ
た
。
そ
し
て
、
戰 

亂
の
难
果
、
甚
だ
し
く
貧
窮
^
陷

ぅ

，
其
上
莫
大
な
賭
償
金
ヒ
翁
勝
者
に
支
拂
ふ
こ
ど
を
餘
儀
な
く
^
れ
た
フ
ラ
ン 

ス
A
は
？
等
し
く
>

勤
勉
^
ょ
つ
て
富
裕
な
ら
ん
ビ
す
る
激
烈
な
希
望
を
抱
く
^
至
つ
た
。

_
も
、
王
政
復
興
の
常
初
k
'於S

て
は
、
0

色
恐
；怖

o
w
. 

terreur 

b
l
a
n
c
h
e
}
:

の
た
^'
'

.又

.外
國
の
占
^
の
2 

6 

に
、
ブ
グ
ゾ
，ス
國
內
の
空
氣
は
著
じ
ぐ
1
迫
3
れ
て
居
り
た
Q

然
し
、
.完
.全
^,

平
和
が
出
現
す
'る
ゃ
否
ゃ
、國
民
は
、

記
の
熱
s

k

lら
れ
：て
、

I

■聲

纪

螌

働

い

'そ
し
ん
灰
,°
多
く
の
操
觸
者
JJ
:

、
.
. 

_
爭

の

時

代

の

一

過..
^
去
^
穴
事
、

..

 

文
化
國
民
の
間
に
.可
能
な
る
唯
1
.0
鬪
爭
.は
.
.、
集

；̂
ょ
る
平
和
的
羅
で
あ
る
事
を
塞
口
し
た
。

. 

>
シ
ジ
.ャ
マ
ン
、

コ
ン
ス
タ
ン
の
如
き
は
、
旣
R

V
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
沒
落
以
前
k
そ
れ
を
豫
言
す
る
乙
ど
が
出
來 

V

7

?

F

k
日

く「

我
々
は
，財
業
時
代
^
到
着
し
た
。
こ
れ
が
、
必
ら
ず
、
戰
爭
の
時
代
^
代
ら
.ね
ば
な
ら
2」

ど
.
0

M

の
意
見
は
獨-CN

コ
ン
ス
タ
ン
^
ど
ざ
ま
ら
な
か
っ
た
0

、ン
‘
ノ 

ノ 

.

.
コ
ム
■'
 

'
.
及
.ひ
デ
ユ
ノ
ソ
.ィ
エ
k
.ょ
.つ
て
^
輯

^
れ
.
て

居

つ

た..

le. .
o
e
n
s
e
u
r

 

e
u
r
o
p
6
e
n

tt
は
、

z

の 

種
の
意
見
が
間
斷
な
く
發
表
さ
れ
て
居
っ
た
。
然
し
、
自
由
主
義
の
代
辯
者
で
あ
る
こ
の「

歐
洲
批
評
者
し
に
は
、
 

適
當
{
云
へ
^

政
治
終E

し
ヵ
捉
載
^
!れ
な
力
っ
た
。
僧
侶
，̂
對
す
る
、
又

奮

貴

族

；̂
對
す
る
寧
鬪
、
特
に
思
® 

の
诌
由
の
擁
護
が
そ
の
主
要
な
目
標
で
あ
っ
た
。

然
し
、
同
時
^
、
こ
の
自
由
主
義
か
ら
數
步
を
踏
出
す
べ
さ
氣
迤
は
.充
分
^
醍
？
て
居
っ
た
。

..

1

八

一

七
年
k
現
れ
た
コ
ム
ト
の
新
見
»

^
は
、
經
濟
問
題
が
第 

ー&

1-
み
あ
た
。
被

は

「

フ
ラ
ン
ス
國
民
の
精 

刺
狀
態
考
察」

k
於S

て
、
胃
頭
か
ら
、
社
會
組
織
の
必
須
的
問
題
は
財
產
で
あ
る
乙
ヾ

」

、
政
府
は
、
有
閑
階
級
 ̂

§-
し
て
0
勉
な
る
階
級
を
保
護
す
る
事
を
唯
一
.の
使
命vj

す
べ
さ
で
あ
る
之vj 
ノ 

ロ
！

マ
人
は
世
界
を
掠
奪
す
る
/

V/ 

<£
^

:̂
.

?
富
裕
に
な
办
得
た
が
、
現
代
の
人
は
勞
働
紀
ょ
っ
て
の
み
生
さ
.て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
乙
^
を
立
，證
し
て 

ぬ
る
。

- 

': .

又
、
有
名
な
る
1
'«
濟
學
者
ガ1

T
A

 

C
G
a
l
)

は
彼
の
著
作
、L

a

 

E
O
H
e
.
d
e

 

r
6
C
O
B
m
i
e

 

p
o
l
i
t
i
q
u
e

;5
r 

次
の
迦
く
結
論
し
て
ゐ
る
。
日
く

; 

•

.ゾ' 

.

-

.

.

.

 

■
■
■ 

. 

.

.

.

:'
■.
.
.
.
.

 
.

.
■

.
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' 
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二
十
四
卷

.

(

ニ
！
 
1ニ
ニ)

：
產
業
主
義
者
サ
メ
.
シ
う

 

$八
’擺

d

.

.
「

人
間
が
富
有
I
,んVJ

す
，る
感
情
に
よ
つて
支
配
さ
れ
る
限
ク
は
、
そ
し
て
、
こ
の
感
情
は
人
類
の
生
存
す
る
I 

6
激

く

暮
ず
る
の
.力
正
しい
が
、
そ
れ
を
蹵

す
る
一一

方
法
し
か
存
在
しな
い
だ
ら
ぅ
。
即
ち
戰

雷

谅

奪

、成 

は
平
和
？

業̂

、
地
上
の
王
よ
、
選
べJ
f̂
o

こ
れ
ら
の

說̂
は
實
際
的
結
果
を
生
じ
た
。

フ
ル
ボ
ン
王
朝
政
府
は
、.
特
仏
6

|

2

€

5

‘

の
0
由
黨
內
1

の
卞
こ
、
 

產
業
の
組
«
>」

獎
姆
^
着

字

し

た

。

一

八

，
一

九

年

^
は
、
商
業
會
議
所
及
工
業
會
議
所
が
っ
.く
ら
吖
た
。
.冏
、、
て
^
こ

勸

業

靈

言

定

期
g

開
く
？

S
管

れ

た

。

一
八
一
九
年
の
博

I

g
'f
差

よ

つ

^

^

發

む
 

ヵ

費

灵

た

。
其

中

汽
 Jacqlt, Koeln, F

i
r
l

D
e
l
s

は
、
亦

、H

藝
學
校
k
三
つ
の
新
課
目
を
設
け
た
。
機
械
學
、
化
學
工
業
、
そ
し
て
、
最
後
の
も
の
よ
、

最
も
注
意
す
べ
气
産
業
經
濟
？

れ
で
あ
つ
た
。
こ
の
經
濟
學
化
關
す
る
課
目
は
、
斯
學
の
權
威
で
あ
る
セ
ィ
こ 

'委
託

れ̂
た
。
 

i

M

れ

U
同
時

k
、
多
數
の
著
讓
は
、
英
國
の
競

S
對
抗
す
る

£

s
用
す
べ
き
方
法
を
、
.フ
ラ
ン
ス
の
資

De nndustrie frlaise 

Ioo
rvo
; Laboae, De resut crassociation. 
100
1
9

〕

嘗
つ
て
火
辱

f

且
大
化
學
濟
で
あ
る
シ
ャ
ブ
タ
ベ
は
從
？

.學
者
ど
し
て
の
權
威
に
、
爲
政
？

し
て
の
權 

驗

?:
併
有
し
て
居
つ
た
。

彼
の
著
述
に
は
先
、つ
過
去
.の
統
計
表
.が
揭
げ
ら
れ
、
次
い
で
、
製
造
工
業
ど
農
業
ど
は
、
相
爭
ふ
よ
！

、
互
に 

扶
取
す
へ
き
運
命
I

る
こV

J

が
示
3

れ
て
居
る
。
彼
は
フ
ラ
ン
ス
の
議
の
現
.狀

ビ
、
共
可
能
な
る

<
i

p

ビ

を
說
_
し
た
後
、
製
造
業
^
つ
い
て
も
、
其
說
明
を
加
人
、
且
製
造
業
者
ビ
學
者VJ
•か
相
離
れ
る
k

•至
.つ
た
障
*
が 

消
失
し
た
こ
ど
を
ょ
ろ
己
ん
だ
。
臼

く「

今
日
で
は
、
兩
者
の
間
に
最
も
親
密
な
關
係
が
存
在
し
て
ゐ
る
&
製
造
業 

者
は
學
者
^
諮
办
、
學
者
は
彼
が
遭
遇
し
た
'困
難
を
彼
^
示
し
、
製
造
業
考
は
滿
腔
の
信
賴
を
以
.つ
て
彼
の
忠
言
を 

容
れ
る
。
彼
等
は
1
致
し
て
技
術
の
完
成
^
向
つ
て
進
ん
で
ゐ
る」

V
J
。

ド
'
•
.
ラ
•ボ
ル
ド
は
、社
會
秩
序
の
唯一

の
原
理
を
、
產
業
の
源
泉
で
あ
る
勞
働
だ
S
見
た
。
こ
の
産
業
k
は
、
農
業
、
 

工
業
、
商
業
を
包
含
す
る
。
 

へ
 

:
「

恰
も
哲
學
が
思
辯
的
科
學
の
そ
れ
の
如
く
勞
働
は
幸
福
の
實
際
的
技
術
で
あ
る」

。
然
し
孤
立
し
た
人
間
は
無
力 

で
あ
る
。
人
間
は
協
働
?:
必
要
^
す
る
。
人
間
が
園
體
，を
つ
く
る
場
合
^
は
ニ
つ
の
異
つ
た
組
織
が
存
在
す
る
。

一 

.は

c
o
r
p
o
r
a
t
i
o
n

で
あ
6
、
他

は

a
s
s
o
d
a
t
i
o
n

- '.

で
あ
る
。
封
建
制
度
の
特
長
で
あ
る
前
者
は
、
民
衆
の
解
放
に
ょ 

つ
て
次
第
^
衰
退
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
を
富
ま
し
得
る
も
の
は
た
^
後
者
の
み
で
あ
るVJ。

生
產
物
の
製
造
?:
目
的
S
す

'5association 

m
u
n
i
c
i
p
l
e
s

、生
產
物
の
.增
加
を
目
的
ど
す
るassociation 

indus— 

^
0*
1
1
€
5
,

(

般
行
5:
意
味
す
る〕

、
生
產
物
の
保
障
を
目
的
ど
す
るassociation 

militaires

、
即
ち
國
家
の
疋
規
兵
を
. 

彼
は
好
の
も
し
いassoci

PJ.
t
i
o
n

ど
し
て
あ
げ
て
，

Q

る
。
 

.

.

同
時
代
人
の
大
部
分
ど
等
し
ぐ
樂
觀
的
傾
向
の
ド
•ラ
ボ
ル
ド
は
、
又
社
會
の
畠
ま
な
る
進
步
を
豫
測
し
介
。
日
.く 

「

吾
人
は
、
讀
み
書
き
算
術
を
知
ら
ぬ
者
、道
德
及
び
宗
敎
を
知
ら
ぬ
：者
、
又
最
後
^
、崇
高
な
感
情
や
有
用
な
智
識
に 

於
い
て
、
他
ょ
.

on

劣
つ
て
，

Q

る
人
間
を
、

一
人
’も
フ
ラ
シ
ス
^
見
な
い
時
代
を
既
^
豫
見
す
る
z 

S
が
•出
來
る」

s
。 

'
.彼
は
、
産
業
?:
侮
蔑
す
る
者
を
侮
笑
し
た
が
.、
同
時
に
、
人
々
を
迷
は
す
性
急
な
立
論
家
^
も
同
樣
の
侮
笑
を
以

.

第
二
十
四
卷

(

ニ
ー
三
三

〕

•

産
業
主
義
考
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サ
ン
•

シ
モ
ン
.
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.

1

1

-
-
r
-
H
S 

_

主
：義
f

i

t

 

第
A
顧

七

ニ

つ
.尤

存

ノ

「

，
-
.ーソV
:'

'

:■

:
' 

.

プ

.：じ」

':ゾ 

'
.
V
,
.
, 

-. '::';:'.5 

.
‘ 

；
；

.
. 

'ふ
f

及

■已

1人
の
著
作
は
.§*
生

の

, ^
和
的
勞
働
的
の
-フ
ラ
ン
：
ヌ
：
を

生

む

：ベ

^
國
民
鲜£

神
の
.
め

ざ

ま

し

ハ

プ 

>

>」
フ
.

':::
ム

最

も

.蓂
摯
5
愛
國
心
、
最
も
農
腐
な
感
情
?:
宣

言

し

た

ぁ

の

ぃ

玄

ギ

ふ

こ

^
か
出
^
る
。

 ̂

 ̂

 ̂

ン
‘
シ
择
ン
i

同

じ

く
.、
ヽ
單k
:議

3
れ
る
の
み
な 

參

、
.
又

尊

敬

哀

る

t

が
、
.産
業
に
5

て

は

必

要’で
あ
气
其
時
化
の
み
、
簾

は

す

べ

て

の

優

S

る
人 

々
'の
注
意
畜
く
で
あ
ら
ぅ
5

H

の
：.

2
名
ゾ
f

、ィ
ノ
ソ
ン 

一i

:

?ン

ト

？

同

座

を

占

む

，る

も

の

，で

あ

る

事

賓

を

世

人

S

し
、

シ
ャ
ブ
タ
ル
は
、
-1j

事
す
る
人
々
k 

.

.
彼
等
k
響
し
た
尊
敬
を
政
府
が
與
へ
S

い
場
合
S

、：

彼
等
を
し
て
、
自
己
の
利
益
を
犠
牲
こ

し

I k
國
の
利
益
の
た
め
^
盡
す
V

S
ふ
感
情
を
失
は

し
む
る
も
'の
で
あ
る
t
.
s?r

確
言
し
た
。

他
方
、
乙
れ
I

人
々
が
產
業
S

際
时
助
言
を
與
へ
て
f

間
R
、
經
濟
學
說
は
、
ジ
r

y

rづ
グ
"
ス
ィ
•
セ 

ィ
^
ょ
の
て
フ
今
与
の
體
系
を
整
べ
る
こ
^
が
出
來
た
フ

H

ァ
タ
ム
•
ス
ミ
ス
に
ょ
？

創
設
さ
れ
た
斯
學
を
フ
ラ
ゾ
ス
S

介
し
、
そ
れ
を
§

學
及
び
行
政
學
か
ら 

切
離
し
て
政
治
經
濟
學
の
.獨
立
性
?:
公
言
し
た
。

.■加
納
砲
が
力
デ
ィ
ク
ス
か
ら
モ
ス
7

へ
巌
い
て
ゐ
.5

、
經
濟
學
派
は
、
.國
民
は
利
？

ょ
ら
て
結
合
す

I
 
.

1
で
あ
る
事
各
國
民
の
繁
榮
は
他
國
K
新
販
路
を
開
く
も
の
で
あ
る
事
、
.戰
爭
、
禁
止
、
獨
占
は
罪
悪
で
あ
る
ば 

力
み
で
な
く
、
又
誤
で
あ
る
事
を
公
.言
し
た
。

. 

'

セ
イ
は
云
A

「

君
主
は
出
來
る
丈
少
c

r
出
來
5

費
用
I

,
け
ず
k
'、
治
め
る
べ
き
で
あ
る
。
勞
働
者
の
安
固

を
保
證
す
る
^
せ
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ」

V
O
 

彼

が

一

八

〇

三

年

^

公

刊

し

た

H
s
i
t
e 

d
K
c
o
n
o
m
i
e

 

p
o
l
i
t
i
q
u
e

は

、

1 

'
 

1九

年

^

は
第
四
^
を

出

し

た

o
# 

時

出

版

^
れ

た
無
數
の

著

述

は

.、
何

れ

も

"

ス

ミ

ス

及

び

セ

ィ

を

敷

衍

し

、
發

展

3
せ

た

も

の

R
す

ぎ

な

か

つ

^

o : 

.

.

.

.
こ
の
..ぎ
學
.說

は

.
然

し

、'

^
人

を

威

藤

す

る

^

至
..ら

な

か

つ

た

。

理
論
的
妃
も
、
實
際
的
^
も
少
な
か
ら
ぬ
反
對
が
ぁ
つ
た
。
こ
の
討
論
は
大
扃
る
範
圍
に
迄
及
び
、
社
會
全
體
が 

經
濟
問
題
^
至
大
の
興
味
を
覺
ぇ
.る
樣
^
な
つ
た
。

そ
し
て
、
.そ
れ
f

^

k
、
相
關
的
«
係
を
も
つ
た
社
會
問
題 

が
、
佌
人
の
注
目
の
的
^
な
办
初
め
た
:°

經

濟

學

者

に

對

す

る

第一

の

反

對

は

、
古
い
■商

業

制

度

の

支

持

者

か

ら

起

つ

た

。

■

.
フ

す

ィ

エ

は

一

八

〇

四
年
^

公

刊

3
れ

た

彼

の

著

、

d
u Go

u
v
e
r
n
e
m
e
n
t
.

 c
o
n
s
i
d
e
r

が
a
p
s

w
o>
s r

a
p
p
o
r
t

o)
fa
<
fl
>
o

le 

c
o
m
m
e
r
c
e

•
に

於

い

て

、

ヌ
ミ
ス
紀
對
す
石
^

、

コ

ダ

べ

ー

グ

及

び

ネ

ッ

力

ー

を

以

つ

て

し

た

。
彼

は

、
新
經
濟 

學

亦

、
生

產

の

み

?:
顧

慮

し

.て

社

會

の

一

面

し

か

見

な

い

事

、.
徵
利
を
.保
護
し
/

知
日
的
勞
働
を
輕
侮
し
、
密
.輸
入
を
.
 

名

ょ

し

ヒ

す

る

事

を

指

摘

し

' 

ミ

の

自

稱

科

學

を

攻

擊

し

た

。
彼
は
，又

、

セ
ィ
、

リ

カ

ル

ド

？

マ
ル
ナ
ス
の
間
に
理 

論
的
協
調
の
存
し
な
い
.
こ
^
5:
笑

つ

た

0 

.

ノ 

i

の
間
に
あ
つ
て
、
前
述
し
た
ガ
-
丨
ル
も
、
新
科
學
の
排
擊
妃
參
加
し
た
。
彼
は
、
そ
れ
が
、
|$
然
た
る
思
索 

R
Jh
る
事
、
哲
學
的
絕
®f

的
性
質
を
有
し
て
ゐ
る
乙
^
、〗

理
論
の
本
源
的
で
且
必(

須
的
な
部
分
で
ぁ
る
統
計
學
は
そ 

れ
が
等
閑
紀
附
し
て
ゐ
る
事
を
攻
め
た
。
そ
し
て
、
ネ
ッ
力
1
が
指
摘
し
た
如
く
、
無
制
限
な
自
由
、
.或
は
極
端
に 

制
®

さ
れ
た
制
度
を
非
雛
し
な
。

-

/:
'

V

ヾ
ヾ
'

第
二
十
四f
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.
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產
業
主
義
者
.サ
ン
•シ
モ
ン 

，
八
^

ヒ
四

n

他
の
、
最

も

恐

る

反

對

、
直
ち
^

其
急
所
化
迫
る
反
對
は
、
道
德
の
名
に
於
い
て
、
•ミ
の
經
濟
學
を
セ
責
し

た
.o
'パ 

.

.

_被
等
は
、
經
濟
學
を
以
っ
て
、
富
の
生
產
方
法
^

關
す
る
若
干
0
風
.俗

的

考

察

に

す

ぎ

ざ

，る

も

の

で

あ

>

、

且
政 

治
科
學
の
根
本

要
素
?:
全
く
忘

却

し

て

ゐ

る.%
の
ど
見
た
。

.

.

;
:
'
.
:

こ
の
種
の
^
想
に
於
い
て
は
、
.第
ー
^
、
其
思
想
の
奇
怪
^

^
よ
っ
て
人
の
注
目
を
惹
い
た1

著
述
、
即
ち
、
 

E
c
r
e
m
e
n
t

の
.Entretiens 

et 

vues 

§
s
c
o
n
o
m
i
e

 

?

|1

&
1
7
.
を

あ

げ

る

事

が

出

來

や

ぅ
:°
彼

は

乙

の

著

k
於
い
て
、
豫
算
は
十
五
言
迄
も
：上
ら
ね
ば
次
ら
ぬ
、

E
大
な
出
费
裏
幣
を
流
通
せ
し
f

 

I

kよ
っ
て
.國 

民

を

富

裕

管

し

f

- o
.僧
侶
は
人
口 Q

.

五
十X

,

セ
ン
ト
で
t

、
.各

區

に

は

一

っ

.
の

修

道

院

を

®
か
§

な
ら 

ぬ
。
J8
女
子
五
百
人
を
1
圓
ど
し
、
#
兒
童
^
ニ
人
の
敎
師
を
つ
け
る
こ
ど
に
よ
つ
て
、
敎
育
は
普
遍
し
、.一

刃
の 

罪
S

消
滅
す
る
f

j

考
へ
た
':
0
こ
の
エ
ク
レ
マ
ン
の
著
述
H

か
S

重
f

の

は

と

I

け

を
^

4
 

の 

Recher-ches 

sur 

les 

vraies 

causes 

d
e

 

la 
m
i

 
ふ re 

et 

d
e

 

k

 

f

glcite 

publiques 

I°°
5 

で
あ
る
。

グ
ィ
ト
リ
ィ
は
、
新
學
徙
が
經
濟
的
進
步
^
よ
っ
て
起
る
道
德
的
頹
癒
を
考
處
し
な
い
の
を
非
*
し
た
。 

日

く「

富
裕
欲
を
貧
渚
^
起
3
せ
、
其
上
、
富
の
增
加
^
よ
っ
て
國
カ
を
外
部
^
伸
張
さ
せ
る
善
の
哚
々
の
奢
侈 

が
、
金
を
有
せ
ざ
る
人
を
有
す
る
人
の
自
由
に
し
、
前
漭
5:
無
カ
な
欲
望
^
よ
つ
て
頹
廢
^
せ
、
無
味
乾
燥
な
勞
動 

化

よ

っ

て

愚

德

し

、
後
者
を
快
樂
に
耽
§

す
事
に
よ
っ
て
昏
管
し
、
卑
俗
奔
放
な
情
欲
を
助
成
し
て
、
社
會

の
內
帘
k
不
秩
序
の
萠
芽
を
不
斷
R
釀
成
せ
し
め
る
以
外
の
事
を
し
た
^
は
、，
現
今
の
經
濟
學
者
の
主
張
で
は
b
る 

が
、
少
く
ビ
も
疑
は
し
い」

ビ
o

へ
彼
は
政
治
經
濟
學
ど
い
ふ
言
葉
ド
、
社
會
經
濟
學
な
.る
名
稱
を
置
換
し
た
。
何
ん
ど
な
れ
.ば
、
問
題
は
全
く
社
會 

的
人
間
^
關
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
然
る
に
ス
ミ
ス
は
、
之
れ
^
反
し
て
、

一
切
の
科
學
の
中
で
最
も
貴
重
で
最 

兄
有
用
な
斯
學
を
、
單
な
る
產
業
：の
組
織
、
手
足
勞
働
の 

一
メ
ヵ
ニ
ズ
ム

k
墮
落
3
せ
た
の
で
あ
るVJ。 

'

;樂
觀
論
は
向
凼
主
義
經
濟
學
派
の
ー
大
特
長
で
あ
る
。
產
業
v
j
mff
l

R
放
任
せ
ょ
、
然
ら
ば
、

一
切
は
都
合
ょ
く 

進
む
で
あ
ろ
ぅ
.0
彼

等

が

筆?:
揃

え

て

說

く
 V」

こ
，ろ

は

乙.の
樂
觀
論
で
あ
つ
た
。
 

•
:

_
器
械
の
發
達
、
己
れ
は
、
幾
許
か
の
一
時
的
困
窮
め
後
k
は
、
必
ら
ず
ノ
資
本
家
^
は
富
を
、
勞
働
者
^
は
、
安 

樂

:̂
物
僙
の
低
落
5:
も
た
ら
す
箬
で
あ
つ
.介
。
セ
，ィ
、
，
シ
ャ
ブ
タ
ル
、
及
び
ド
。
ラ
w

>
ド
は
、
等
し
べ
.乙
の
.器

械

の 

進
步
?:
誇
っ
て
、
器
械
の
使
用
が
勞
働
者
の
大
部
分
か
ら
仕
事
を
奪
取
す
る
^
云
ふ
の
は
、
敎
養
の
な
い
者
の
根
據 

の
な
い
危
惧
で
あ
るv

j

公
言
し
た
。

然
し
、
憂
欝
な
狀
態
が
實
際
R
勞
働
者
を
：迎
ベ
て
居
っ
た>

 

幾
多
の
人
命
を
浪
费
し
て
、
勞
働
ff
r
場
の
供
給
量
を 

調
，整
し
て
居
つ
た
數
度
の
戰
爭
が
終
局
を
吿
げ
る
や
、
幾
多
の
兵
士
は
除
隊
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
何
れ
も
故
鄕
を
去 

つ
て
.都
市
ド
來
6
、
盡
&
ざ
る
產
業
的
豫
備
軍
ど
成
つ
た
.の
で
あ
る
。
常
時
、
約
七
十
萬
の
入
々
を
擁
し
允
巴
.里
{?
: 

は
、
.六
馮
人
.の
貧
窮
者
•か
居
っ
た
ビ
い
は
れ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
無
産
者
の
生
活
：は
、
實

^
慘
め
で
、
'政
治
上
^

は 

權
利
な
く
、
.法
律
上
ド
は
、
職
業
組
合
の
組
織
が
：禁
ぜ
ら
れ
、
乙
の
不
宰
な
運
命
火
飽
く
迄
忍
從
し
て
e

た
の
.
^
あ 

る
。
加
之
、
.
.一
八
1
七
年
以
飢
饉
は
、
iE
k
多
く
の
農
民
を
#

If
?

へ
殺
倒
せ
し
め
た
。

ヽ
從
っ
て
、
幾
多
の
悲
觀
論
者
は
、
乙
の
新
事
實
を
棍
摘
せ
ず
^
居
攻
か
.っ
.た
0
.社
_會

主

_

の

先

驅

考

が

貧

者

の

分 

前
を
要
«
し
.て
立
0
た
の
で
あ
.る
0 

,•

'第
二
十
四
卷(

ニ
ー
.三
七〕

產
業
主
義
者
サ
ン
■•シ
モ
ン 

、第八.號
七
五



i

.

i

>
 

i

 
七
六

‘ 

,

_尋

|

 

i

r

e

.
る

1

蠶

が

あ

っ

た

。：彼
の
著
、E

s
s
l
s
t
o
f

 

e
t

!
〕

！

a P
a
u
l

 

d
e
^
a
t
l
q
n
s

 

ぶ

.

 ̂

 ̂

 ̂

A
- 

o 

^
^
0
0
0
 ̂

一
切
の
も
の
を

震

す

？
 

I

.醫

し

，

. 

f

I

f

I

I

.も
の
i 

. 

.

.

_

:

l

る
f

$

る
如
く
見
え
ん
く
I

重

人

.々
し
か
#
^
^

k

る
侮
蔑
を
恐
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る」

。

貧
者
は
經
濟
的
發
展
か
ら
何
物
も
得
|

づ
た
。
何
故
か
な
れ

，
I

は
同
様
藤
神
的
生
產
I

?

雷

し

I

っ
た
f

で

あ

ミ

.經
濟
學
者
が
、
專
門
の
#
計
計
算

功
ら
手
を
引
含
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
k

、
'幸
福
な
分
前
I

障
す
る

I

組

織

が

必

要

で

あ

尝

。
：：

ク
ー
ォ
テ
レ
の
乙
の
著
先
立
り
て
、
最
も
胜
目
す
ベ
秦
作
が
現
.れ
て
居
っ
た
。

シ
ス
モ
ン
デ
ィ
の
著
述
が
そ
れ 

で
あ
っ
た
。 

、

.

'

丨 
I

s

 著
I

、

f

 

s

g

l

f

m

 

5

0

^

0
 

1.

八
〇
三
年
s

s

i

p

 

0
O

B

B

I
は
ァ
ダ
ム
• 

f

、
ス
の
國
富
論
£

:
致
し
て
居
っ
た
。
し
t

、M

の
自
由
經 

、
遵W

の
選
.ず
は
h

を
.め
ぐ
ら
し
.て
、
ス
ミ」

ス
妃
宣
戰
を
布
吿
す
る
k

至
っ
•

こ
。

'

の

し

1

の
は
、
.新
產
業
I

.て
引
起
S

S

厄
で

如

I

k
於

？

ス
イ
ス
S

い
て
、
又
A

i

ス
5

い
て
目
擊
し
た
。
そ
し
て
、
又
、
イ
ギ
リ 

い
て
も
、
ベ
>

T

£
い
5

同
様
で
あ
？

蒸

敎

へ

ら

れ

た

。
乙

乙

吳

ビ

て
、
眞
の
社
會
問
f

 

ス
モ
ン
'デ
イ
は
、
I

人
？

關
聯
し
て
常
S

究
し
な
け
れ
ば
な
|

い
.事
、
.及
び
、
政
f

自
由 

i
放
任
，
る
J

S

不
鳘
干
渉
し
な
け
れ
f

含

事
I

い
た
。
然
る
に
、

ス
ミ
ス
は
、
た

I

の
み
を
考

:
彼
は
亦
、
义
ヵ
ル
ド
^
答
へ
て
次
の
如
く
書
い
た
。「

經
濟
學
は
.ー
計
算
科
學
で
は
な
.

S
。

一
精
神
科
學
で
あ
る
。」

€

.彼
ば
、
.
1
_濟
學
者
ビ
し
て
の
立
揚
^
於
い
て
、
社
會
問
題
を
論
議
し
た
、
恐
ら
く
最
初
の
.
.

1

人
で
あ
ろ
ぅ
。「

一
 

八
三
〇
年
以
後
の
^
ス
ン
ス
社
會
主
義
者
の
.ず
べ
て
は
.
"そ
れ
'を
知
る
こ
^
な
-し
に
、
殆
ん
ざ
シ
ス
モ
ン
デ
ィ
を
繰 

返
し
て
む
る
.：の
^
過
ぎ
な
か
0
た」

(

餌
5

.0
‘

'我
々
は
、

シ
ス
モ
ン
デ
イ
の
外
^
做

1
:人
の
有
カ
な
反
對
者
を
あ
げ
.る
事
が
出
來
る
。
そ
れ
は
、
後
に
ス
ィ
ス
に 

於
.い
て
說
膨
«.
の
首
領
ど
な
づ
た
3

务

で

あ

る

0
 

•

フ
ァ
デ
ィ

は
•ゥ
ォ
ル
ーグ
ー

ダ

のL
^
o
m
m
e

 .
a
u
x

めuarante 

6
c
u
s

の
形
式
に
な
ぞ
ら
へ
てU

h
o
m
m
e

 a
u
x

 portions 

を
#'
'
い
.た
。
■彼
は
本
書
^
於S
V

、

ス
ミ
ス
が
精
神
秤
學
^
分
析
ど
採
用
し
、
“

沢
政
治
經
濟
學
に
組
織
を
與
べ 

た
こ
艺
を
賞
讃
し
^
が
ノ
^
數
者
が
富
を
蕾
斷
し
て
^

ん
フ
‘ラ
ン
ス
の
現
狀
を
嘆
か
ざ
る
^,

得
な
か
つ
れ
？
勞
働
に 

贫

利

今

.特

^
ボ
有
產
者
の
勞
儆
^
有
利
な
樣
に
、

11
:
'會
紙
辙
を
全
ぐ
變
革
し
な
げ
れ
ば
を
€>
!
ぬ
ど
考
.へ
|2
?
.
'

サ
.シ
•
シ
，
ン
.が
產
槳
斷
系
を
發
表
し
だ
の
は
、
.
か
ぐ
0
如
さ
論
爭
.の
あ
つ
た
時
^
^
^
^

.
ザ
ゾ
•
シ
モ
ノ
.が
姊
述
し
於
屯
の
重
要
な
る
.著
述
、.及
ぴ
其
著
者
?:
.
;識
り
；て
啟
ゲ
.た
;̂
:

ミ

ば

云

ふ

迄
o
卿
は 

ド
•
デ
ボ
V

P

R
ば
*.
;
* :

の
雛
を
與
へ
て
ゐ
る
。
シ
ャ
，ブ
タ
A

は
，彼
：の
：編
輯
し
だ
雜
集
&

述
の
、|
部
?:
載

也

て

ゐ 

^

。.
彼
は
、
.ラ
フ
キ
ー
ト
ご
グ
ル
ナ
ー
の
如
&

鈒
行
家
及
產
業
家
を
交
際
し
て
居
つ
た
。

シ
，.モ
ン
队
、
i.
k
經
濟
學
者
の
門
弟
で
.あ
る
^
揚
言
し
て
4
る
。
'然
は
、
^

^'
-:
.の
.如
く
、
.絕
»
的
信
奉
者

へ
笫
ニ
.十k

卷

c
r
n
l
s

)

"產
業
主
義
.者
サ
ン
•
シ
モ
ン 

第八
號七
七



第
二
十
四
银(

ニ
5

0

>
讓
主
義
者
サ
ン
•
シ
モ
.ン 

第
.八

七

人

で
は
な

S

た
。
彼
は
セ
ィ

I

f

し
た

5

1

參
加
し
て

I

い
、當
然
其
影
響
は
受
げ

>

ゐ
る
：^

彼
よ
、 

然
ら
ば
、.

如
何
な
る
立
揚
妃
據
つ
た
か
。

' 

-

.「

彼
の
有
力
な
獨
廣
は
-、彼
S

ら
し
い
結
論
を
發
見
答
た
。じ

r :
,

ン

ぜ

ぎ

、
 

て
ぐ
シ
ス
モ
ン
チ
ィ
で
'
:
セ
ィ
で
I

かC
V

た
。
»
は
純
然
f

經

濟

的

見

地

か

ら

産

業

を

廳

し

像

、
直
ち 

に
そ
れ
へ
道
德
的
見
地
を
加
へ
、
彼
獨
特
の
體
系
を
紙
織
し
：た
の
2

る
々M

の
間
£

け
る
、
即
ち
、

一
八
一
七 

「

新
キ
又
ス
ト
敎」

昼

る

迄

：の
彼
の
：思
想
を
、
；彼
の
產
業
硏
究
時
代
の
產
物
ど
し
^
^
^

三
、
復
古
黨
と
自
由
—
と
サ
；\
>->
モ
>

、

.
ブ
ル
ボ
ン
王
朝
復
位
時
代
の
、
フ
ラ
ン
ス
社
會
の
經
濟
的
政
治
的
狀
態
は
.、
次
の
'如
i

事
實
を
ナ
ン
•，
シ
モ
ン 

k
提
示
し
た
？ 

. 

_

社
會
組
織
は
少
し
し
か
.完

璧

れ

て

■

い
事
、
人
間
は
'未

だ

暴

力

晶

術

k
よ
つ
て
治
め
ら
れ
て
ゐ
る
事
、

政
治
w

k
云
へ
ば
、
人
間
は
未
だ
不
道
德
の
中
^

沈
淪
し
て
ゐ
る
事
、

:

.
:
. 

•

〗

■.
近
.代
的
i

s

s

s

v
、
ブV

シ
“

7
階
S

勢
力
S

し
く
S

し
S

實

こ
れ
ら
の
事
實
は
、
テ
ン
0
シ
モ
ン
.を
し
て
新
社
會
制
度
を
考
究
.せ
.し
め
.る
に
充
分
な
も
.の
.で
あ
つ
た
。

當
時
の
怨
想
家
哲
學
者
は
乙
れ
を
三
大
別
す
る
事
が
出
來
た
。：
復
古
黨
、
穏
和
.黨
、
自
由
黨
が
そ
れ
で
：あ
る
。

Z

の
中
何
れ
の
黨
派
が
よ
く
社
食
の
.指

蕾

任

じ

ぅ

る

も

'の
で
あ
る
かo

グ
ン
、

シ
モ
ン
は
其
の
可
れ
爲
し
て
も
否 

定
的
結
論
を
與
へ
た
の
で
あ
る
？

:
第

I

の
復
古
黨
は
舊
政
治
制
度
及
中
世
社
會
を
辯
讒
し

、
.古
代
制
度
へ
の
復
歸
V」

靈

す

f

Q
で
あ
る
。
彼

等
.

k

よ
る
€
、
最
善
最
良
の
社
會
は
、
階
級
別V

J

信
仰
の
統 

一VJ

を
甚
礎VJ

す
る
社
會
、
即
ち
，

1
方
化
は
封
建
制
度
. 

內
に
於
け
る
强
者
の
弱
者
保
護
が
存
し
、
他
方
^
は
、
敎
會
、

ロ
ー
マ
、
ヵ
ト
リ
ッ
ク
敎
R
よ
つ
■て
代
表
3
れ
る
平 

和

^
圓
結V

慈
悲
ど
’か
存
す
る
社
會
で
あ
つ
た
。

. 

、

M

の
意
見
は
多
敷
の
崇
_
者
5:
有
し
て
ゐ
る
。J

o
u
r
n
a
l
d
e
s

 

d6bats 

'及

t
i
m
e
s

は
最
も
よ
く
績
ま
れ
る
彼
等
の 

檄
關
紙
で
あ
る
。.
シ
ャ
ト
I
ブ
リ
ァ
ン
の
著
作
の
如
&
は
數
千
部
を
も
賣
つ
て
ゐ
る
。

乙
の
復
击
的
傾
向
は
ざ
ぅ
，し
て
生
じ
た
か
、/

」

云
ふ
に
、
十
八
世
紀
の
希
望
^
熱
望
ど
が
、

一
七
九
三
年
の
社
會
全 

般
R
及
ん
だ
混
亂
R
直
面
し
て
、
感
得
3
れ
た
、
失
望
ど
落
膽
k
其
地
位
を
讓
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
T
度
、
新
世
界 

に
對
す
る
確
信
^
満
ち
て
出
發
し
た
、
ク
y
ス
ト
フ
•
〒
!!
ン
.ブ
'の
乘
組
員
等
が
、
希
望
の
地
を
望
見
し
ぅ
る
前
^
恐 

怖
を
感
じ
、
其
舟
?:
廻
轉
せ
し
め
んV

J

欲
し
た
のVJ

同
様
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
舟
た
る
や
、
其
出
帆
洮
^
戾
る 

事
ざ
へ
出
來
な
.
.い
狀
態
^
あ
つ
た
ひ
即
ち
、
彼
等
は
、
'
.神
聖
同
盟
の
弱
，點
、
，自
由
主
義
の
.空
虛
を
示
し
、I

學
說
以 

必
要
を
示
す
事
に
よ
つ
て
、
古
代
制
度
へ
の
復
歸
を
準
備
せ
ず
^
、
反
つ
て
新
制
度
'の
到
來
^
備
へ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
故
を
以
つ
て
、

ボ
ナ
ー
グ
、
シ
ャ
ト
！
ブ
リ
ァ
ン
、

メ
ス
ト
ル
、

ラ
ム
ネ
等
ば
何
れ
も
被
擎
の
目
的
^

反
對
の 

方
向
^
進
み
つ
.、
.あ
つ
た
°
.
'
 

'
.ー

_
.
:
.
.
::
> 

.

.
/
■

,

自
由
黨
は
と
の
派
を
攻
氧
し
て
云
ふ
？
封
建
的
支
配
は
壓
制
に
過
ぎ
なS

、.
*:
督
敎
的
.信
仰
の
支
配
は
迷
信
で
あ 

か
ち
彼
等
の
批
評
眼
に
ぅ
つ
る
中
世
は
、
.
1つ
：の
野
蠻
無
政
府
办
#
代
代
す
ぎ
な
か
つ
た
。

.'

乙
の
派
に
對
す
る
ナ
ン
•
シ
モ
シ
の
意
見
は
r
ぅ
.で
あ
つ
た
か
ビ
云
ふ
に
、
彼
は
上
.，述
の
批
判
..に
於
て
は
自
由
黨
の 

そ
れ
^
賛
规
し
て
ゐ
な
い
。
 

.：■:
”， 

.
•

第
二
十
四
卷(

I

ニ
四
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產
業
主
義
者
サ
ン
•シ
モ
シ 

第
八
醆
七
九



'へ
ご」

第

需

l

l

l

r

 

_

.

.
A
O

彼
I

述
し
た
如
く(

§

中
世
が
、
T

て

及

ラ

J

Q
古
代
f

優
れ
た
も
の
で
あ
る
事
i

め
る
k
ま 

吝
か
I

:
か
っ
た
。
' 彼
は
自
由
黨
4

然
反
對
し
た
立
場
を
5

て
、
あ
|

.
霧

が

_

* :
の

す

を

て

創

み
 

を

發

-^
し

て

グ

る

.泡

ぢ

彼

は

：.

農
奴
银
が
古
代
の
.奴

隸

制

糜

ょ

進

步

，しV

ゐ
る
事
、
及
び
、
中
世
の
聖
% 

者
達
.

S

あ
I

:
る
階
級
か
ら
s

f

れ
、
從
り
h
■

人

敗

麥

が

讓

：：&
:

碧

れ

彦

を

齡
 

從

は

荒

地

の

開

拓

紀

念

物

の

議

及

刺

の

名

k
ょ

る

休

戰

雰

ょ

？

、
聖
職
者
達
が
文
明
k
貢
献
し
た
事
を 

:'
;

*

sた
。
或
S

、
ジ
i

 

ド
•
メ

ス

ト

各

共

汽

法

王

制

度

が

當

,
吹
|
明
社
# :
;
t

&

s
て

一 

づ
の
精
卿
的
紐
帶
ど
し
て
役
立
づ
ぉ
事
、
及
び
、
當
時
の
社
會
は
眞
.の
キ
ジ
：ス
キ
敦
典
：和
,
.
ヴ
た
事
、
®
こ
又
、
 

，假

令

中

世

が

旣

往

の

數

世

紀

S

.
ベ

て
ノ
其

學

問

發

達

の

點

磨

て

劣

っ

て

I

せ

し

て
f

近

世

の

諸

學

問

發

售 

へ

の

準

備

を

な

し

た
.の
.は
、
'
此
の
中
泄
時
代
で
あ
つ
た
事
を
認
め
て
ゐ
る
。

/

■ 

1

っ
の
社
會
は
、
-

|
、

同

の

蘧

、
f

の
組
織
及
一
S

k

し

て

又

一

っ
の
社
食
^
力
の
指
揮
の
下
k
自

营

赴

ぐ

s
乙
■ろ
を
知
ダ
、
確
信
を
级
っ
て
ミ
の
目
標
，̂
向a

て

.進
む
|

§

み一

つ
の
眞
の
社
#
で
あ
る
。.
ナ
ン
；

モ
V

S

S
、
己
れ
I

、

中

世

の

社

會

が

持

？

一
つ
：の 

大
き
な
優
れ
た
價
値
で
あ
っ
た
®

若
し
、
.こ
の
點
I

調
す
る
I

ば
、
ナ
ン
，
シ
モ
ン
は
、復

嘉

の

首

領

f

其
步
調
を
等
し
く
し
た
か
.の
細
く 

思
は
れ
る
0
然
し
、
彼

が

復

古

管

一

致
し
た
の
ぼ
、
過
去
霧
明
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。

コ
v

w

f

s
こ

I 1
1 I
霞

L

- l
"
に
よ
り
I

f

れ
.て
偶
々
復
裏
の
中
世
觀
S

て
、
一T

致
し
S

去
のi

明

';
'
:轎
コ
.の
.
«派
は
自
ち
穩
和
黨
.ミ
稱
し
て
0
-る
。
'
: 

a

、
r 

r

.彼
^

の
企
七
る
せ
乙
ろ
は
、
-' 

,古
代
制
度
'̂
親
制
度
迖
?:
融
合
し
.や
；
フ
；？
ー
方
ふ
、
相
^

云
.

ふ
甚̂

不
合
理
な
も

0

.

で
あ
る

'

。「

こ
の
人
達
は
調
停
考
の
職̂

上
ら
ぅ
ど
：考
へ
て
居

.

る
、た
ら
ぅ
が
、
善
良
な
婦
人 

の
仕
麵
程
比
し
か
梱
當
し
な
い
：
。」

'

彼
等
の
意
見
は
民
聚
5 :
*

ょ
.

ろ

M

ば
せ
る
が
、
：何
等
の
カ
も
持
づ

.

て
；ゐ

.

な
い
、
何
故
か
な
れ
ば
そ
の
意
見
は
受
働
的 

な
.

も

：の
へ
で
：あ

.

る
が
ら
で
あ
る

0

、

：

：

-

力
を
.4;
.ユへ、
ジ
.ォ
ル
：ダV

、

ギ
ズ
ー
等
は
こ
の
派
^

屬

し

て

へ

ゐ

る

o
:
ナ

：

^(

シ
：
：
.モ
：
ゾ

：
は

、
：
乙

の

人

々

?:
龠
 

識
家
ヒ
神
學
者
^
の
咿
間
者
ど
し
て
考
べ
ら
れ
る
ど
哀
ひ
^
ゐ
る
。
'

:

,

.'
■'
 

:

■'
•
第
轰
の
黨
派
は
宵
科
全
.書
學
者
、の
後
繼
者
達
で
あ
：る
。
パv

ジ
ャ
，マ
シ
:>
4

ゾ
ス
タ
：.シ
、
ミ
ネ
べ
グ
同
人
等
0

ー. 

派
が
を
れ
で
あ
る
。
彼
等
の
勢
カ
：は
甚
だ
.强

大

で

あ

る

”
。

.

ロ
^

ス' 
ピ
！

ル

：、
ル
統
領
政
：治

反

着

ナ

パ

ル

：
ト

2:

引

繼

&

沒 

落
^
'せ
.た

の

は

彼

：等

で

.あ
る
。
一
現
在
.產
業
者
階
級
も
往
古
へ
の
復
歸
を
恐
れ
て
Z
の
派
を
支
持
し
て
ゐ
る
0 

:
n
l
:
®
:、

.爸
の
.派
；：の

本

領

は

十

八

世

：紀

，及

革

命

時

代

を

辯

護

し

，

 

o 

.

從
.つ
で
、
.：彼
等
は
.破
壤
3
る
：，ベ

さ

運

命k
あ

る

中

世

の

封

建

制

度

：

^
.奪

端
^
攻

擊
U
:气
 

對

し

锻

等
.力

封

氣

的

支m
ビ

キ
3

ス
.
.：个

敎
.的

信

仰

：
V
Cを

、
M
制
：̂
迷

信

で
*>
る

る

抵
«
し

た

の

：
はZ

の

で
6
で 

あ

る
'？

ダ
ル>

|
グ

及

：
び

：
！
、

'
^

X
-K
'

;

 ̂

中
世
^
比
し
遙
か
に
優
れ
：
 

た
.文
明
開
化
の
.時
代
ヤ
^
ぅ
、
'政
治
的
獨
立
气
.
文
*
的
名
聲
^

^
具
有
し
た
.時
代
セ
：あ
.つ
だ
。
:\
:
:'
.;

,

 

自
由
黨
が
、
封
建
的
神
猶
的
制
度
^
代
べ
る
^
、
產
業
_的
科
學
的
.の「

他
.の
'制
度
5:
以
つ
て
ず
る
事
於
問
遛
で
あ
る

■'
d

Kl
^

c

.

r

.

i

s

o:

主
義
者̂
？
.シ•モ
ン' 

第
八
號

.：

八；】

'
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ニ
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y

產1.

主
#
#
'サ
ゾ.

v
r

ン

.'
第

八

紙

i :
一

時
に
際
し
、
前
着
が
浒
滅
段
が
げ
.れ

ぱ

贫

ら

奪

ぃ

？

跨

ネ

事

の

％

麥

を

'
ょ
ぐ
了
解
し
：て
弩

で

あ

っ

た

。

然

し

：、

.
彼

等

は

：
_

以

隹

爆

す

.

を
知
^

た
。
即
ち
彼
等
が
乙
の
破
壞
に
手
間
ざ
っ
た

で
な
.く
？
徒
ら
^
售

雜

設

の

破

壞

を

行

っ

：，

.た
»
は

、

彼

等̂

確

實
5
體

系
^
*:
:
ぃ
'事
^ :
:
、

從
0

^
、

彼

擎

が

偉-
^
^

ぼ

か
办

課

謬
5:
-
.犯

し

：た

事

、
：
及

び

そ

の

批

難

^
偾
す
•る

も

の

で«>
る
事
5:
:
、
人
々
R
明

筑

し

て7
'つ
た
の
で
あ
る
。

サ
ン
•
シ
モ
\
,は
、
；以.上
各
派
の
.言

論

及
.著
述
を
注
»
じ

セ

齋
>4
.:

^
'
令
:̂

^:
^
ガ

じ
/2
結
果
:.
>
ボ

t

未
だ
新
制 

度
の
槪
念
を
確
#
す
る
迄
め
は
至
ら
^
い
，

ふ

事

を

觀

破

し

得

择

裔

受

^
 

f

 

f

i

f
 

■ 

-

丨
即
ち
，
前
述
し
た
如
く
、
彼
は
、
中
世
の
ft
會
k
統

一

的

價

値

、
.
‘文

化

進

運

0'
勢
?:
:
.發
見
す
る
に
於
て
、
疋
し
ぐ 

復

古

黨

匕

身

來

調

を

共
^
し
だ
。
然
[>
、
被
の
本
意
は
、
た
ぐ
そ
れ
を
援
用
す
る
に
ょ
つ
て
、
彼

の

人

性

完

成

說

を

、
 

•完
成
す
る
片
あ
り
芪
何
ん
^
な
れ
ば
、
元
來
、
復
古
黨
の
理
論
は
、

1

方
で
は
戰
爭
k
、
他
方
で
は
信
仰
に
、
即

.
 

ち
.
物
質
界
k
於
て
は
力
に
、
精
神
界
k
於

て
は
臆
說
ビ
推
測
泛
、
其
立
脚
點
を
有
っP

ゐ
る
も
の
で
‘あ
る
'か
ら
、
 

『

人
類
科
學
め
覺
蒈
J
R於
ぃv

、
又
、「

萬
有
引
カ
研
究」
>
1於
ぃ
て
、
實
證
科
學
時
代
の
到
來
を
豫
言
し
た
彼
に
ビ 

つ
^

は
、
旣
^
老

拷

用

ふ

る

に

足

ら

ざ

み

も

の

で

あ

つ

た

か

ら

で

あ

る

。
.
；

故

に

彼

等

の

迎

論

は

、
尤
ン
•
シ
モ
ン
が
從
來
の
研
究
k
ょ
つ
て
明
ら
か
に
し
た
、
勞
働
ど
科
學
ど
云
ふ
一
一
個
の 

新
事
實
の
前
に
、
當
然
崩
壞
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。

：

'凡
务
、
富
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、
た
士
1
T
0の
方
法
の
み
が
存
し
て
ゐ
る
。
ff
i
服
か
、
勞
働
が
で
あ
る
。
又
、

•

量

k
到
達
す
る
道
i

二
り
あ
る
。
機
會
ど
、
.科
學
の
树
れ
か
で
ゐ
，る
6
:中

世
は
、
.征
服
に
よ
つ
て
組
镟
ぞ
ら
れ
、

:

信

仰

な

る
 

一
tt
t

k

lつ
：て

導

か

れ

た

。
.
反
之
、：

新
制
度
は
勞
働
R-
ょ

つ

て

組

織

せ

ら

れ

、

科

學

^

ょ

つ

七

導

細

れ 

rf
a
ば
な
ら
ぬ
事
は
明
白
で
あ
る
。

。
，

.

.

7
然
し
、
建
設
.の
爲
k
は
、
他
を
破
壊
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
？
こ
、
^
.自
由
黨
の
.意
義
が
あ
つ
た
。
ナ
ン
'

シ
モ
シ 

ば

、.
'

V
.

の
點
K
於
て
：又
、
復
古
黨
を
ょ
く
了
解
し
'た
如
く
に
、
自
由
黨
の
本
領
を
も
ょ
く
了
解
レ
て
居
つ
た
。

サ
ン
>
シ
.
^
シ

は

、.乙
の
料
學
ビ
勞
働
に
ょ
る
新
制
度
.の
萠
芽
を
、
實

に

、「

中
世
の
封
建
的
な
：且
神
學
的
な
社
會
の 

眞
中
{.
2:
:發
鬼
し
て
ゐ
る
：0':'1
方
^

は
、
都
市
の
成
立
、
他

方

^
は
、

ァ
ラ
.ビ
ァ
の
料
學
的
文
書
の
紹
介
、

こ
れ
ら
ニ 

つ
.の
'事{

S
E

^
rr

中
世
の
宗
敎
的
武
力
的
な
社
會
の：

胎
內
k
T
P
、
旣
k
勞

働w

科
學
ビ
の
出
現
を
豫
示
し
た
も
の
で
あ

•
:つ
た
^

i

>

'

: 
'

■

> 
ノ
，
.. 

., 

•

'
.
'此

.等

の

事

實

は

次

第
^

*
大

さ

れ

た°

コ
ベ
，
ニ
：ク
ス
、
'ダ
ー
テ
,
、
？
グ
ル
：
，ブ

ー

ル

等

は

、

引

續

：

&
神

權

政

治、
'
 

法

王

制

度

？
敎

會

政

，治
$:
稂
絕
し
た
。'
又
、
十
八
世
.紀
：の
哲
學
斧
フ
?'
ジ
.ス
箪
命
^
は

、
：
貴

族

政.治v

王

政

を

分 

射
せ
し
め
•た
。：
多
の
分
解
作
用
は
.，確
か
^
必

要

だ

つ

た

：。
：
然

し

、

そ

れ

は

鉍

ず

し

た

.
9舊
制
度
の
倒
壊
作
業
が
旣
に 

終
、了

し

た

事

の|
|
^
.
に

ょ

つ

：
て
；
ザ

ジ

，
シ

_

ン

は

、.再

：び
：自

由

黨

嫜

も

抉

を

^

「

于
.八

世

紀
^
哲

學

は

：革

命

的

：で

あ

づ

拎

。

:;
十

九

世

紀0
そ
：れ

は.組

織

的

で

：な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

」

、

ビ
云
ふ
卓
越
し 

だ

見

解

に

ょ

，つ

て

、
サ

.ン
> 
シ
.モ
ン
は
、
自
由
主
義一

派
の
無
肯
定
な
：否
定
、
無
建
設
の
破
壊
、
確
實
な
體
系
の
不
用
.
 

意
«-
威
に
對
す
を
不
信
用
^
責
'め
だ
.
0
?
,
;;
.
'ぷ
^

^

^

^

^

^

^

^

.
:
“

，
： 

.

. 

'
、
;■

こ
、
k
於

S

て
，

1

-«
度
ば
他
.の
.

1

制
度
^
代
ら
ね
ぼ
な
ら
2
0
:
:
ナ
ン•

：

シ
モ
シ
は
、封
建
的
神
權
的
制
度
は
當
然 

其
地
位
を
科
學
的
產
桊
的
獅
度
に
_
渡
す
べ
$

で
あ
る
^
定
め
た
の
で
あ
る
。
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四
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四
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義
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サ
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•
シ
モ
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義
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サ
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.

第
i
 

\
四

”

,で

.,
;-

..

. 

.

.

 
ー-

^
生
產
者
^
不
生
產
者
0
對
立
：-
—

ノ
’
：

;
: 

•

.

.思

ふ.ゆ
、，
社
會
の〔

0 .
.
的
ば
、「

生
活
^

有
用
な
る
も
の
の
生
產」

に
あ
る
。
生
產
に
ょ
つ
て
、
人
々
を
幸
福
な
ら
し

f

 

f

e

l

o

. 

 ̂

, 

* 

ニ- 

- 
'
..

善

 

3

 

^

然
ぢ
ば
我

.々

は
、
如
何
な
る
狀
態
f c
:

あ
.

る
時
，'

幸

福

：
で

あ

：
る

：

£

|

$

^

得

夺

か。
；

”

' "
.

:

,

:

.

:

7
 

、

我
々
は
、「

人
々
が
最
良
の
衣
食
住
を
享
有
し
て
ゐ
:6
.
國
：>
.
.生：活
0
必
：要
品
0
み
な
：ら
ず
、：
奢
侈
品
を
到
る
所
^

て 

獲
得
す
ー
る
事
が
出
來
、.
.又
、
.最
も
：容
易
^
旅
'行
し
ぅ
る
國
を
以
つ
て
、
ハ
物
質
的
關
係
R
於
^
:て
*
裏

福

I

國
で
.
 

.き

」

S
K
.ふ
.
。
.又
"
fH
I
畤
R
"「
之

の

國

运

い

て

、「

人
々
の
智
識
が
發
展
し)

て
t

:
な
&
、：
彼
等
が
«
術

を

觀

賞

：
 

し

ぅ

各

な

ら

：ば

、
：：：

.：被
等
が
自
，然
?:
修
飾
し
得
る
手
段
の
み
な
ら
ず
、
全
れ
を
支
配
し
て
々
る
法
則
を
知
る
な
ら
最
後 

^
'彼
等
が
互
紀
仁
慈
£

员
む
な
ら
、
精
神
的
關
係
R
於
い
，.
て

彼

等

の

幸

福

は

最

大

限

で

あ

る

」

ど

去

ふ
o

g

i
 

，
.奮

制
f

懺

部

せ

無

服

、

»

制̂迷
信
を
、
其
活
動
.

I
ど
し
た
。、：即
ち
人
ド
ょ
る
人
の
搾
取
が
、.
其
#
長
で
あ 

つ
た
デ
然
る
^
フ

^
の

穑

の

活

動

は

姐

だ

危

險

で

あ

る

ヲ

故

^

^
ン
^

•事

物
^
隹
^
人

間
'の

活

動

：以

外-R
人
間
^
ょ
..つ.て
行
は
れ
_る
有
用
な
：活
動
は
«
.い
.。.
.人
間
^
及
ず
人
間
の
培
劝 

は

，
自

體

.

.人
間
^
有
害
で
あ
る
.。
を
れ
^
古

て

生

：ず
る
カ
.の
.
.ー.：ー
倍
：
の
：趣

 

は
第
一
一
.
次

的

で

あ
 

ゥ

且

つ

ー

太

活

動

を.及

ず

た

め̂

、
'自

然

せ

一.致

す

，る

時

を

除

て
^
、
名

れ
.ば

有

用

で'な

い」
(

註
八)

、

新

制

度こ 

於S

 ■

て

は

、
，
か

：
>
る
'危

險

を

.引

起

す

事

な

し
^
、
自
然
に
對
し
て
働
$
か
け
る
事
が
出
來
る
o
何
ん
I

れ
ば
、
'產 

業

资

':
#
學
年
は
：、
.：人

間

が

自

然

化

對

し
1:
加
：.へ'ぅ

る

最

％:巨

太

な

活

動

*

ぁ

务

會
制
度
の
網
極
目
的
.は
.「

_
結
^
ょ
つ
.て
'の
地
球
の
開
發
で
あ
る」

か
ら
で
あ
る
。

:

か
く
の
如
く
、
新
制
度
は
、
生
產
的
勞
働
を
其
某
調
ビ
し
て
、
物
質
^
作
用
し
か
け
る
も
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
人
間
の
注
產
的
勞
働
ど
は
何
を
指
す
か
0
生
產
的
勞
働
は
、
.乙
れ
を
三
分
す
る
事
が
出
來
る
-。
そ
し
て 

そ
れ
以
外
の
も
の
で
は
決
し
て
、あ
り
得
な
い
。

:■
即
ち
、
科
學
、
藝
術
、
技
術
I

多
少
の
差
^
そ
あ
れ
、
I
の
，三
つ
の
勞
働
の
唯
一
、
直
接
目
的
は
、
社
會
の
精 

S

的
及
び
物
®
的
欲
求
を
滿
足
さ
す
事
^
ょ
つ
■て
、
人
々
を
幸
福
な
ら
し
め
る
^
あ
る
。
S

九
V
.

「

人
間
の
幸
福
の
だ 

め
に
、
今
日
迄
吾
人
が
企
て
た
も
の
す
べ
て
^
於
い
て
、
又
い
つ
戈
企
て
ぅ
る
も
の
す
べ
て
に
於
い
て
、
科
學
、
藝 

術
、
技
術
の
既
得
|
日
識
を
、
直
接
或
は
間
接
^
應
用
し
、
懷
張
し
、
或
は
完
成
し
や
ぅ
^
企
て
る
事
以
外
に
は
、
嘗 

;つ
七
、
又
、
常
に
、
人
間
の
述
命
の
改
良
^
有
用
な
も
'の
は
存
し
な
か
つ
.た
し
、
又
存
し
得
な
い
で
あ
ら
ぅJ

。

;■
•
.か
や
ぅ
^
生

產

的

勞

働

、

或

は

產

業

の

重

要

性

を

認

知

す

る

事

は

、
..そ

れ

に

從

事

せ

ぬ
者
に
.對
し
て
當
然
最
大
の 

.

.侮
視
2:
a

ベ
る
.
。
.

'
サ
シ
•
シ
モ
ン
は
、產
業
自
體
の
重
要
性
を
認
め
る
ヾ」

同
時
^
、
生

產

者

<£
不
生
產
者
ど
の
#

^
的
»
ま
を
«
見
し 

て
次
の
如
く
云
つ
て
ゐ
る
。「

社
會
k
眞
K
.有
用
な
.1,

切
の
勞
働
は
、
ミ
の
三
方
面
に
、
し
か
も
、
こ
の

三
方
面
の
み 

R
屬
し
て
ゐ
る
。
i
れ
以
外
R
は
、
吾
人
は
寄
食
者VJ

統
治
者
し
か
發
見
し
な
い」

w
C

註
一.

S。

彼
の
.こ
の
對
立
を
、
最
も
短
的
^
、
同
時
^
最
も
巧
妙
^
表
示
し
た
も
の
は
、
か
の
所
謂
寓
言
で
あ
る
。
こ
の
對 

:‘立

が

彼

：の

體

系

の

重

要

部

分

で

あ

る

が

故

^
、
Z

の
著
作
も
、
.彼

の

思

想

を

知

る

^

缺

く

べ

か

ら

ざ

る

名

の

ど

な

つ 

て
^
る
。
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第

八

铍

八

六

シ
モ
ン
は
、
産
？

以

？

人
間
の
活
靈
準
ピ
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
I

某
準
5

つ
て
、
人
類
の
上

豫

た

邊

細

の

：直

線

を

：引

い

は

、

^

ど

の

、

ニ
大

陣

營
f
 

f

 

4
 
'
意

廣

.

.來

，s
i
;
て
、

靡

示

含

本

泠

は

、

正

し

く

、
，

Z

の
：對

立

：の
.鳥

瞰

唇

あ

る

。 

，
■

■

“多

の

假

定

を

提

出

し

弗
。

 ̂

;

:
;■
:
,':
:

文

學

者

、

器

械

製

造

者
、
.
»

築

枝
1

.醫

制

、.外

科

醫

、
，
鐘

邮

、
：

.水

夫

、
..時
計
師

ノ

 

S

家
、
商
人
、
農
夫
ブ
鐵
エ
所
主
ノ
兵
器
製
造
人
、
製 

3

、
■染
.

者
,*
坑
夫
、
鐡
物
業
者
、
絹

布

麗

人

、
麻
布
、
雜

製

造

人

、
.
金

物

商

、

陶

器

製

造

人

、
■
玻

璃

器 

SC
造

人

：r
造

谢

業
■

:迦

送

業

者
.;
'
金
la
—
エ

師

％
及

其

他

金

屬

細

エ

物

_

ゾ

泥
0:
、

大

工

、

指

物

肺

、
，
蹄

鐡

エ

、 

銘
前H

 

'，
鑄

物H
、
.

及
び
：.、
こ
れ
k
擧
げ
.て
'な
.い
«
.々

の

職

業

泛(

る
他
の
人
^
^
^
^

霧

k
於
い
て
、
技
術
S

S
 

^

、
最
も
：有
能
な
人
々
は
合
計
三
千
人
£

.
る

で

あ

ら

ぅ

。
：
今
.、
：
乙

れ

を

、
突

然

フ 

ラ
^
ス
が
喪
失
し
た
？
想
像
し
や
ぅ
0

賴
て
、「

乙
の
人
.達
.は

、
，
最

名

本

質

的

な

生

產

者

た

る

'フ
ラ
ン
.
ス
人
、
最
も
重
要
な
生
産
物
?:
與
へ
る

.フ

ラ

ンス
入
、
 

國
民
s

i

用
I

働
I

揮
し
、
且
つ
s

f

e
い
て
、
.藝
術
S

い
て
、
I

術 

吖
な
ら
し
む
る
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
か
ら
、
彼
等
は
眞
k
フ
ラ
ン
ス
社
會
の
華
で
あ
る
o 

'

.
「

彼
等
は
、全
？
フ
ン
ス
人
の
中

.で
最
も
彼
等
の
國
に
役
立
つ
も
の
、
最
名
多
く
の
榮
譽
を
得
さ
し
め
る
も
の
、
そ 

の
文
明
の
み
な
ら
ず
又
そ
の
繁
榮
を
も
、
最
冬
發
揚
3
す
\
で

あ

5
。」

.從C
V

て
、
彼
等
を
失
ふ
や
否
や
、
フ
ラV

ス
國
家
は
魂
.の
？
い
：肉
體
k
な

る

：で

あ

ら

う

c

對

外

的
k
見

、

又

、

「

フ

ラ
ン
ス
が
：今
日
對
等
の
地
位
を
保
つ
：て
ゐ
；る
：國
^
'此
^
て
1、

直

ち

化

劣

等

攻

地

拉

ド

下

る

て

，あ

.ら

う

。
し
そ
しv
'、「

Z 

の
不
幸
?:
囘
復
3
す
た
め
'̂

は
、
少
く
く
も
、：.
フ
ニ
フ
シ
ス
に
芩
つ
て
滿
，

1

世

紀

を

，：
必

：
要

ビ

，
す

る

で

あ

ら

う

」

«

一
 

一
 

W
 

何
ん
：̂

な
れ
：ば
、
實
證
的
有
用
を
有
す
る
.勞
働
に
於
い
.
'て
す
^
れ
そ
.ゐ
る
人
は
.、
'尊

：い

變

則

の

人

が
1あ
る
ブ 

自
然
は
、/
之
の
變
則
を
無
晴
に
浪
費
し
な
い
.か
ら
で
.あ
る
。
：
\

次
に
も
う一

つ
の
假
定
R
秽
つ
て
見
や
う
^
即
ち
、「

フ
，ラ
ン
ス
が
？
科
學
k
於S

て
、
.：藝
術
te
於S

て
、
又
技
術 

R
於S

V
、

彼
女
が
所
有
し
て
ゐ
る
'天
才
を
す
べ
て
保
有
し
て
ゐ
る
が
、
同
時
に
、
王
弟
ド
•
グ
レ
工
ム
•ォ
ル
レ
ァ 

X

公

、
：
：ド•■ダ
レ
ナ
ム
公
：夫
人
、
：.ベ

リ

ィ

公

、夫

人

等

々

を

失

、
ふ
：不

幸

を

も

'つ
な
^
^
^

「

フ
ラ
ン
：ス
が
同
時
に
、#
庭

：の
；大

管

、

國

務

大

：

臣

の

す
.ベ
て
、
顧

問

官

,
.參
事
院
議
員
、
將
軍
、
榧
機
員
、
大
司 

敎
、
司
敎
、
知
事
.、:
副
知
事
の
す
べ
.て
：、
：
各

太̂
に
使
用
さ
れ
丈
ゐ
る
;%
の

す

べ

：て

、.判
事
の
す
べ
て
、
そ
れ
£
 

へ
.

V

、
.貴
族
的
生
活
を
し
て
.ゐ
'る
人
々
の
中
で
、
：最
ネ
«
ん

だI

寓
人
の：

財
.產
象
を
失
；̂
た
せ
假
定
し
や
う
。

、
 

「

こ
の
事
は
^
確
か
^
フ
ダ
ィ
^
人
を
憂
愁
仏
閉
さ
し
め
る
で
あ
ら
う
だ
何
ん
せ
攻
れ
ば
ャ
彼
等
は
^

の
同
國
人
が
突
然
消
滅
す
：る
の
を
、
無
關
心
で
眺
め
：る
乙
S
は
出
旅
^

い
だ
ら
V5
か

ち
：0
<■
■

「

然4
、：

國
家「

の
：最
も
重
要
な
る
も
の
€
看
做
3
れ

^

^

こ̂
の
.三

萬

人

.0
遍
亡
.は
、
彼

奪

純

然

^
^
感
情
的
關 

係S
:

下
：̂

の
み
、
：
悲
哀
を
引
起
す
^
す

ぎ

な

い

で

：あ

ら

う

。
：
何

ん

1

れ
；ぼ
.
，
令

の

事

か

ら

、
;國
家
k

ど
つ
て
は
何 

等

政

治

的

魯

寒

が

惹

起

さ

れ

な

い

：だ

ら

う

か

ら

で

あ

る

。

L

s

l

s

,

.

加
'之
.、

か

く

し.て

空

虚

：？
欢

つ

れ

地

位

は

、
：
何

人

で

。も
：容

易

に

湔

し

：う

.る
；
。
，
'
'

■'
-

*;
-
.

:
z

::::

.
,
:
思

ふ

に

、

：：

フ
ラ
ジ.ヌ
'
の

繁

榮

は、

#

_
 ?
 

■

 ノ
棱
術
の
進
步
を
促
す
事
^

^
つ
^
、
ベ
又
、
其

結

*

^

七

ャ

の

み

笫
ー
ー
十
四
卷
-

.
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四
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空
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義

壽

f

モ
シ 

1

八
八

i

l

暴

、
高
官
•
業

，
將

軍

、I

、

I

f
馨

產

者

は

、
科
學
、
藝
術
、
技
術
の

少
し
も
i

し
I

で
彼
等
：の興
へ
：

ろ
は
，
た

i

 

彼

等

は

、'今
1

、

隹
J
 

•學

理
I

I

智
I

上
S

し

て

居

つS

越

を
.、
f

の

ぼ

す
M

s
の

み

努

力

し

て

，
ゐ

る

。

彼

等

H
、

1

农 

k
國
民
の
繁
榮
I

害
し
て
、
當

然

屬

す

べ

墓

高

の

尊

敬

を

ハ

簾 

.

彼
等
は
：、
國
民
.

I

f
無
用
な
、.

_
の
勞
働
の
支
|

し
.て
、：
俸
給
、
.年
金
，、
'恩
.賜
、
I

等
.の
名
4

.國 

民

代

ょ

つ

て

支

拂

れ

る

稅

金

か

ら

、

一
淳
千
萬
か
：ら

：四

千

萬

：の

金

額

5:
、

年

：々

、

奪

掠

し

て
t

o」

'

I
 

V年
租
稅
.の

基

は

、
彼

等

の

間

紫

配

靠

、
被

治

者

為

^

'使
用
3
れ
な
い
。」(

註
一
ミ〉

か
く
の
'如
i

s

.
烈

集

判

S

逸
者
S

S

後
、
.最
後
¥

ン
•
.シ
'モ
.ン
i

上 

の
ニ
.假
定
を
綜
合
し
て
S
ふ
、

「

現
在
の
社
會
は
.實
に
逆
立
.の
：
世

界

で

あ

.
る

J

 

V
J
C
5

 

四
^

何

ん

芸

れ

ば

、「

貧
民
I

f

對
し
て
寬
大
で
0

れ
ば
|

|

づ

た

蒸

從

つ

て

、
f

貧

し

,

人

々

力

0

0

^
 

0 

每
日
放
棄
し
て
ゐ
るV

J

云
ふ
事
を
、
甚 

本
原
則
ど
し
て
承
懿
し
て
ゐ
る
か
ら
、
 

' 

■

と「

最
大
な
る
犯
罪
者
、勇
f

 

4

掠
者
、
蓮

全

體

美

取

し

、
且
つ
年
々
一
孝
萬
|

四
千
|

彼
等
か
ら
取

立
て
る
•人
々
が
、
社
霄
反
す
る
微
罪
を
罰
す
る
職
責
を
帶
び
て
ゐ
る
か
ら
、

,「

無
管
、
着

、

8

、
冗
費
的
快
樂
欲
が
、
社
會
の
I

主
長
等
の

I

物

1

々

、

有

能£

て
、
節
約
勤
勉 

I

人
々
は
、
彼
等
の
部
下
£

て
の
み
、
又
道
具
ヒ
し
て
の
み
使
用
I

て
^
?

 ̂

•
 

, 

/

.
「

u

s
し
5

.
へ
ば
、
あ
ら
ゆ
I

.
類
の
職
業
k
於
い
て
、
有
能
I

人
：々
I

導
す
る
寶
f

帶

？

ゐ
f

の
：は
無
能
の
人
々
で
あ
る
、.
又
、
道
德
關
係
か
ら
S

へ
ば
、
市
民
を
有
德
.な

ら

し

め

：る

樣R
命

せ

ら

れ

てP
る

人

 々

は

、

最
^
不

道

德

な

人

：
々

で

あ
{
、
賞
罰
權
^
つ
い
て
云
へ
ば
、
微
罪
違
反
者
の
.過
失
を
處
斷
す
る
た
め
に
、
大
な 

る
有
罪
者
が
任
命
3
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。」(

註
：1
五〕

し：-
我
々
は
生
産
者w

非
生
産
者
の
對
立
、
，或
は
、
他
の
用
語
?:
以
づ
て
す
れ
ば
、「

蜜
蜂
^
黄
蜂」

、「
勞
働
者
^
安
逸 

，者」

.の
對
立
に
於
い
：て
、
サ
シ
•
シ
守
ン
の
社
會
思
想
の
根
本
な
る
も
の
、彼
の
社
#
主
義
の
出
發
點
を
見
出
す
事
が

.出
來
る
。
..

：

.

;■

.

.從

.つ
て
、
我
々
は
、
，彼
の
.思
想
體
系
^
於
い
て
し
_か
く
重
要
な
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
產
業
者
、
或
は
、
生
産
者
の 

^

を
明
白
^
決
定
し
て
あ
か
ね
ば
な
ら
ね
。

産
業
.者
の
意
義—

經
濟
學
と
産
業
の
史
的
考
察

I 

ン
•
シ
モ
ン
の
濟
史
觀
-
.
.

:
:ナ
ン
•
シ
モ
ン
.が
、產
業
者
、
或
は
生
産
者
の
槪
念
k
與
へ
：た
意
義
は
如
何
。

■

'
tの
槪
念
は
、
廣
狹
二

：

義

解

^
れ
る

.
。

：

：
.
.
.

.

::

廣
義

^

解
す
る
揚

.

合
^

於
い
：て
は
、，
そ
れ
は
甚
だ
包
括
的
で
あ
つ
て
、
土
業

>

'

商
業
、.

農
業
の
み
な
ら
ず
、
更

R

、
 

科
學
及
び
藝
術
を
も
含
ん
で
ゐ
る
ゾ
社
會
的
に
有
用
な
職
業
、
或
は
勞
働
は
、
そ
の
種

*
？:
問
は
ず
、

す
べ
て
そ

乙 

'R
:

包
括

^

れ

V
.

ゐ
る
の
で
あ
■

る
.。

.

- 

.

r
 

■:
 

, 

- 

^

/.
.

，步
ゾ
•
シ
モ
ゾ
自
身
の
言
葉
を
用
ふ
れ
ば
、「

產
業
は
、.
.
'
其
最
，廣
義
に
於
い
.
.て
.は
、有
用
な
る
勞
働
の」

切
の
種
«
を 

,
'
包

括

す

，
る

も

0

で
.ぁ

0
七

、
理
論
の
應
用
ど
fn
l
じ
く
、
理
論
其
者
も
、
又
、
.手
の
勞
働
^
同
じ
く
、
精
神
の
勞
働
を

.第
二
十
四
卷(

|
ニ
；五
.ー〕

產集主

義
者
サ
ゾ
•シモシ
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シ
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モ
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第
八
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九
〇

.

.

.

. 

+ 

,
'
+

.•
'■ 

, 

■ 

f.

4
 食

む
-も

：：の
，
^

9
.

る J
^

, 

. 

n
:

」

：
.，
.,
欲

'
,
:
:
ぐ

 

V 錫
；
.
I
:
.
, 
A 

: 

: 

• 

V

 …

ン

,

,
:

.
彼

は

,'
又
、
.學
者
：、
：.藝
術
家
、'
へ
及
い
：
抜

.
術

者
 

<：

註
！
で
拿
、「

最
.％
:本
實
的
莩
る
生
産
者
'た
各
.

〜

？ V

ス
人
、
'最
も
重
. 

要
^
生
產
物
を
*

へ」

る「N
.

ラ
；

V

ス
人
、
國
民
に
最
も
有
舟
な
勞
働
を
指
揮
し
、
且
っ
科
學
^
於
い
セ
、
藝
術
k
於
い 

て
;:
:
-
:
:
:

家
技
術
^
於
：い
.
て

：
、

；
國

民

を

生

產

的

な

^

し

妗

:6
.
人

；
々

で

あ

：
る
：

」

;8
ニ
：-$
^

沄

a

、

或

は

、
：
：

：

ょ

；
6

簡

約

な

言

葉

、 

「

理

論

め

生

產

者

/

應

用

の

學

者

」

を

用

a
•
て

，

間

接

の

生

.產

者

を

直

接

‘
の

生

產

者

，
の

中

^

包

括

し

，
て

ゐ

る

0

サ
身
シ
位
、：
產業者を廣義は解した場合

^
は

、

殆

ん

V
、「

生

産

者」(
p
s
d
u
c
t
e
u
r
)
、

ビ
云
i

一i

?r
H 

ひ
て
；
ゐ

る

樣

で

あ

る
.ッ
：夺

し.て

、
遍

業

着

」

^

著

茅

^

攻

 ̂

寧

ろ

狹

義k
解

し

て

ゐ 

る

も

の
X
見

て

差

支

な

い

様

で

，あ

る

。
.伹

し

ニ

何

れ

+の

場

合

も

絕

對

的

^
そ

ぅ

で

は

な

ミ

'

今
若
し
、
廣
義
^
解
し
介
揚
合
^
、
,:
-如
何
3:
る

職

業

が

達

業

者

の

中
^
數
へ
ら
れ
て
ゐ
る
か
知
6
た
い
な
ら
ば
、
 

前
述
^
た
：$

日
の
中
^
、
そ
れ
.が

粉

ら

：は

じ

い

程

羅

列
5
れ
て
あ
る
の
を
發
見
す
る
0
そ
し
て
、
夺
こ
^
は
次
の
榇 

*
細
心
的
の
注
意
贫
で
附
さ
れ
て
ゐ
る
の
を
凫
る
0
日
く
、「

多
く
為
人
は
、.条

に

い

多

種

^

苴
 

稱
：の
過
剩
を
止
め
る
樣
に
忠
费
し
た
。
佘
は
、

こ
れ
を
廢
棄
す
る
意
思
を
も
た
な
か
っ
た
。
何
故
か
な
れ
ば
、
佘
の 

眼
^
映

じ

：た
：產

業

者

階

級

の

重

要

^
ど
、
.全
國
：民
の
眼
化
映
ら
ね
ば
な
ち
料
^
の
：重
要
さ
：ど
.を

證

明

し

た

，
い

ヒ

思

：
ふ 

力

ら

で

あ.る」
vj (

独
.一
八.
} 

.

.
へ

,次

化

產

業

者

：の
；槪

念
3:
狹

義
^
解

し

た

揚

合.は

如

何
。
.

-「

產
業
者
問
答
於
於
け
る「

産
業
者
;'
^
は何

：：

ぞ
や」

g

云
.ふ
疑
扇
k
,
答

：
へ

て

、
.

被
が
次
の
：如
さ
解
答
t
與
.へ
て
ゐ 

る
.
合

：は■で

正
'
:し

く

之
^
狹

義
k
解

し

た

時

で

あ.る
o
:日
..く

マ

■
「

產
業
者
€
,は
、社
#
の
各
種
:0
成
員
の
代
：め
に
ハ：

被
等
の
欲
望
進
化
彼
等
の
肉
體
的
享
樂
を
充
足
す
る
-

1
,
0

威
.： 

は
數
多
^
物
嘴
的
手
段
を
.生
產
し
、
或
は
提
供
す
る
人
.々

で

あ

る

.0
故
に
、
：穀
物
を
播
さ
、
家
畜
、.
或
は
家
禽
4:
飼 

養

す

る

農

夫

は

、
：：生

產

者

で

あ

る

。
：
班

エ

へ

：鍛

冶

エ

：、

.鏠
エ
、
指
物
師
は
：產
業
者
セ
あ
る
。
：靴
、
帽
子
、
羅
紗
、、
麻 

布
；
毛
布
の
製
造
者
は
.均
し
く
產
業
者
贫
あ
る
。
商
人
、
_

送
業
：者
:>
商
船
.に
.の
つ
'て
仕
事
を
す
る
水
夫
も
產
業
者 

で
.あ

る

；01

切

の

產

：業

者

は

、

社

：會

の

：總

て

，の

成

員

の

^
め
k
 
•

凡
身
る
物
'*
手
段
を
生
：產
し
、
之
<

^
彼
等
^
提
，
 

供

：し
て
へ̂彼
等
め
欲
望
並
R
被
等
_の

肉

體

的

享

樂

を

充

す

た

：め

^
協

働

す

る>:
°
.
そ
：し

て

、
：
彼

等

は
•所
謂
、
'農
民
、
手 

エ
業
者
、へ
商
人
の
三
'大
階
級
?:
«
成
す
^
_
1
^

(

註
ー
"九〕

。
；
 

i

め
：定
義
：̂
於
.い
，V

は
；、
學

者

戾

び

藝

術

家

が

除

外

ま

れ

文

ゐ

る

.。
王
戚
復
位
の
產
業
興
隆
期
^
於
け
る
サ
ゾ
•
シ 

モ

レ

は

、
：
殆

ん

w
:
t
:

の
：意

味̂

於

：
い̂

:'
產

業

者
0
槪

：念

を

觀
 

又
;'
屢

、

女

取:1
々

も

狹 

い

意

義

に.用

：ひ
て'

.$
>
る

場

合

：も

あ

る°
即

ち

、.產

業

.
£
石
ぢ

產
業
者
セ
#

へ
ば
大
資
本
象
を
意
味
し
て
ね
る
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。
故
^
狹
義
^
解
し
た
場
合
で
も
、
二
つ
の
廣
. 

狹j

一
様
の
»
味
^
解

3
れ

:;
:
5る
：も
の
‘ど
'見
る
事
が
出
來
る
。
ぐ
'

._

繁

ば

、

，：，

產

業

或

铽

產

業

者

：
の
：
槪

念

を
、
：
我
々
：は
'

く
现
解
じ
ぅ
る
で
杏
ら
ぅ
か
？
云
.ふ
に
、
を
の
何
れ
を
ど
る
も
誤
.

CV

で
な
い
。
然
し
、
彼
の
全
思
想
體
系
か
ら
云
へ 

ば

、い
こ
れ
を
廣
義
^

解

す

べ

さ

か

も

ん

れ

な

：
い
，
。
：
：

籾

傲
：か

な

れ

：ば

、
.跛

の
社
會
批
判
の
甚
礎
を
な

し

て

ゐ
る 

生
：產
者
對
安
逸
考
の
槪
念
祀
、：
廣
義
の：

產
_
者
.槪
念
は
T
鹿

一

：致

し.て
：ゐ
：
.る
か
ち
で
あ
：̂

。
，：
 
:
p
.
'

蓋
し
、：f
シ
.>
.シネ
生
：
產其者の
價値ビ、

■重
要
性
ど
を
發
見
す
.：る
砝
從
:p
v
、
：
：
；
增

：

次
，；

遊

惰

者

，？

勤

勞

者

笫

，
二

十

四

卷

ー

2

ニ

.?
0
:

產
業
主

.

義

者

：
サ
'ン
•
シ
モ
，
ゾ
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雜
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ニ

芩
の
：對

立

を

痛

感

せ
^
る

を
#
な

：
か

づ

た

；
の

；
で

.あ

る
'
':
0
、
，

じ

て

：
、
，
社

會

の

物

質

的

精

神

的

幸

福

幻

增

進

す

る

た

め

に

、 

人

類

社

會

ド

：

「

人

：0
遊

稽

著

を

も

攻

か

ら

し

め

；る

ゼ

い 

:
:.'
.彼
0
.豸

姐

想

が

明

白

ヒ5

親

裒

>て
.
.ゐ
6
^

’ 
：11
人

ほ

す
.べ

て
«
ら

く

で

あ

ら

ぅ

。
.

;

■

:
. 

,
’：

'-

人

は

す
.へ
，.て.：，
奈(
*)

.の
1
替
^
人

智

を

近

づ

：か

し

：

^
る
^

^
目

的

ど

.す

る

勞
 

^

ど
し
て
自
覺
す
名
で
あ
ら
ぅ」

(

3
吾

7'
3

1

3§
,

0

2く
运
&
^

，.
'

「

入
は
働
か
ね
ば
な
ら
ぬ
.
。
：
.
.
;
;

_

、
，
最

も

幸

福

な

人

は

働

く

人

で

ぁ

る

o
最
も
幸
福
な
家
族
は
、
そ
の
.全
員
•か
®
等
の
時
間
?:
有
用
R
使
用
す
る
家
族 

で
あ
る
.
最
も
库
福
な
國
民
ど
は
.？
仕
事
?:
な
：̂

ざ
る
人
が
最
ネ
少
な
：い
國
民
で
あ
る
、
.若
し
も
、
有
_
者
が
.ゐ
_な 

か
つ
た
な
ら
ば
、
人
類
は
彼
が
欲
求
し
得
る
ど
乙
ろ
一
の
幸
福
を
す
べ
て
享
樂
す
る
で
あ
ら
.ぅ
0 

'

佘

は

勞

働

怠

费

、
そ
の
觀
念
.
■
く
べ
5
廣

全

部

與

へ

る

i

が

菱

必

要

で

あ

f

考
へ
る
。
何
人 

t

て
も
あ
れ
公
職
^
あ
る
者
、
科
學
に
、、
藝
術
に
、
製
造
業
に
、
文
農
業
S

事
す
る
者
は
、
農
夫
が
土
地
を
開
貂 

す
る
ど
全
く
同
様
k

擔
夫
が
#
を
.か
つ
C
ど
全
く
同
樣
に
、
實
證
.的
方
法
で
働
い
て
.，

Q

る
.の
で
あ
る
o
.然
し
、
自 

已
の
資
產
を
生
產
的
^
す
る
た
め
^
必
要
な
勞
働
を
自
ら
指
圖
す
る
地
位
に
居
ら
ず
、
又
指
圖
も
し
な
い
地
主
：̂
す

產
者
は
、
被
が
慈
善
好

さ
で
あ
る
時
で
一
へ
、
紙
#
に
ど
つ
て
ば
.一
つ
の
繫
巢
物
?

0 

?

ルc
h
a
r
g
e
)

 

e
あ
る」

:ビ
；.
.

(

ひ
H.'nt-simon, 

ibid 
こ.p

.
-2
2
1
)
'

產

業

者

；の
：槪
念
：の
4
k

、料
學
者

.

S

藝
術
象
^

が
巖
然
た

；

る
；存
在
を
示
し
て
ゐ
る
の
は
、科
學
ヒ
%
_
ヒ
の
助
を
得

て
、
'
乙
の
對
立
を
消
滅
せ
し
め
る
彼
の
意
思
が
、
明
白

^

示
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
。

か
く
の
如
く
、
廣
義
R
於
け
る
產
業
者
の
槪
念
は
、K

ン
r

v
モ
.ゾ
の
思
想
の
本
體
を
な
す
も
の
.で
あ
る
が
.、
狹
義
，
 

R
於
•け
る
そ
れ
は
？
又
、
.
.前
者
：？
異
っ
た
意
呔
k

#
い
て
、
即
ち
、'
新
興
勢
力
た
る
商
工
業
の
耋
大
性
を
强
調
し
從 

來
、
勞

働

:^
云
ふ
漠
然
た
る
名
稱
の
下
.

彼̂
が
包
藏
-0
.て
居
っ
た
も
の
^
、
産
業V

J

云
ふ
具
體
的
形
態
を
與
へ
たVJ 

云
^
意
味
^
於
い
て
、'
同
樣
の
重
要
性
を
失
ほ
な
い
o
我
々
は
'
k

、
.
'

こ
；の

理

由̂
ょ
っ
て
、
彼
の
ぼ
政
復
沽
腐
代 

を
彼
の
盡
業
硏
究
時
代W

しV
、

彼
の
生
涯
.の

他

の

：時

期̂
判

然

區

別

す

：る

事

が

出

來

■る
.兰K

ふ
，
傅
記
的
^

も
.、
4

こ
.
R礙

見

す
'る
。：

(

本
稿
第
二
節
參
照〕

、

.偖
て
、
彼
が
産
業
の
重
要
性
を
認
知
し
、
そ
之
に
新
社
會
組
織
0
原

動

办

を

發

：見

し

た

：の

は

、
：
當

時

興

隆

し

^

止 

嗳

尊

か
.っ
：
た

大

エ

業̂
、
'
彼

：の
：天

才

的

直

感

が

投

げ

：か
：好

ら

 ̂

た
く
そ
れ
丈
で
は
な
か 

っ
'

S

の
で
あ
る
。
，被
は
觀
察
に
ょ
っ
ズ
得
た
こ
の
産
業
：の
社
會
的
重
要
悔
.5
:
確
認
ず
る
た
あ
：に
、
科
學
的
なH

方
法
.
 

を
更
：杞
援
用
し
た
^
1
:
:
,
は
，、.，#

時

漸

く

體

系

づ

：け
：ら
：れ

っ

、

fe
p
た
：政
.治

親

濟

學で..

あ

む

で

ず

は

：、
：：
彼
0 

す
.る

實

證

的

：歷

史

的

考

察

で

あ

っ

た

。
.
'

戈
：v
fシ
，
モ.
は̂
.
1
»濟

學
.の

出

生
.を

童

宴

覦

し

て

：
云

ふ

、

.

「

實
證
的
政
^

そ
れ
は
政
治
經
濟
學
の
出
■生
k

l
、
る

も

，
の

で

あ

る

」

琴

？

ご
.
ラ

ず

 

;

.此
新
科
學
の
.諸
原
理
は
、「

永
久
の
人
ス
ミ
スJ

に
ょ
っ
て
^

又
、
被
に
從
ふ
_

:
の
門
弟
.に
ょ
っ
：て
.說
置
3
れ
た
。 

中

で

も

、

セ
，
ィ
は
；

ス
ミ
ス
：：0
:著

作

を

完

成

し

、

：

政

治

經

濟

學

、の

學

說

：的

性

«
を

カ

說

し

、

「「

且

ク

政

府

：の

誤

謬

化

嫌

評

-
 

を
下
し
だ
。
‘セ
.ィ
'は
S 

.
政
治
學
が
.そ
れ
自
體
に
ょ
っ
て
存
在
す
る
事
を
證
し
た
が
、
]1
1

^
、

步

を

.
進

め
•て

、

仑

れ

を

笫
1
1十

四

卷
2

-
五
S

.
產
業
：
主
：
馨'サV

シ
モ
ン
 

0

A

0

九

芑



'

'

I十

四

卷

.
'
2
I
I
六)

.
産
業
：
主
：
義
者
：
サ
ン
‘
2

シ 

第
\
披

J 

B
:て
#

之

ろ

迄

行

含

着

が

せ

な

が

：つ

.た
0

'

:

,

:

变

、

我

、
々

：
^
こ
れ
I

科
學
の
中
の
“
一
つ
が
他
S

I

:
依
存
じ
：S

翁

、.
換
言
す
れ
ば
、
政
會
經
濟
學 

が
、マ

- *
治
學
の
真
實
E

て
、.
唯

.一
の
基
礎
で
.あ

暴

を

I

4
>-
ジ
>:
シ
.我

^
R
ょ

れ

ば

、

セ

ィ

の.觀

察

し

：.た

事

®

は

次

の

如

く

公

式

づ

け

る

，事

を

彼

に

許

し

て

居

つ

た

。

政

治

學

は「

生

摩

の

料

學

、
峁

ちf

ゆ

裏

類

の

：：生

：產

に

最

著

利

I

事

態

富

的

导
 

せ

ま

ネ

公i:
づ

禁

そ

れ
.；で

あ

る.:
0(

§
0〕

‘
政

治
S

摩

の

科

學i

?

:

f
 

I思

想

は
"
換

言

す

れ

ぼ

：、
へ
彼
：が

、
：
國

家

を

.一

産

業

的

團

體

<

見

た

事

を

豪

す

る
o 

.
麗

集

產

s

 I.
墨

I

，
I

f

産
.

'
一
I

f

見

？
 

I

I

の

で

あ

る

。

實

シ

モ

：
シ

，は

此

：
の

息

想

'ド

^
^
^
^
^

H

ンV

 V

 

J

、

t
 

l

:

f

稱
讃
し
て
日
く
、「

一
.

八
：

f:

霞

s

’域
 ̂

政

.治

ヵ

全

く' «
濟
1

运

收

？

べ|

?

警

し

て

ゐ

る

。
經
濟
事
情
が
政
治
組
織
の
囊
5

云

金

想

は

、 

己
；、
で
は
' 
奚
ほ
ん
の
萠
芽
ど
し
て
■現
ば
れ
て
：

迦

及

璧

產

過

程

の

經

營

汉

變

蓄

去

ふ

思

想

、

從

？

寒

近

：來

S

.

I
議

論

の

：やI

し

い「

讓

I

減」

 

M

云

袭

想

が

、
管

こ
 

>
:ち

明

白
S

れ

セ
I

」

ー
气
；
厂

一

f

 

土
ン
ゲ
ル
ス
の
云
ふ
如
く
、
生
逢
が
政
治
科
學
の
：罵

で

.

_
藥

会

の

思

想

は

、
.人
■

す
る
政
治 

的
支
配
が
，
含

對

す

i

f

變
換
す
る
事
を
、
i

要
？

特

長

等

る

、
5

•シ
ー
V

I

I
組
織
の
政

か
<-
.の
如
：ぐ

、
觀

念

的
^
生
產
の
科
學
を
發
見
し
得
た
ナ
ゾ
‘
シ
：キ
ン
は
、更H

、

乙
れ
を
實
證
的
考
察
ド
よ
つ
て
、
 

即
ち
歴
史
的
研
！̂

.よ

：つ
：て

確

然

v

體
系
づ
け
や
ぅ
^
し
た
。：
日
く
>「

我
が
.フ
ぇ
ゾ
メ
社
會
の
發
生
以
來
、
今
日
迄
、
 

の
、
產
業
及
び
產
業
者
の
政
治
的
進
步
の
要
約
は
、
も
の
事
を
完
全
^
明
か
^
す

る

で

あ

ら

ぅ
」

矣

註

ニ
5
。：

-
 

' V
K
V

•
、ゾ

モ

ジ

は

產

業

者

階
.級
發
嵐
の
段
階
を
四
個
の
時
期
紀
分
つ
て
說
明
し
て
ゐ
る
。

'
EI
;
く 

へ.
'
'

第
一
期
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
ゴ
ー
グ
征
服
よ
6
第

一

十

字

軍

迄 

バ
：
第
1
1期
，
飲

：

I.

十

字

軍

よ

-々

十
'マ
^
 

:
ノ 

：、

第
一.

tl

期

、
^
.ィ

十

：
一

世

：
よ

-CV.

ル

ィ

十

四

®

迄 

、
第
&
期

、.

^
ィ
'十
.四
#
よ

ヶ

信

用

制̂

の

導

入

^

到

る

迄 

"

而
ら
ば
、
プ
'ラV

ス
人
：の
^

1
ル
侵
入
よ
り
第
ー
十
字
軍
^
到
る
迄
、
產
業
妨
如
何
な
る
進
步
を
遂
げ
、
而
し
て 

産
業
.者
は
如
何
な
.る
意
義
を
.獲

得

：ぜ

し

が

？:

.
:
:
.
、

71
.フ
ラ
：
ン

ク

人

の.ゴ

ー

ル
«
入
よ
み
第1

十
字
軍
に
到
る
間
に
、極
め
.て
重
大
な
る
一
個
の
政
治
的
事
件
が
、
行
は 

れ
た
：P
:此
事
件
は
、
爾
來
文
明
R
於

い

て

成

遂

げ

ら

れ

た

一

切

の

進

步

、

從

：：つ

て

亦

、

產
業
上
k
於

け
.る
'凡

ゆ

：る

進 

.

.步

を

準

備

し

た

。

此
：事

件

S
は
，
征
服
者
被
征
服
者
の
融
合
、
フ
ラ
.

V

ク

人

ぎ

ゴ

：丨

ル

人

ど
^
依

る

：.フ

ラ

：
シ

，
ス

國

民
 

の

組
.織
で
あ

づ

た
'0

'
、後
年
^
於
け
る
産
業
の
進
步
は
、
:.
'■此
時
代
に
準
備
せ
ら
れ
た
。
併
し
乍
ら
、
斯
進
步
を
.齎
す
た
特
R
貢
献
.せ
し
も 

め

：
は

：
唯

だ

M
C
V

で

は

な

.
い

。

：

..
へ

.

第

二

十

四

卷

(

一
ニ
五
七
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産
業
主
義
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サ
ジ
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シ
モ
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第
二
十
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卷Cl;

一I

五
八
V

.
産
業
.主
義
者
.サ
すv

モ
シ' 

0

J

J:
ハ

一W

S

M
事

的

指

揮

者S

フ
ラ
ジ
ク
人
は
、
又
簾
的
勞
働
の
指
揮
者
で
も
あ
つ
た
。
全
領
土
は
、
殆
ん
ざ
、

彼

等

の

.
霄

I

 

■

"

へ

同

時

S

等

は

；
、
'
;
,
又

：
總

瘍

耕

作

用

具

I

有
し
^

、
：
；
.

i
て
-
9
 r

f

f

，
i

f

し
本
、
，象
寄
中
の
第一

階

級

で

あ

つ

た
,0
大
I

武
器
の
製
造
者
は
、
常
に
奴
隸
で

あ

つ

た

。

從

つ

て

.、

フ
ー
フ
ン
ク

人
、̂
從
屬
(>
.た
。
_衣
服S

製
造
は
フ
.ラ
.シ
>
.の
婦
人
^
 ̂

竽
X
業
者
は
尉
依
然V

J

し
'

て
、
，
隸
屬
.の
狀
態
s

c
 

f:

は

釋

、
此
睡
'代
：
S

 

て
、
'
:漸

次

良

家

の

：地

位

を

獲

得

し

、

私

有

財

產

を

造

出

し

、 

之
を
細
心
紀
蓄
べ
る
事
が
出
；來
た
。」

：

：
'
.
,

-
次
に
、「

第

！
十
.字
f

力
f

十
：I

S

統
治
S

4
間

、
何
が
發
生
し
S

。
簾

は

如

何

彥

進

步

を

遂

げ

、
 

そ
し
て
、
.如

何

な

る

原

因

が

此

.
進

步

?:
決
定
し
.た
か
.
。

」

.

彼
は
、
::
:
,乙
の
自
問
^
自
答
し
て
云
^

，

-.
「

十

.
字

軍

は

、
貴

族

即

ち

.
フ

ラ

：
ン

ク

A

k

、
彼
等
の
收
入
で
は
支
拂
a
切
れg

程
莫
大
な
負
擔
を
か
け
た
。
そ
こ
で 

彼

等

は

、

入

用

の

金

額

を

，塵

す

る

た

：
^

、

支

拂

能

力

を

有

し

た

ゴ

上

人

皆

由

を

賣

る

事

^
,
篇

な

く

3

れ

た

。

.'

. 

..

、

：
 

.

.

此
自
由
を
獲
得
し
た
コ
丨
ル
人
は
主W

し

て

、
他

の

ゴ

.
丨

，
人

ょ

.

CV'

私
有
財
産
を
蓄
へ
る
機
會
ど
手
段
ど 

を

多

く

持

つ

て

ゐ

た

手

エ

業

者

で

あ

つ

た

：：

:;
'0

: 

. 

.

「

フ
ラ
シ
ク
人
は
、
土
地
I

亦
、
ゴ
ー
巧
入
に
賣
却
し
た
0
か 

< し
て
、
ゴ
!

ダ
人
は
敗
產
を
獲
得
す
る
乙
く
か 

出
來
た
か
く
し
て
、
十
字
軍
は
軍
人

.階
級
か
ら
區
別
せ
ら
れ
た
.產
.業

者

：階

級

の

柳

成

を

促

し

..た
。
：ー

.

當
時
の
.産
業
者
®
級
：は
、

一
、
：有
產
象
、
土
地
耕
作
實
し
て
兵
士
で
5

ン
ゴ
i

人
、1.J、

.

都
f

集
中
せ
る

自
由
，手H

業
者
、
三

、

東
洋
^
於

い

て

生

產

せ

ら

れ

た

材

料

"
及
.商
品
：を
フ
'ラ

シ

ス

R
輸
.ス
し
、.，
而

しV
、.

國
內
で 

は
、
フ

ラ

ン

ス

傳

來

の

も

の

を

普

及

せ

し

^

た

商

人

、

こ
の

三
部
分

か

ら

成

っ

て

匿

っ

た

。

第
三
期
^
於
い
て
、
ル
ィ
十
ー
世
は
こ
の
商
業
者
階
級
ど
結
合
し
た
.°
登
_位
^
共
^
、
王
政
は
政
治
的
^
尙
薄
弱 

で
あ
々
、
主
權
は
依
然
ど
し
て
貴
族
の
共
有
す
る
€ 
Z

ろ
k
な
っ
て
ゐ
る
の
を
罾
め
た
>
 
ィ
十
一
世
は
、
全
主
權
を 

王
政
の
手
中
^
結
合
し
、
ゴ
ー
ル
人
^
對
す
る
フ
ラ

ゾ
ク
.人
の
優
越
を
撤
去
し
、
封
建
制
度
を
破
壌
し
、
自
ら
フ
ラ 

ン
ク
の
指
揮
者
^
し
て
で
は
な
く
、

ゴ
ー
，
人
の
指
揮
者
た
ら
ん
ど
し
た
の
で
あ
っ
た
。

.

フ

產

葉

者

階

級

も

亦

"
.
主

權

士

王

政

^
結
合
す
る
こ
^

^
賛
成
し
た
ノ
何
ん
^
な
れ
ば
、
そ
れ
は
、
主
權
分
立
の
結 

果
ど
し
て
フ
ラ
ン
ス

‘の
國
內
商
業
^
課
せ
ら
れ
た
拘
朿
を
脱
す
る
手
段
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
0 

■

か
く
し
て
開
始
^
れ
た
產
業
的
勞
働
の
指
揮
者
^
貴
族
ど
の
.鬪
爭
は
.、
へ
ニ
百
年
以
上
^
繼
續
し
れ
後
、
.
.遂
R\

ィ 

十
四
世
の
治
世
^
至
っ
て
、
產
業
者
階
級
の
勝
利
^
歸
し
た
。
：

/

: 

'

「

成
程
、>

ィ
十
四
佌
は
施
め
て
浪
費
者
.で
あ
っ
た
。
彼
は
極
め
て
戰
爭
を
好
愛
乙
た
。
然
し
、
そ
の
事
實
か
ら
、
 

彼
が
產
業
渚
階
級
の
.た
め
^
大
方
る
貢
献
を
與
へ
な
か
っ
た
ど
>

結
論
す
る
0
は
芷
當
で
な
ぃ
。
彼
の
指
圖
R
ょ
っ 

て

ノ

コ

ル

べ

ー

ル

は

へ
.エ
業
者
^
大
エ
場
建
設
の
資
金
を
與
へ
た
の
で

最
後
^
、
：第
四
期
、
：师
ち
>
ィ
十
四
佌
の
治
佌
ょ
办
信
用
制
度
の
«
立
^
到
る
迄
、：
產
業
者
階
級
は
如
何
な
る
發 

展

を

衣

し

た

か

。
，
：.

.

.サ
ン
•
シ
モ
：
ン
は.答
へ
て
日
く
、
 

：

「

外
八
督
紀
以
前
^

於
い
て
は
、
農
民
、
製
造
業
者
及
商
人
は
、
尙
別
々
の
團
結
を

結
ん
だ
。
ル
ィ
十
四
世
の
治
世

.第
ー
；-7
.毋
卷
.

.C1.

ニ
.五
九)

遼
潔
主
義
者
サ
ン
•
タ
モ
ン
.
. 

.第
/\
4 

h
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第
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四
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I
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H
C
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弟

八

號

ね

、

の
末
年
化
：至
.
0て
始
めh

、
此
等
鹿
業
2
:
1
:
:
1

部
門
の
廣
達
者
は
.、.

4

切

：の

產

業

者

階

級

：の

I

般
的
利
益
^
完
全
に
調

和

す

る

：
、

特

殊

：
の

纏

i

す
る
奮
業
部
門
の
建
設
に
ょ
？

、
財
政
的
S

:
政
治
的
に
も
團
結
す
5

至
つ

た
。
此
新
產
業
部
門
の
構
成
は
信
用
制
度
を
移
入
す
可
さ
手
段
を
産
業
者
階
'級
^
供
與
し
た
。」

'

^
く
.し
て
、
銀
行
業
狱
、
產
業
當
事
者
が
直
接
^
金
錢
按
取
?:
行
^
の
へ
莫
大
在
不
便
を
#
除
し
.た

:0
' 

.

「

鈒
行
の
建
設
の
'*
業
及
社
會
^
對
す
:-
^

|
般
的
結
果
は
、
即
ち
、奢
侈
品
の
量
、
並
化
そ
れ
k
對
す
る
趣
^
が
、

著
し
く
增
加
し
介
事
、
及
び
、
產
業
者
階
級
は
此
時
以
來
、
他

の

-
切
の
階
級
の
力
以
上
、
：否
、
政
府
の
力
以
上
の 

金
權
を
掌
握
し
始
；

8

た
事
で
あ
る
。
，
s

n

g

:

ヵ

ズ

の及
：
^
:サ

, ^
>
シ
'モ
.シ
は
、
ク
；
■-フ
ン
；一ス
め
歷
史
を
、
.產
業
者
階
級
.
有̂
閑
階
級
、
殊
纪
大
地
主
、
換
言
す
れ 

ば
非
產
業
者
階
級
？
の
階
級
鬪
潜
の
、
：，一
聯
の
: M

史
k

外
な
ら
？

.見
た
の
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
、
51

.上
に
ょ
つ 

て
察
せ
ち
れ
る
が
如
く
、
只
フ
ラ
ン
メ
の
歴
史
に
就
？

ご
甚
^
 

階
級
の 

形
成
及
び
階
級
の
闘
#

の
歷
史

に
ょ
つ
て
、
：政
治
的
變
動
を
說

明
せ
ん
I

f

の
で
あ
る
か
ら
、
I

隹
物
史
_

5

地
^
は
大
い
^
注
目
す
べ
き
價
値
が
あ
る
.

0

.

.

:

:

:

'

.

:

.

 

P

.

乙
の
產
業
の
動
的
考
察
は
、
前
述
し
S

濟
學
5

る
破
の
：靜
的
考
鑛V」

相
俟
つ
.て
、
階
級
闘
.重

論

上

S

け

、

る
ナ
ン
•
シ
モ
ン
の
地
位
を
し
て
、

マ
ル
>.
ス
：
に

«

だ

近

か

ら

し

め

た

も

の

皇

 

■

六
、
政
權
よ
リ
排
除
さ
れ
記
^

*
業
者
f

政
府
は
中
間
階
級
に 

—̂

サ
>
•
シ

モ

>

の

中

間

階

級

批

判

ご
.然

ら

ば

チr

シ
モ
ン
：セ

ょ

づ.て

か
.く
2

く

、
を

の

：優«
を
、̂

.

.

.

.__

■̂̂
^
^
r
s
g

'—
l
r
'
.
_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

_

1
.こー|
^
i 

■ 

. 

. 

. 

.

. 

I 

. 

_
. 

. 

. 

^

會
時
政
浩
に
參
加
し
で
展
ゥ
だ
か
ヒ
云
ふ
ら
も
の
答
は
否
定
で
あ
つ
た
。ぺ
1v

 

• 

產
業
者
階
級
は
、
尙
、
.依
然
^
し
て
、
政
治
的
に
は
被
支
配
階
級
^
北
つ
，て
ゐ
た
。
即
ち
、「
か
く
し
て
產
業
者
が 

能
力
に
於
い
て
、
意
義
^
於
い
て
、
.實
カ
に
於
い
て
大
な
:5
進
步
を
成
就
し
た
間
汽
非
產
業
者
階
級
は
總
ゆ
る
點 

に
於
い
て
退
嬰
し
た
。
之
れ
あ
る
に
拘
ら
ず
、
國
王
は
、
依
然V

J

し
.て

、

公

共

的

事

務

.の

指

撺

者

を

ば

非

產

業

者

階 

級

が

：ら

選

出

し

て

ゐ

：
る

。

」

ー

換
言
す
れ
ば
、「

政
府
は
、
フ
ラ
ン
ク
人
の
-後
裔
の
手
中
に
止
つ
て
ぬ
る
。
，
フ
ラ
ン
ク
人
の
後
裔
が
、
H
家
財
政
を 

管
理
し
、
フ
，ラX

ク
人
.の
，
後

裔

が

、

.祖
先
か
ら
繼
承
し
た
指
揮
權
を
掌
握
し
て
ゐ
る
。
於
是
、
今
日
の
社
會
は
異
常 

の

現

象

を

：呈

し

て

ゐ

る

.
。

國

民

は

、

其

本

：質

^
於
.い
-て
は
產
業
的
で
あ
る
.が
、
.其

政

府

は

"

本

質

的

に

封

建

的

で

あ

:5
o」

§
l
四)

.

' 

.

, 

' 

-

然
ら
ば
、
現
在
フ
ラ
ン
ス
の
政
權
を
掌
.振
し
て
ゐ
る
.も
の
：は
'
、
.如
何
な
る
階
級
で
■あ
る
•か
。

.

■

:'
ナ
ン
*
シ
モ
ン
^
ょ
れ
ば
、
を
れ
は
中
間
階
級
で
あ
る
。

Z

の
*
間
階
級
ば111

階

級

の

：
合

流

で

あ

る

.
。

.
一
は
法
律
家
で
あ
A
、
ー：|
は

軍

火

で

あ

之

：：最

後

の

^
の
.
は

生

產̂
.
 

自

ら

從

•«
せ
ぎ
る
有
產
者V

即
ち
ブ
ル
.ジ
：1
ァ
で
あ
る
'0
:
こ
：
の.中
、
.其
數
に
於
て
他
の
も
の
^
勝
6
、「

1
切
の
政
治
：
 

的
活
動
を
指
*
す

：る
：も

の

は

法

律

家

で

：あ

つ

た

。

」

'■
■ 

V

彼
等
は
如
何
に
し
て
®:
*
を
獲
#

し
セ
か
€
云
ふ
の
に
、
こ
の
三
分
子
は
.、：

共
同
に
ょ
つ

-x
v
經

濟

的

權

力

：を

喪 

失
し
な
が
ら
も
尙
政
權
を
保
持
し
て
居
，つ
た
封
歡
的
貴
族
階
級
を
倒
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
彼

等

は「

フ
ラ
ン
ク 

人
の
後
裔
^
ょ
：つ
て
運
用
せ
ら
れ
た
政
權
を
、
剝
奪
す
る
.迄
に
有
力
'

V
J

な
り
た
ミ
#

へ
た
時
、
靡
民
の
太
衆
に
命
じ

笫
！

一；

十

四

卷

(

一
ニ
六1

0

產
_
主
義
者
サ
ン
•
シ
モ
ン
.

m
A號 

九
九
'



,-

m
l

i

十
四
#

へI.

一
 1

六
.

1

0 

.
,
蠢
主
黎
サ
ン
•
シ
モ
ン
. 

第
.八

雄

. 

一
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七

貴

族

：に

反.杭

せ

し

；め

た

。

國

民

の

力

を

藉

6
て1

部
フ
ラ
ン
ク
人
の
後
裔
を
殺
害
し
、
然
ら
ざ
る
名
の
は
之
を
國 

.外
^
放
逐
し
て
、
'第

：ー
階
級
^
上
つ
，た
。」

：

.
'

從
：

つ
：：

て
か
く
し
て
政
權
を
得
た
中
間
階
級
は
決
し
て
產
業
者
階
鈒
で
な
い
^
彼
等
が
新
社
畲
の
目
的
で
あ
る
產
業 

體
系
.の
樹
立
紀
副
ふ
の
不
可
能
な
事
は
明
白
で
あ
る
。
 

、

.「

彼
等
は
、
•そ
の
仲
間
か
ら
.：

1

市
民
を
選
出
し
て
、
之
を
國
玉
ミ
な
：し
、
又
>
:
革
命
に
於
い
て
主
役
を
演
じ
た
同
僚 

K
y
公
、
侯
.、伯
、
.子
、
^
等
の
稱
號
を
與
ベ
た
、——

一

言
に
し
て
，云
べ
ば
、
封
建
制
度
を
自
己
の
利
益
の
た
め
k
復 

活
し
た
.の
で
あ
る
0
ノ

•
tの
結
果
は
、
ナ

\

•シ
モ
ン
の
求
む
る
(£
こ
ろ
^
全
く
相
反
し
て
ゐ
る
。
何
故
か
な
れ
ば
、
樹
立
3
れ
ぅ
る
最
も 

完
全
な
平
等
の
制
度
^
於
い
て
は
、
實
證
科
學
、
藝
術
、
技
術
、
又
產
業
^
於
い
て
、
最
優
秀
な
才
能
を
示
す
人

 々

を

第1

位
の
社
會
的
地
位
^
置
さ
、
：公
共
め
指
揮
權
を
與
へ
、
從
つ
て
偶
然
の
事
由
に
ょ
つ
て
生
ず
る
：

一

切
の
特
權 

は
根
絕
3
れ
、
最
早
永
久
^
生
產
3
れ
得
な
い
'の
で
あ
る
が
ら
で
あ
る
。(

註
1ー
五)

於
玆
、
ナ
ン
•
シ
モ
ン
は
、
こ
れ
ら
非
產
業
的
政
府
の
支
持
す
る
意
見
、
即
ち
ブ

ノノジ
3
ァ

及

法

律

家

•の

支

持

す

る 

意
見
，̂
極
め
て
嚴
格
な
批
評
を
下
^
ざ
る
を
得
な
か
つ
.た
。

彼
は
、
先
づ
、
彼
等
め
形
而
上
學
的
知
識
を
斥
け
た
。

：''
. 

V 

ノ 

:
形
而
上
學
は
、

r

七

八

九

年

迄

は

フ

.
ラ

v

ス
に
一
大
貢
献
を
與
へ
た
。
.を
れ
が
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
進
展
に
對
し 

て
、
多
大
の
寄
與
を
し
た
事
は
事
實
で
あ
る
。
形
而
上
.學
者
が
組
織
し
た
庶
出
の
支
離
滅
裂
な
學
說
は
、
貴
族
僧
侶 

に
對
しv

一
 

つ
の
城
砦
を
つ
く
つ
た
。
.
' こ
の
.城
廓
の
庇
_
に
ょ
?

、
.產
，業

家

並

：に

實

驗

科

學

の

研

究

に

9:
心

し
%

居

つ
t2
學
者
は
、
完
全
枝
研
究
し
、
.勞
働

す〗

る
事
が
，
出

來

たo 
.故
R-
ヽ
產
業
並̂-
實
^
科
學
が

：
貴

孩R
對

し

.
又
、
 

僧
侶
^

^
じ
て
、
#
ひ
ぅ
る
丈
の
力
を
得
た
の
は
、

一.つ
^
こ
の
城
磐
の
庇
護
^
ょ
る
も
の
で
あ
つ
亿
0
.即
ち
、
形 

而
上
學
者
の
庇
護
の
.下
に
、1

方
、
實
證
科
學
^
寒
心
し
れ
學
者
は
、
僧
侶
の
そ
れ
^
優
る
實
.證
替
識
气
' 
神
的
道 

德
原
理
を
實
行
す
各
能
力
を
得
、
他
方
、
產
業
者
は
、
彼
等
の
勞
働
k
ょ
つ
て
、
'貴
族
の
そ
れ
に
優
る
莫
大
な
富
< 

人
民
に
及
す
最
大
の
實
勢
力
^
?:
得
る
事
•か
出
來
だ
。
を
し
て
、.

」

結
局
、
"f

つ
の
革
命
を
し
て
不
可
避
な
も
の
な
ら 

し
め
^
の
で
あ
る
。
'

.

然
し
、
彼
等
は
、
こ
れ
以
上
社
會
の
進
#

に
干
渉
す
ベ
さ
：で
炙
か
つ
た
V
何
ん
^
な

れ

ぱ

、
.
こ

れ

丈

の

貢

献

で

形 

而
上
學
說
の
職
能
は
ノ
な
す
べ
さ
丈
を
し
盡
し
て
ゐ
代
か
ら
で
あ
る
。
.
一
言
東
し
て
云
べ
ば
、
破
壞
は
完
成
^
れ
た 

の
で
あ
る
。 

;
.

然
る
に
、
彼
等
は
尙
革
命
の
進
行
^
介
在
し
や
ぅ
ミ
し
作
。
革
命
を
指
圖
し
や
ぅ
W

3
へ
し
た
。
'そ
し
て
、
そ
の
. 

干
渉
の
結
果
、
革
命
の
成
果
の
實
現
を
遲
く
し
、
を
れ
丈
貴
族
僧
侶
の
存
在
を
長
び
か
せ
た
。
，

故
に
サ
ブ• V

モ
ン
は
云
ふ
户
：：

V 一'
I 

」

：

-

.
■:
.

若

し

、

下
院
が
一
一
.階
級
は
、
'即
ち
、
,1

方
で
は
貴
族
及
び
行
政
^
從
事
す
る
公
离
ぺ
他
方
で
は
產
業
者
及
び
產
業 

の

進

步

に

直

接

貢

献

す

る

.職

業

R
從
事
し
て
ぬ
る
人
々
の
み
か
ら
成
6
、

裁

判

官

"

辯

護

士

及

び

其

他

の

‘法
律
家
を 

も
乙
が
し
除
外
し
た
も
.の

(£
ー
時
假
定
し
や
>フ
。

：

.
\-'
; 

ォ

Z

の
場
合
に
は
、
中
間
に
»-
衷
策
を
唱
へ
る
も
の
•か
な
.い
か
ら
、

二
派
の
間
に
は
卒
直
な
、
备
し
セ
貪
證
的
な
議 

論
が
、
必
ら
ず
鬪
は
3
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。「

?.
の
議
論
の
目
的
は
：
國
民
が
、
^
人
、.
遊

惰

な

る

富

者

、

及

.び

公

官

吏
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：

赛
！vx

•
シ
モs 

,

.
が
v
f 

J
o
,
.
r

の
^
益
ゼ
目
的
^
じ
て
紙
織
さ
れ
ふ
べ
さ
か
、
寧
ろ
、
0

0

象
の
そ
れ
^
於
ぃ
で
組
« :
3
作
か
ベ
ざ
か
^
、
決
定
す 

る
事
で
あ
^
ぅ

L9(

註 
一
一
G:
し
.が7

P
、

。
:̂
:
の

討

論

：の

結

某

た

る

や

甚

だ

雪

で

蒙

0
國

琢

の

大

多

數

は

、
：
生

奢

的

勞 

働
^
從
事
し
て
む
る
か
ら
、
：輿
|
|ば
孤
&:
'
ず
.生
產
者
に
有
利
な
.宣
言
を
與
へ
、(

且
又
、
.王

も

乙

：
の

意

見

を

採

用

す

る 

事
の
自
家
に
有
利
な
る
を
知
る
で
私
ら
ぅ
。

,
 

^

然
る
.に
、..事
»
は
乙
：の
&
定
に
反
し
、
形
而
上
學
者
の
介
祖
は
、
.
加 

>
る

革

命

'の

進

标5:
阻

北

し

つ

.
、

あ

る

o
:. 

次
に
サ
ン
ご
ゾ
モ
ゾ
は
、彼
等
が
政
治
上
の
目
的
ど
し
て
主
張
す
る
自
由
に
對
し
て
、
烈
し
い
批
If
i
を
加
へ
て
，

q

る
。
 

ず
ン
，
シ
モ
ン
ば
、彼
等
办
主
張
す
る
@ :
由
は
、
宏
ふ
迄
.も
«
ぐ
、
.そ

办

形

，而

上

學

の

抽

象

的

な

生

產

物

^

外

な

ら 

な
い
ビ
考
ヘ
.た
P
.を
こ
で
，
彼
は
'
こ
の
政
治
目
的
を
蔑
視
し
て
、、-

〕

人
ば
自
由
な
ら
ん
が
た
め
k
結
合
す
る
の
で
は
.
 

な

：S 

t
云
ふ
。
若
し
、
そ
の
た
め
で
あ
る
な
ら
、
人
は
相
互
に
孤
立
の
ま
、
で
居
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
人
は
狩
鼠
、
 

戰
爭
及
び
或
る
特
忠
の
仕
事
吵
だ
め
に
結
合
す
る
の
で
あ
る
？
.自
由
は
、へ
實

を
沄
へ
ば

目
的
で
も
手
段
で
^'
.な
く
、

1

つ
の
效
果
で
あ
，る
0
.故
气
自
由
を
主
眼
ど
す
る
自
由
主
翁
派
は
、
社
會
的
活
動
の
目
標
が
何
ん
で
あ
.る
：か
を
、
 

考
察
.し
なS

點
を
其
特
質
ど
す
る
も
の
で
あ
る
ど
も
、
云
ふ
事
が
出
來
.る
。

し
か
の
み
な
ら
ず
,
分

業

の

大

な

る

發

展

が

：：、
：
人

ケ

が

個

人

的

^
相
互
に
依
存
す
る
^
ど
を
、：
益
々
少
か
ら
し
め
、
 

K:
s
}c
i
集
®
現
象
R
依
存
す
る
乙
^
^
,

益
，< 
大

な

ら

し

め

セ

办‘
今

日
^
於

い

て

は

、
'
個

人

的

自

由

に

遊

く

社

會

組

織

、-
备

人

化

任

意

的

な

行

動

を

許

す

社

會

組

織

ば

、
個

人

^
於

け

る

圓

體

の

作

用

を

妨

害

し

て

個

人

を

孤

立

 ̂

導
く
で
あ
ら
ぅ
0 

:
. 

V 

' 

.

.か
く
し
て
t
シ
V
■
シ
モ
^
が
自
由
派
：.匕

分

離

；
し

，
た

所

以

，

.は
へ
、
亦

、

彼

を.し
て
、
.經
濟
擧
派
の
自
由
主
義
s
i
袂
を
分

た
し
め
た
の
で
あ
る
。
''
'彼

は

云

ふ

-

£?

「

•-
l
l
t
'
A ;
は
、
よ
つ
て
以
つ
：て
、
社
#
の
繁
榮
R
貢
献
じ
ぅ
る
ミ
彼
等
が
自
佐
し
.て
居
つ
た
、
殆
んV

す
べ
て
の
方
法 

，■̂
敗
等
に
損
锒
を
與
へ
る
よ
り
外
に
、
何
等
實

際
的
效
果
を
も
た
な
か
つ
た
事
を
認
め
た
。
そ
し
て
、
世
人
は
乙 

の
事
實
か
ら
、
社
會
の
幸
福
の
た
め
に
政
府
が
盡
し
ぅ
"る
最
善
は
、
.そ
れ
^
立
入
ら
な
い
で
ゐ
る
こ
ヾ」
で
あ
る
ミ
云 

ふ
諺
匕
引
出
し
た
。
然
し
.、
現
在
の
政
治
紙
.織
に
0:
.ぃ
て
の
み
、
を
れ
を
考
究
す
る
時
^
疋
當
で
あ
る
こ
の
見
解
は
、
 

我

々

が

そ

：れ

を

絕

對

的

意

味

に

於

ぃ

で

.採
用
し
た
時
^
は
、
明
白
に
_
で
あ
を
。
そ
れ
は
我
々
が
他
.の
政
治
組
織
の 

«
念
に
上
&-
炙
い
限
-
に̂
0:
み
、
し
か
く
永
續
し
ぅ
る
0」

^
0
^
1七

)

.
,

.
ス
ミメ

：.

|
派
が
.、
生
產
^
自
由
を
主
張
す
る
^
對
し
サ
ブ
シ
モ
'
\は
生
產
<
團
^
^
 

織
の
完
成
た
志
し
た
の
で
あ
る
。

'
軋
ち
、
’善
良
な
る
社
會
制
度W

は
、
.St
#:
力
が
分
散
し
て
居
る
の
：で
は
な
.く
、
.社
會
的
に
有
用
：な
仕
事
を
達
成
す 

る
た
'め
に
諸
勢
力
が
、
'强
固
^-
相
結
合
し
て
居
る
ぐ
云
ふ
^
こ
ろ
れ
存
す
る
。
換
言
す
れ
ば 

>
我

々

が

"

自

然

に

對 

し
1-
-
办
有
カ
で
&-
-

.

又̂
よ
み
多
ぐ
働
念
か
け
る
手
段
を
持
つ
k

•隨c
v

て
、
も
れ
丈
自
由
な
：譯
で
あ
るV

。

'
こ
ゆ
_
由

說

「

產
業
體
系」

の
中
に
仄
め
か
3
れ
て
ゐ
る
の
だ
が
、
t
れ
.は
：頗

る

重

要

な

も

の

で

あ

る

。

ジ

ャ 

ネ
ー
仅
よ
れ
ば「

乙
れ
の
み
に
よ
つ
て
、：
©
に
純
然
/2
::.る
»'
會
主
義
理
論
で
あ
る
。」

何
ん
^
な
れ
ば
、
社
會
主
義
に 

€■
■'
o:
v

ば
、
.自
由
は
行
動
®
に
存
せ
.ず
し9

、
.行
動
力
k
# ;
f:
.る
の
^
あ
る
o
，行
動
れ
：手
®
を
缺
ぐ
權
利
は
.、
宛
か 

も
充
拂
不
能
者
に
對
す
る
嫌
®
の
郇
く
>
么
つ
、の
名
&
上
0
能
カ
令
あ
ゲ
>
.
.空

虛

あ

る

各

義

で

あ

る

。
'
.
何

等

の

行

動 

の

乘

段

も
 

'
何
等
の
勞
働
の
方
便
も
、
そ
れ
等
は
悉
く
他
人
の
掌
中
に
存
し
、.自
ら
之
を
有
た
ぬ
A
は
自
由
人
で
な

锻
.ニ
十
四
卷
パ：

(
一

ニ
六
$

■-
:
產
桊
主
義
卷
サ
ン
t
シ
モ
.ン 

' 

▲八
號 

一
O
S
.



.■，'第
二
十
四
卷(

一

ニ
{ハ
六)

：

産
樂
主
義
者
サ
ソ
•
シ
モ
、

s 

第
'
よ 

一
o
四 

い
が
k
 
で
あ
る 

O
C註
！1

八)

.

'

，
. '
'
人

,
®
.ふ
^
、"
眞
の
自
由
は
、
.個
人
的
自
由
の
如
く
、.：
只

行

動

め

可

能

性

を

保

證

す

る

^
過
^
な
.い
も
の
で
は
、
到
底 

獲
.得
さ
れ
得
な
い
。
物
質
的
精
神
的
諸
勢
力
が
、
社
會
全
體
の
爲
R
有

益

な

發

達

を

な

す

く

ど

忆

ょ

づ

て

の

^

、

產 

出
3
れ
る
も
の
で
あ
る
o
而
し
て
、
右
の
如
さ
必
然
的
要
求
を
充
た
し
#
る
も
の
乙
そ
、
ナ
シ
•

シ
モ
シ
の
ま
5
す
る 

科
學
的
產
業
的
體
系
で
あ
ゥ
た
。

，
■

:

, 

.

最
後
に
、
.
法
律
家
は
”
立
法
を
以
づ
て
、
社
會
の
基
礎
^
す
る
_

見
を
抱
い
て
ゐ
る
々
：
ナ
シ
*-
シ
，モ
ゾ
は
、
之
れ
に 

0

C

.

<

立
法
は
目
的
で
な
く
、
た

V I

つ
の
手
段
で
あ
る
、
換
言
す
れ
ば
、
政
治
的
構
成
は
、
決
し
て
、：
社
#
組 

織
の
某
礎
.で
な
く
、
只

T

つ
の
ニ
次
的
構
成
物
に
過
ぎ
な
い
ど
云
ふ
確
信
を
有
し
で
居
づ
た
：。

'

_ 

:

即
ち
、彼
は
、大
苯
命
以
來
、
フ
ラ
ン
ス
^

於

い

て

、

ニ

十

五

六

年

の

間

に

憲

.法

は

十

囘

も

改

定

3

れ
、
或

は

、
十 

種

の

憲

法

が

發f

れ

た

が

、

し

か

も.、

そ

れ

に

ょ

？

"
社

富

生

活

狀

態

が

何

等

根

本

的

改

變

襄

し

て

ゐ

な
 

レ
こ
ビ
に
注
貝
し
、
..
'此
處
^

1
彼
は
國
家
S
社
會
ビ
み
間
^
存
す
る
本
質
的
差
別
を
察
知
し
た
の
で
あ
る
0
 

彼
は
云
ぶ
、「

吾
人
は
政
治
形
態
を
あ
ま
6 

k重
要
視
し
て
ゐ
る
、i

權
能
及
び
政
治
形
態
を
規
定
す
る
法
律
は
、
 

財
康
權
及
び
其
行
使
を
規
定
す
る
法
律
霊
要
I

の
で
な
く
、
S

民
の
幸
福
ド
、
左
靈
大
な
影
響
を
及
す
も 

の
で
な
ぃ
。I

議
會
政
治
の
呢
態
.は
、
只
、

一
っ
の
形
式
に
過
ぎ
な
い
。、
脉
產
が
中
核
で
あ
る
。.
か
く
て
、
眞
£
 

#
組
織
.の

遞

礎

、

或

は

地

盤

を

な

す

も

：の

は

、

財

產

の

確

立

で

あ

る

」

<£
:

。

：

：'

法
律
家
の
政
治
的
優
越
は
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
が
有
ず
る
祉
會
的
#
惡
の
.
1 

.
つ
セ
あ
る
き
云
ふ
理
由
を
、
ナ
ン
*
シ 

モ
ン
は
、
こ
、

^
發
見
し
て
ゐ
る

0(

註
1
:
1
九〕

:

然
し
、■
%
は
、
議
會
政
治
を
全
く
斥
.け
て
は
ゐ
な
い
。
彼
は
.
議

會

制

度
?:
.
、
：

「

神

學

的

體

系

が

ら

地

上

的

實

證

的

體

系

へ

の

推

移

」
「

W
斷
的
制
度
か
ら
自
由
產
業
制
度
へ
；の

推
移」

k
於
い
，て
、
.採
用
3
る
べ
.き
便
利
な
る
伸
間
制
度
で

. 

'
• 

.

. 

. 

'
; 

' 

.
-

あ
る
？
考
'へ
て
居
0
た
0

過
去
.の
殘
鐵
は
、
新
制
度
が
可
能
な
る
.ベ
く
、
尙
餘
ぅ
^
無
數
^
存
在
し
て
ゐ
る
。
そ
乙
で
、
こ
の
推
移
の
道
程 

V

しV
、「

古
代
制
度
が
最
少
の
木
便
を
も
つ
組
織
方
法
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
らg

。
」

乙
れ
が
即
ち
議
會
制
度
で
あ

ナ
ン
•
シ
.
.モ
ジ
の
議
會
制
度
觀
は
、
次
の
如
く
で
.あ
る
>

•■
:

)

社
#
組
織
の
木
統
一
の
中
に
あ
っ
て
、
政
治
の
新
一
般
原
則
が
被
治
者
に
ょ
づV

樹
立
さ
れ
た
0
治
者
は
社
會
の 

行
政
者
忙
過
ぎ
ぬ
事
、
被
等
は
被
治
者
の
利
益
に
、
又
意
志
^
.ー
致
す
る
樣
^
、
社
會
を
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ 

ビ
い
ふ
こ
ミ
、r、

一
言
に
し
.て
云
へ
ば
、
國
民
の
幸
福
％
社
會
組
織
の
唯
，ー
^
し
て
絕
.對
的
.な
目
的
で
あ
る
.

」
VJ s

ふ 

の
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。 

.

:

.

こ
の
原
則
は
、
治
者
^
ょ
っ
て
も
採
用
さ
れ
た
。.
.或
.は
少
.ぐ
せ
も
、
*S

■原
則
ど
.杭
^
し
續
けp

ゐ
る
人
々
R
ょ 

っ
て
は
、.：旣
に
承
認
^
れ
て
居
っ
た
。
又
、
事
實
に
於
い
て
、
我
々
は
こ
の
新
政
治
原
則
が
樹
立
^
れ
て
ゐ
る
も
の 

v
j

考

へ

得

ら

れ

る

。
.何
ん
ざ
な
れ
ば
、
三
っ
の
_
會
權
カ
の
中
のj:

っ

で

あ

：る

下

！

g:

は
、.
憲
法
の
定
め
^
ょ
っ
て
Z 

の
原
則
を
保
誰
し
、
且
有
效
な
ら
し
め
て
ぬ
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
、チ
ン
•
シ

モ

：

シ
'は
云
^

「

こ
：の
原
則
の
樹
立
は
、
 

疑
も
な
く
、
新
政
治
組
織
^
向
っ
て
の
、
全
く
重
要
な
.
—步
セ
あ
る」

气

|

§

.
然
し
、
彼
は
同
時
に
、
t
:の
寒
#
制
度
は
、
.人
々
が
妄
賞
す
る
程
め
も
の
で
炙
い
ビ
云
ふ
乙
ど
を
知
っ
て
居
っ
た
。

筋

ニ

十

四

卷

(

一
二
六

七
：}

產
業
主
義
卷
サ
ン
ぐ
シ
モ
ソ
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產
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饱
A
:號
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1
0六

何
ん
ビ
な
れ
.ば
、
-乙
1の
新
原
則
ば
、

_
# ;
制
度
^'
ょ
.
.つ'
$承
認
さ
枚
て
:̂
る
硭
#
ジ
ず
.
' 現
托
.で
は
#

等
重
要
な
效
..
 

果
^

#|
:
會
に
興
へ
て
居
^
ぬ
：か
ら
で
.あ
6-
'

0务
れ
.ば
.指
導
敗
原
理
;̂
し
.て
セ
ば
.な
く
、
'單
(C
、
修

JE
原
煙
ぐJ

し
て
、
 

承
戰
令
れ
|:
-
'
る̂
^
過
ぎ
象
い
.加
ら
で
あ
る
、。
法
典
0

‘目
的
ビ
ず
る
.ビ
之
ろ
ば
軍
事
的
制
度
ど
淹
業
制
度
を
融
合
し
，
 

や
う
ミ
企
て
る
^
あ
る
。
故
^

サ

シ

.
•
シ

モ

ン

、
は

#
ふ
、
法

典

は

概

物5:
;
;も
救
ひ
得
5:
'
'い
"4

/
れ

は

豫

の

」

a
策

:

橘

を

つ
.ぐ
ら
ん
？
す
る
技
邮
は
.>
橋
杭
を
建
て
るm

v

に
.ょ
り
.で
始
め
る
;0
者
代
制
度
が
ら
、
新
制
度
へ
f
ず
る 

橋
を
贫
持
ず
る
.
適̂
し
た
一
堤
防
5

K
ふ
意
味
k
於
：

S

て
、
法
典
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬi

l
l

C 

そ
れ
が
社
會
秧
序
を
雛
持
す
る
以
，上
、
'我
々
ば
無
意
味
k
之

れ

を

破

壊

ず

，る

m

 V」

は

許r
o

れ

な

ぃ
°
法

典

.の

破

壊 

は

、

生

淹

者k
大

な

•る

損

#

を

與

へ
.る
？
典
k
、
王
族
^
對
し
て
も
> 
醫
ヤ
し
難
い
不
幸
を
惹
起
す
る
で
あ
ら
う
o
'
 

秩
序
の
破
壊
ば
、
政
治
上
.が
意
見
如
何
^
拘
ち
ず
、
善

暮

A!
々
.ぼ
を
つ

て
は
一
切
の
不
幸
.の
中
.の
最
大
.な
る
も
.の 

で
あ
々
、
不
道
德
の
人
々
^
ど
つ
'て
ば
，
其
宗
敎
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
常
に
彼
等
の
希
望
し
、
且
希
望
す
る
で
あ
ら 

うV
J
,

定
3
れ
る
社
會
狀
態
で
あ
る
。
我
々
は
法
典
を
尊
逋
す
る
ビ
共
に
、
其
過
渡
的
職
能
を
遂
行
し
得
る
樣
R
努 

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
卿
。■( 

. 

：

.

.

即

な「

生
產
者
、
國
民
の
貴
重
な
る
園
體
を
構
成
じ
、.一
か
で
は
學
者
.、
.
藝
術
.家
、
'及
拔
術
家
、
他
方
で
は
農
耕 

者
、
' 歡
造
業
者
及
商
人
、
は
未
だ
決
し
て
政
治
的
活
動
^
入
つ
て
ゐ
な
い
が
、
彼
等
の
仲
裁
の
み
が
、
王
.及
び
國
民 

を
脅
威
じ
つ
、
あ
る
不
幸
か
ら
彼
等
を
保
議
す
る
事
が
泔
來
る
の
で
あ
る」

(

註
三
-:)

ビ
S

.ふ
事
實
を
察B

し
て
、
か 

>
る
文
化
狀
態
-̂
;
適
合
し
た
_
會
制
度
の
完
成
0'
た
め
に
努
カ
.ず
る
乙〜
を
卜
忘
れ
'て
.は
な
ら
な
ぐ
。
::
::

幾
^VJ

議
會
制
度
、
こ
れ
は
新
社
會
制
度
'へ
の
主
要
な
る
一
步
で
は

■̂■
る
が
、
新
社
會
秩
序
べ
.の
出
發
--
;
や̂
茈
礎 

ど
な
6
ぅ
る
に
は
尙
あ
ま
ぅ
^
漠
然
尺
る
も
の
を
含
ん
で
ゐ
る
。
我
々
■は
を
れ
を
完
成
す
る
た
め
に
勞
働
を
it
調
ビ 

す
る
裊
者
階
級
の
活
動
£

待
す
る
5

ろ
が
な
け
れ
ば
な
ら2
°

て
れ
が
ナ
ゾ
•
シ
モ
ン
の
意
見
で
あ
つ
た
。
 

y
ば
.、：
彼
の
こ
の
見
解
が
、

一
八
一
四
年
の
歐
洲
社
#
改
造
論
^
於
げ
，る
そ
れ
ど
：、
あ
る
相
違
を
示
し
セ
ゐ
る

の
5:
'
發

見

す

る

.。
：■
 

. 

_

.

.

'

• 

蓋
し
、

一
\

一
 

四
年
の
ザ
ン
へ
シ
モ
ン
は
、議
會
制
度
を
.基
準
^
し
、
こ
れ
を
國
際
化
し
、
人
類
社
會
の
平
和
を
確 

立
ず
べ
さ
で
あ
る
を
說S

た
の
で
あ
る
が
、
.之
&

_

し
> 
二
. 

A..一
 

七

年

以

後

の

一

ン•シ
ぃ
モ

v

は
、議
會
制
度
は
社 

會
の
平
和
.

M

は
貢
献
す
る
が
、
を
れ
を

議

し
ぅ
る
ち
の
で
は
なS

。
务

は

尙

幾

含

原

則

的

漠

然

3
が
あ
る 

そ

の

除
ぎ
し

、

こ

れ

を

措導
原
：理
た
ら
し
め
る
^
は
、
乙
れ
を
實
證
他
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
乙
れ
を
實 

證
匕
す
る
に
は
、
.，新
社
會
の
指
鐵
原
述
/2
る
.べ
さ
も
‘の
を
實
際
^
知
來
1;
>
.遂

行

^
ぅ

る

も

の

纪

政

權

を

委

ね

ね

ば 

な
らg

V
J

云
ふ
、
こ
般
の
膨
蔽
敗
酸
進
を
ー
不
し
だ
の
で
あ
る
。
、.敗
^

、
我
ケ
は
、
一.
八
一
，七
年
以
後
を
.
彼
の
產
業 

研
究
時
代
匕
名
づ
け
み
乙
ビ
が
出
來
リ
ソ

.
か

く
^.
;
师
<:
.
'霞

篆

敗

賞

證_

#
向

屹
f
K ,
t ;
な
'

S

己

れ

ら
3
つ

の

主

要’
■
譲

見

ど

支

持

ず

岑

一

時

的

な

政

/f
e

R
、 

サ

ゾ
.'
•
シ
モ
其
退
位
を
要
求
し
た
の
は

®
然
で
あ
る
斤
ク
：

s

T

 

'

^ -

ノ
か
く
の
如
<;
產
業
以
重
要
性

^
を
れ
於
敗
治
に
« .
與
ず
4
き
*
は
實
1@
;
さ
讲
た
が
、
彼
の
希
望
す
る
產
業
制
度
の 

實
現
さ
れ
る
に
は
、
f

一
 

つ
.
0徼
備
« ;
;
修
が
完
*

^
れ

：て
：
ゐ

な

け

れ

ば
^
?>
:
«:
が
0
:
。̂

4
1?|
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A
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'
:
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％

?

は

云

ふ

、

「

道

德
 

f

 

g

y

p

〕

即
ち
1

:

1

1

1

1

1、
二
つ
の
I

件

ベ

^

パ

一

條

件

ど

は’ 

|ろ
'は

人

智

の

實

纂

化

£

气

他

の

 

一
S

、
翼

大

多

歎

の

能

力

の

產

化

で

あ

る

。
 

チ

一 

S

S

制
度
は.

i

學
I

の

繁

で

あ

？

气

從

つ

て

：
、

れ
な
け
れ
ば
新
银
度
の
樹
立
'は
不
可
能
で
あ
る」

v

い
ふ
事
實
は
歴
史
の
敎
示
す
る
乙
ろ
で
あ
る
。

一
七 

八
九
年
の
暴
動
の
原
因
の
如
,

、
嚴

の

哲

學

槪

念

の

.黯

i

.

I

l

fて
何
ん
で
t

 

2 

サ

r

ゾ
乇
ン
に
ょ
れ
ば
新
社
會
組
織
の
基
礎
た
る
べ
S
も
の
は
實
證
哲
學
で
知
る
。「

文

化

狀

態

货

列

^

哲
學
的
I

の
必
要
は
、
：
今
日
社
會
震
の
最
大
の
欲
求
、
す
べ
て
の
I

的

麗

5

つ
て
最
4

く
感
ぜ
ら
れ

て
ゐ
る
欲
求
で
あ
る
，。」

パ

' 

,

I

水

•
 

-
 

-
 

*

第

5

件
を
完
成
す
る
.た
め
に
は
、
こ
の
實
證
哲
學
を
完
成
し
4

け
れ
ば
：な
ら
g
o
.を
の
'£

1

、

人
間
の
想

像
力
平
穏
に
？

、
珍
奇
の
趣
味
が
減
少
し
、
形
而
■上
學
が
社
會
か
ら
信
用
の
：大
部
分
を
失
ふ
？

、換
言
す
れ
ば

、
.

實
證
的
替
識
が
多
く
の
進
步
を
見
、
且
理
性
が
多
大
の
方
を
獲
得
し
、
人
間
の
運
命
を
改
良
す
る
U

、

言
仰

や
祈
禱
や
宗
敎
上
の
儀
禮
め
心
を
配
る
ょ
气
寧
ろ
、
科
擧
的
硏
究
化
つ
•い
て
、
文
工
業
上
の
硏
究
に
っ
い
%

M I 

か

妃

熱

心

で

あ

る

乙

ど

が

必

要

で

あ

る

0

、

然
る
に
、
こ
の
第一

の
#

は
、
今
日
で
は
、
フ
，フ

ン

ス

て

も

、
又
：全
歐
洲
S

い
て
も
、
I

s

行 

S

て
ゐ
る
。
夺
れ
は
、
.先

ヴ

：、

國

家

の

主

腦

部

？

王

公

J

つ
て
：I

さ

れ
$

は
神
聖
同
盟
を
っ
.く
み
、
宗
.敎
各
派
0
僧
侶
及
敎
主
の
權
威
を
彼
等
の
下
位
^
.下
ら
し
め
た
.。

を

し

て

、

こ
の
；事

實 

;

は
、
社
會
組
織
を
完
成
す
る
た
め
に
は
、
神
學
的
權
カ
や
僧
侶
の
權
カ
よ
ク
も
實
證
的
方
策
に
、
彼
等
’か
よ
々
多
く 

:

の
，信
賴
を
有
し
て
ゐ
る
こ
ど
を
證
明
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

,
.國
民
の
意
向
は
、
こ
の
亂
に
っ
い
て
は
觅
^
强
く
表
明
3
れ
て
ゐ
る
。
僧
侶
が
、

' 說
敎
に
よ
っ
て
信
者
の
注
意
を 

喚
起
し
や
-5
ど
努
め
て
ゐ
る
に
對
し
て
、
國
民
の
大
多
數
た
る
産
業
者
は
、
勞
働
を
提
唱
し
、
.科
學
に
よ
っ
て
、
社 

:#
の
幸
福
^
貢
献
せ
ん
^
し
て
ゐ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
*0 

第
一
一
の
條
件
は
、

.
固

民
.の
多
數
、
即
ち
、
勞
働
者
め
最
大
多
數
が
、
自
ら
自
己
の
職
責
を
指
導
す
る
k
足
る
丈
の 

能
力
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
どS

ふ
乙
ど
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
彼
等
が
社
會
の
第
一
階
級
の
中
^
參
加
す
る
こ 

せ
を
許
^
れ
る
程
度
の
、
敎
養
R
迄
到
着
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
なS

の
で
あ
る
；
註
三
四V

 

:
サ
ン
•
シ
モy

は
、
產
業
的
國
民
を
.一一.大

分

類

し

た.0
其

一

っ

は

農

業

勞

働

に

從

事

し

rc
*
る
も
の
、
他
は
製
造
業 

者
及
商
人
‘に
よ
っ
て
、
使
用
5
れ
て
ゐ
.る
も
の
で
あ
る
。

:

こ
の
中
、
前
者
、
即
ち
#
作
に
從
事
し
て
ゐ
る
勞
働
者
は
、
フ
ラ
ン
メ
革
命
の
時
に
行
は
れ
た
國
有
土
地
の
寶
却 

k
於
い
て
、.
彼
等
の
實
務
的
能
カ
.の
卓
越
し
.た
事
に
對
し
て
の
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
證
據
を
提
供
し
た
。
即
ち
、

.多
數 

の
愚
直
な
日
傭
人
は
、
念
速
に
土
地
所
有
者
ビ
な
っ
た
。
そ
し
て
彼
等
の
大
部
分
は
、
.始
め
か
ら
多
大
の
利
發
5
ミ 

智
識VJ

を
以
っ
て
、
こ
の
財
產
を
管
理
し
た
の
で
あ
る
o(

註
三
五
：

> 

例
へ
ば
、

0
^
€
栏
.
0ー
3

?0>
'

&
ど
名
づ
け
る
一
っ 

の
州
の
趣
民
は
、
不
動
產
に
っ
い
て
は
全
く
の
無
產
者
で
‘あ
っ
た
。
.然
る
^
、
こ
.の

州

の

土

地

が

，賣
6
に
出
た
時
、
 

.彼
等
は一

致
し
て
乙
の
土
地
の
共
同
入
礼
者
ヒ
な
っ
た
。
か
く
し
て
、
賀
入
れ
た
土
地
を
分
配
し
た
結
果
、
大
多
數

:

笫
1
1十

四

卷
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ニ
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産
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主
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ニ

0

の
住
民
は
、
無
產
者
階
級
か
ら
.急
戴
R
有
廣
者
階
級
へ(

移
る
こ
ど
が
出
來
.介
.;0
し
か
も
、
Z

の
新
ら
し
い
土
地
所
有 

者

は

其

土

地

_の
收
«
を
未
だ
嘗
っ
て
ミ
れ
?:
見
な
い
©

の
額
R
Jh
ら
せ
る
こ
ど
k

よ

っ

.
て

、

.
俄

等

が

土

地

管

理

こ 

關
し
て
も
非
凡
な
る
才
能
を
有
す
る
こ
^
を
實
證
し
た
。

.次
k
後
者
，
鄭
玉
商
工
業
勞
働
者
は
如
何
：I

含

、
彼
#

i

;v
其
實
カ
.暴

大

H

を
社
會
S

し
1
 

革
命
の
當
初
、
商
エ
業
.の

企

業

家

.«
、、
大
部
分
.、
革
命
的
騷
亂
か
ら
生
じ
た
奪
掠
の
た
め
k
衰
微
し
た
。
こ
の
奪
掠 

を
免
れ
得
た
も
の
も
、

.最
高
價
格
制
定
の
法
律
R
よ

っ

て

壓

縮

孟

た

。
.幸
3

逃
れ
る
I

の
出
來
.た
人
々
も
、
.徵
發
ヒ
英
國
商n

■
の
.燒
却
V

S

っ

て

、

彼

等

の

財

産

が

取

上

ら

れ

る

_

を

味 

っ

た

故
^
、
若

し
.、
製

造

業

者

及

：び

商

人
^

よ
0
て

使

用
3
れ

て

；
居

つ

た

勞

働

者

の

、
大

多

*
が
> 
こ
の
不
幸
に
よ
ク 

て
滅
亡
し
精
胡
的

^
應
倒
5
れ
て
了
っ
た
な
ら
ば
、
或
.は
、
若
し
、
乙
れ
ら
の
勞
働
者
の
大
多
數
が
、
を
れ
を
受 

繼
ぐ
R
充
分
な
能
力
を
有
し
て
ゐ
な
か
.つ
た
な
ら
ば
、
か
ぐ
の
.如
含
不
幸
の
結
果
E

セ
何
が
起 

「

1
言
に
し
て
'云
'へ
ば
：、
生

產

は

フ
.ラ

ン

ス
^
於

い

て

減

少

し

た

で

あ

ら

ぅ

。

/
訪
5

0
然
る
に
、事
#
は
乙
れ
に
反
し
、

I

哲

の

生

產

は
そ
れ

以

來

，殊
^
、
、革
命
の
不
幸
の
時
代
^
於
い
て
す

ら

無

限

に

增
加
し
て
居
っ
た
。

單
な
る
勞
働
者
ビ
し
て
商
エ
業
S

事
し
て
居
っ
た
人
々
は
、
彼
等
の
第
業
の
指
揮
者
ビ
な
ゑ
、
其
先
進
者
よ
办 

も
今
識
^
活
歡
^
が

い

て

.
遙
ヵ
に
彼
等
の
.有
能
^
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
故
^
今
日
^
於
け
る
7
ラ
シ
：ス
の
產
業 

は
、
農
業
或
は
商
工
業
の
何
れ
k
於
い
て7

P
、

■革命
前
の
フ
ラ
ン
ス
よ

6
も
、
遂
か
に
勝
れ
た
繁
榮
を
示
し
て
ゐ
る 

ビ
云
ふ
ミ
^
が
出
來
る
。

'以
上
の
事
實
は
d
最
4
實
證
询
有
效
.
•3
そ

有

.0
勞
働
^
:對
す
る
«
カ

が

,'
.國
民
の
'多
數
の
中
に
爾
.0
ヒ
ゐ
；る
ビ
い

ふ
z

i

k

y
 

財
産
の
瞥
泗
能
カ
.は

、
：
出

生.の
.偶
然
が
有
產
者
の
位
置
^
:置
い
た
人
々
よ
.

も̂
、
,同
樣
ド
出
生
0
俩 

然
の
た
：办
^
無

產

，者

の

階

級

に

編

入
3
れ

宂

人

々̂

よ
つ
て
へ
今
日
一
般
沁
よ

6
多
く
所
有
さ
れ
て
ゐ
るM

 V」

を
立 

證
す
る
も
の
'で
あ
つ
た
0

.

ナ
ン
*
シ
モv

は
一.
K
.
ふ

,「

國
民
の
大
多
數
が
、直
接
に
公
共
の
幸
福
を
目
的
^
す
る
'社

俞

組

織

を

：、

公

共

の

平

安

^

對

し

て

何

等

の

木

便

な 

く
，
フ
ラ
シ
/
ス
R
樹
立
す
る
k
充
分
な
智
力
の
#
展
R
到
着
し
て
ぬ
る
ミ
ど
を
> 

.
こ
れ
以
：上
有
カ
ド
、リ
又
こ
れ
以
上 

完
全
^
、.
示

し

て

ゐ

る

，證

據

は

あ

办

ぅ

る

か

」

マ

」
(

註
三
七〕

A

新
制
度
樹
玄
の
平
和
的
方
法
丨
輿
論
の
獲
得
丨
財
務
行
政
攆
の
委
哮 

.今
迄
述
べ
て
來
；た
^

こ

ろ?:
綜

合

する

V
J
、

次

の

如

く

^

な

^

。...

「

社
畲
全
體
は
產
業
に
甚
礎
を
置
く
。
產
業
は
、社
會
の
存
ま
の
.唯

一

の

，保

證

、

一：
切

の

.富
^'

1

切
の
繁
滎
ビ
の
唯 

一
の
源
泉
で
あ
る
。
«:
}<
:
、
.產
業
R
最
も
有
利
な
社
會
秧
序
は
、
♦

れ
.丈
^
よ
つ
て
、
社
#

^
最
.も
有
利
な
も
の
で 

あ
る
。
こ

、
に
、
全

く

、
.
'我
々
の
努
力
.の
目
的W

出
發
點v

が
.あ
.る」

C：

璧

6

し

か

も

、
ヾ

そ

の

產

業

者

は

.て

の

理

論 

k
相

應

し

：た

實

際

的

力

を

，現

在

保

有

し

て

ゐ

る

。

：

■
、
 

. 

i

れ
が
今
迄
の
理
論
の
要
約
で
あ
る
。

ぐ
然
る
に
、
前
述
ん
た
如
く
、
政
權
は
、
尙
、
遊
惰
無
爲
な
る
貴
族
及
び
僧
侶
、
又
は
、
事
物
の
效
果
で
あ
る
立
法 

を
目
^

で
，あ

る

ビ

誤

認

し

て
'ゐ

る

立
'法

家

の

手̂

、拿
握
さ
れ
て
ゐ
る
。

•

へ：サ
ン
•
シモン

.は
、
こ
の
現
狀
に
對
し
て
、
如
何
な
る
方
法
^
よ
つ
て
、
政
權
を
産
業
者
の
手
ビ
讓
ら
し
め
ん
ど
し

笫
ニ
十
四
卷a

 

ニ
七
三)

.

康
業
主
.義
者
サ
ン
，«■
シ
モ
ン 

•

第
.八
號
.

ニ
ー



:'?
“
•十
.四'卷

(：一 .

ニ
七
四)

產
業
生
義
者
サV

シ
モ
ゾ 

第
i

 

ニ
ニ

た
カ
.
' ' 

- 

,

■ 

「

.-■■';

.;■
■

.
I..ン
 

'
•
 

.... 

.

.

. 

.■

.

.
•'
' 

t 

.

.

.

政
_
の
讓
渡
は
、
普
通：ー

一

り
'の

道

つ

て

し

か

行

は

れ

な

い

。
ニ
は
平
和
裡
の
讓
渡
、
：他
は
暴
力
k
ょ
る
奪
取
、
 

师
ち
.革
命
で
あ
る
o 

' 

: 

’ 
： 

' 

:

>

シ
•
，シ
モ
；'

V

は
、4

れ
化
つ
い
て
次
の
如
き
問
を
自

ら

發
し
て
ゐ
る
0
.
;

，
：',
.
~
1暴
力
手
段
を
用
せ
事
な

く
し
；て
、社
會
の
財
政

的
利
益
の
.最
高
執
行
權
を
、
貴
族
、
法
律
家
、
地
主
、
_
ー
言
に 

.し
て
！

K

へ
ば
、
非
產
業
者
階
級
の
手
か
ち
奪
a

、
之
れ
を
產
業
者
の
，手
k

移
す
t

ビ
は
可
誰
で
あ
る
か」

と 

,
彼
は
暴
カ
革
命
^

は
左
袒
し
な
い
0
.
日
く
'.
.

•

:

;
 

ン

「

暴
力
の
方
法
は
、
讓

の

は

、
顚
覆
の
た
め
S

有
效
で
あ
る
が
、
只
そ
れ
丈
S

效
で

あ
き
す
ぎ
な 

S
,

羅
設
す
る
た
め
に
は
、
換
言
す
れ
ば
、
堅
實
な
組
織
を
樹
立
す
る
た
め
に
は
、
平
和
的
方
法
を
の
みE

P

ふ
、、/
さ

で
あ
るJ

ど(

鼓 
一一

i

九)

•

.

又
、：
次
の
如
き
自
問
自
答
を
も
試
み
て
ゐ
る
0 

.

.
「

特

篇

力

i

f

が
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
階
級
は
、彼

等

寒

有

し

て

S

利
益
I

發
的
£

止

す

る

憲

を 

確
か
S

た
な
い
か
ら
、M

の
問
答
者
い
て
、
君
は

5

か
暴
動
を
說
く
の
か
。

. .

.

r

1
,檢
や
暴
©
.を
識
く
ず
乙
ろ
か
、
我
々
は
、
社
會
が
督
威
3
れ

る

だ

ら

ぅ

暴

カ

手

段

を

防

ぐ

唯

一

，の

手

段

を

示

す 

だ
ら
う
。
若
し
、
產
業
者
の
勢
力
が
、
*
力
が
論
ぜ
ら
れV

.
Q

る
暴
亂
に
際
し
て
、
.受
動
的
の
も
の
k
す
ぎ
な
か
つ 

た
な
ら
ば
、
社
會
は
そ
の
暴
力
的
行
爲
を
防
ぎ
#
な
い
で
あ
ら
ぅ」

ど(
鼓
5
0)

、

,

f

议 

'
:こ

の

潘

：的
方
法
S

卿
かV

云
：上
k
’

1

ド
よ
れ
ば
ノ
そ
れ
は
討
議
、
論
證
、
說
服
等
の
，方
法
k
よ

つ
て
.、
"國
務
の
最
高
執
行
權
を
、
軍
人
、
法
律
家
、
地
主
、
官
史
'の
手
か
ら
奪
a
、
之
れ
を
最
も
傑
出
し
た
產
業
者 

の
手
^
委
記
す
る
ミV」

で
あ
る
.。

就
中
、
國
家
の
則
政
的
事
須
k
關
す
る
最
高
指
探
權
を
、
重
要
な
る
產
業
者
^
與
へ
る
こ
ビ
は
、
新
社
會
組
織
の 

某
礎
ど
な
6
、
且
难
命
を
終
結
せ
し
め
る
^
必
要
な
も
の
.で
あ
る
。

：

.
何
故
^
彼
等
^
財
政
的
指
撣
權
が
委
託
^
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ど
云
ふ
の
に
"
彼
等
な
く
し
て
は
、
當
時
の
財
政
的 

窮
迫
を
救
濟
し
#
な
い
か
ら
で
あ
つ
た
。

こ
の
事
^
つ
い
て
は
ナ
ン

*
シ
モ
ン
は
次
の
如
く
考
へ
た
。

1
七
八
九
苹
以
前
に
は
、
國
民
は
三
階
級
汶
分
れ
て
居
つ
た
。
即
ち
、
貴
族
、
ブ
ル
ジ
3
ァ
及
產
業
者
で
あ
る
。
 

貴

族

が

支

配

し

、

ブ

，

ジ
ョ
ァ
及
び
産
_
者
が
其
支
配
を
受
け
た
。
然
る
^
、

一
七
八
九
年
以
後
は
、
國
民
は
ニ
階 

級
に
分
れ
た
。
即
ち
、
革
命
を
遂
行
し
た
ブA

ジ
ョ

ァ
は
、
公
收
入
を
權
取
し
た
貴
族
の
_
他
的
特
糙
を
廢
止
し
、
 

を
れ
を
&
己
の
利
益
の
た
め
^
使
用
し
た
。
ブ
，
ジ
ョ
ァ
が
政
權
R
加
入
し
た
結
果
、
產
業
者
の
み
が
、
貴
族
ど
ブ 

严
ジ
ョ
ァ
の
支
配
卞
に
あ
か
れ
る
樣

^
な
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

乙
の
結
果
、
潘
命
前
^
五

億

，を

支

拂

つ

て

居

つ

た

國

民

の

負

擔

は

十

億

^
增

加

，し

た

。

そ

し

.て
、
、

そ̂
で

も

尙

芒
 

分

で

は

な'
S
.Q
貴

放W

ブ
グ
ジ
ョ
ァ
の
政
府
は
、屢

<莫

大

な

：借

入

を

し

て

，

Q

る

。

，こ.の
增
加
し
た
負
擔
は
す
べ
て
勤 

勉
な
產
業
者
を
押
壓
3
ぅV

J

し
て
！

Q

る
0

.

乙
の
事
は
勿
論
公
共
の
^
安
を
脅
す
こ

^

が
甚
だ
し
い
。
故

^

か
<
增
加
し
て
行
く
負
擔
を
防
< '
'

唯
ー
の
方
^

 

は
、
.經
濟
を
宗
.ど
す
る
產
業
.者
^
、
國
家
の
財
政
事
項
を
司
る
重
要
な
職
務
を
與
べ
、
國
家
の
財
政
を
濫
费
し
て
自

第

.-
十
四
^

(

一
 

ニ
七
五y

 

業
主
義
者
サ
ン
•
シ
モ
ン 

第
八
號
一
一
三
.
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二
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四
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(

一
二
七
六〕

■產f

主
義
:.
#
.サ
ン
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\

 

:

第

八

號
ニ

 

I

「
己
の
利
を
計
る
有
閑
者
を
斥
け
る
{(
:
あ
る
。

$

:

:

.

.
 
..
 

. 

:#

■
A
之
、
：產
業
者
は
.-.
:
'
*
本
和
の
裡
に
こ
の
職
責
を
果
す
t

を
好
む
：？
云
^
善
良
な
性
格
を
有
し
て
^
る
。
ナ
ン
•
シ 

モ
ン
は
、
產
業
者
が
平
和
主
義
者
で
あ
る
乙
(£
^
特
^
注
目
し
て
ゐ
る
°
日

く「

彼
等
が
革
命
の
間
に
保
持
し
た
態 

度
を
硏
究
す
る
な
>
bば
、
我
々
は
、
彼
等
が
必
ら
ず
平
和
的
で
あ

る

こ

S
を
認
め
る
.で
あ
ら
ぅ
。
H-
丰
命
を
遂
行
し
た 

も
S

決

し

て

產

馨

で

芝

'。
冬
れ
は
ブA

•ジ

3
ァ
で
あ
る
。
即
ち
貴
族
5

5

人
、
平
民
で
あ
っ
た
立
法
家

、
 

特

權

を

も

た

ぬ

金

利

衣

食

者

で

あ

っ

た

」」VJOC

註
四1

)
'

V

 

:

ナ
ン
■•シ
モ
レ
は
、極
カ
、暴
カ
手
段
を
间
避
す
る
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
、
乙
れ
を
如
何
^
し
て
實
行
す
る
か
。

：

■ 

.

最

初

气

輿

論

の
S

を
得
？

れ
：ば
I

I

.
っ
和
。
產
業
者
の
討
議
S

服
に
ょ
っ
.言

一

度

、
產

業
©
度
^
賛
窟
を
表
明
す
る
な
ら
ば
へ
議
會
は
ミ
の
說
R
傾
さ
、
.主
も
亦
之
れ
妃
從
っ
て
、
豫
算p

成
の
重
任
を
產 

業
者
^
與
へ
る
で
あ
ら
ぅ
。

彼
は
輿
論
を
尊
重
す
る
^
ど
汶
於
い
て
、
議
會
制
度
の
存
在
^
活
動
の
理
由
2:
、
充
分
^
見
出
し
て
ゐ
る
の
ぐ
あ

s

-°
, 

V

こ
の
輿
^
獾
徜
^
處

し

て

は

S
し
い
論
戰
の
戰
は
れ
る
^
.ど
を
豫
期
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
著
述
家
は
第
ー
战

k
立
'っ

て

，
戰

ふ

で

あ

ら

ぅ

0
古
代
制
度
の
雛
誰
考
ど
の
論
戰
、
又
、
立
法
家
及
：形
而
上
學
者
I

論
戰
が
行
は
れ
ね
.
 

ば
な
ら
ぬ
。

.

乙
の
.論

戰

益

：

S

■て
產
業
者
は
.當
然
勝
利
者
ヒ
.な
.る
で
あ(

ら
うr

现
由
は
：明
白
で
ぁ
_る
，。
_
民
ろ
太
多
數
が
_

者
.で

あ

る

：か

ら

。.

.

.

ゝ
然
しr

產
業
者
は
、
最
良
の
公
法
學
者
の
協
カ
を
確
保
す
る
乙
V
J
kょ

つ

て

、
_

白

に

利

益

を

享

け

る

こ

ど

が

出 

來
る
。
被
等
：は
今
日
ま
で
政
府
の
擁
讓
^
ょ
り
て
其
生
活
方
法
を
得
て
居
.
0た
の
で
あ
る
か
ら
、
自
發
的
寄
附
^
ょ 

つ
：て
、
こ
の
收
入
を
袖
償
し
て
や
ら
ね
ば
.な
ら
ぬ
。 

.
,

産
業
者〜

公
法
學
者
ど
は
、
產
業
制
度
樹
立
の
た
め
^
、
1ー
つ
の
委
員
會
を
つ
く
る
だ
ら
う
。
其
一
つ
は
、
公
法

學
者
か
ら
成
々
、
出
版
す
る
に
足
る
著
作
を
選
擇
す
る
。
他
.の
1
.つ
は
產
業
者
代
ょ
つ
て
組
織
せ
ら
れ
る
。
彼
等
は

、
. 

•
. 

.

' 

.

.

.

.

.

.

. 

• 

:

'

己
の
圓
體
の
基
金
を
つ
く
之
''
第

二

の

委

負

會̂
ょ
つ
，
て

提

出̂
れ
た
著
作
に
、
出
版
す
る
許
可
を
典
'へ

る

.
だ

ら

う
 

と
の
結
果
、
た
り
た
二
つ
し
か
なs

產
業
者
派
の
機
關
紙
I

乙
れ
は
.恐
ら
く
サ
ン

V

シ
モ
ン
自
身
の
著
作
を
沄
ふ 

•の
，で
.あ
ら
う
一一

が̂
有
力
.な
も
.の
ど
な
る
.で
：あ
ら
う
：0
の
結
果
、.
.サ
シ
•
'シ
モ
.
ン

の

，
希

望

す

る

ビ
こ
ろ
の
：.

「

有

»

的
 

有
産
者
か
ら一

切
の
尊
敬
を
奪
つ
て
1

乙
れ
を
罰
す
る
樣
纪
輿
論
が
進
め
ら
れ
る」

N
r
/
J
k

な
ら
；to
ば
な
ら
ぬ
の
で

あ
る
O
C註
四
ニ)

.

. 

: 

'

'
九
、
、産
業
制
度
の
特
質
丨
生
産
者
の
優
越
ど
政
府
の
權
ヵ
の
減
少

.，
か

く

し

て

輿

論

：の

艾

持

を

得

た

後

、

產

業

制

度

は

如

何

な

る

組

檝

祀

^

つ
て
構
成
^
れ

る

か

.0
:
.

.，
我

々

は

、
.こ
の
新
制
度
に
於
い
て
、
他
の
制
度VJ

異
な
4
ニ
つ
の
主
要
な
特
長
を
發
見
す
る
。
：:

.

.

.

1

は
產
業
者
の
社
會
的
優
越
.で
あ
{
、
他
は
國
家
の
保
有
す
る
權
力
の
減
少
で
あ
る
。
：

-
 

産

業

：及

產

業

者

め

重

要

性

に

づ

k

て
は
旣
述
し
た
ミ
Z

ろ
で
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
第
一
の
特
長
に
つ
い
て
は
述
べ

-
 

.
 

.
 

.
 

-

.

' 

.
 
.
.
1.
.
 

.... 

-
 

,
••
..
 

.
 

.
••
:..
.
.
.

パス
. 

-.

る
义
ぞ
を
止
め
、
.，
第

ニ

の

特

長

に

-;
0
い
.て

述

べ

て

：見

や-,
5
。
':
:
:
:

第
二
：

f

四

卷

c
r
l七
七〕

座
業
主
鞔
者
サ
ン
•
シ

モ

ン
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第
八
號
ニ
六

，'
產
業
制
度
^
於
い
て
は
政
府
の
權
限
は
如
何
な
る
變
化
を
ぅ
け
る
か
。

. 

.
' ‘

,

「
I

組
織
の
機
能
は
、
大
多
數
i

成
し
て
f

個
人
が
、
彼
等
の
仕
事
I

理
しf

.
s

程
無
f

不
先
見
り 

狀
f

t

限

ぶ

、
必
然
S

I

雜
し
J

の
で
1

5

そ
しV

、
'

彼
f

、
あ
I

f

d

m

l

n

u

u

f

i

i

l。

n

、

f

 l

f

 は
、
靡

m

W

W

P

M

f

 

g、
|

£

し
|

|

1

昼

I

I

定
I

'

f
で
、
治
者
の
意
識
£

る
I

は
、
今

县

で

、
8

1

承
し
S

管

し

て

で

あ

っ

た

。
遺
產
I

へ 

ほ

る

以

上

、
彼
等
は
常
？

の
財
產
愿
取
す
る
か
、
.或
は
®
張
す
る
か
の
、
何
れ
か
一
っ
I

f

し

て

こ
？ 

旧
象
S

I

け
た
。
從
っ
て
、

一.
見
被
治
者
S

益
で
あ
る
か
の
如
く
見
へ
る

後
者
の
場

合

も

、

治
者
は
自
己
の 

財
産
を
f

1

的
k
し
、
或
は
J

堅
實
l

s

l

?

5
意

識

以

贫

、
何
I

V
 w

居
S

っ
た
の
：
 

て
あ
る
。
治
者
の
ミ
の
觀
念
は
、
.國
民
に
よ
っ
て
i

暗
默
の
.裡

眞

認

せ

.ら
れ
、
各
れ
か
I

じ

た

利

得

を

、
冶 

者
の
本
務
の
然
ら
し
め
？

？

は
考
へ
ず
K
 
.治
者
の
利
得
で
I

I

へ
お
の
で
あ
る
。
貴
族
が
王
の
I

I

;
 

つ
て
自
己
を
利
し
た
の
は
、
か

、
る
經
？

よ
つ
た
の
で
あ
る
。

,

s

l
ヶ
？

よ

• 

'俠
：し

.こ
の
狀
態
は
.

今
！！：

ま

で

、

變

化

を

蒙

る

I

な

し
k
持
續
し
て
は
ゐ
な
い
。

M

の
狀
態
は
人
智
の
進
步

C 

よ

っ

て

少

か

ら

農

化

を

受

け

て

意

。
治
者
の
行
爲
は
、
今
P

S

S
て
は
、
其

其

菌

X
7

，
.然
し
、

.
f

遺

慽

等

る

？

ろ
は
、
そ
れ
ら
の
變
化
が
形
式
上
の
變
货
止
つ
て
、
I

I

は
尙
舊
？

、

で
あ
る

こW

で
あ
を
。

ナ
ン
•
シ
モ
ン
は
云
ふ
、

「

王は

.、神
權
k
ょ
つ
て
彼
の
人
民
の
所
有
者
.で
あ
るv

j

云
ふ
古
代
の
原
則
は
.、
今
尙
依
然 

ど
し
て
、
少
く
ど
も
理
論

^
於
い
て
は
、
根
本
原
則
^
し
て
®
め
ら
れ
て
ゐ
る
'0
そ
れ
を
拒
否
す
る
企
が
、
悉
く
、
 

赃
食
秧
序
へ
の
暴
行
ど
し
て
法
律
^
ょ
つ
て
取
极
は
れ
て
ゐ
る
の
は
、
を
の
證
據
で
あ
る
1_
ど(

独
四
四〕

從
つ
て
S

智
虛
あ
み
、
且
慧
敏
な
ル
ィ
十
八
世
す
ら
も
、
新
ら
し
い
時
代
の
要
求
を
了
解
し
な
が
ら
も
、
實
證
的 

替
識
を
缺
く
が
た
め
^
、
彼
の
敎
育
か
ら
來
る
僻
見
の
影
響
を
全
く
避
け
得
な
か
つ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
同
様
な
辟 

見
^
養
は
れ
て
來
た
彼
の
大
臣
等
も
：、
彼
を
正
道
^
導
く
乙
^
を
し
得
ず
、
.依
然
も
し
て
、
彼
化
治
者
の
傳
統
的
誤 

謬
を
犯
3
し
め
て
ゐ
る
0

V

®
之
、
今
日
迄
有
能
を
示
し
た
政
府
が——

あ
ら
ゆ
る
形
式
の
政
府
の
唯一

の
機
能
は
、
常

^
暴
カ

^
詐
術
の
合 

成
物
^
還
元
す
るM

ど
が
出
來
る_
_

祉

會
を
繁
榮
な
ら
し
め
た
、

yj

自
ら
號
し
た
も
の
は
、
す
べ
.て
暴

力

^

詐
®

こ 

ょ
つ
て
行
つ
た
名
の
で
あ
つ
た
"(

註
四
五)

.
然
し
、
こ

れ

は

輿

論

の

存

在

し

な

こ

：ろ
か
ら
起
る
當
然
の
結
果
で
も
あ
つ
た
の
で
あ

る

。 

.

少
し
悤
處
あ
る
人
な
ら
ば
、
社
會
が
、
其
繁
榮
の
普
遍
的
方
法
^
つ
い
て
確
定
し
た
思
想
を
有
し
な
い
で
、社

# 

を
幸
福
に
す
る
Z

^
を
爲
政
者
^
漠
然
ヒ
命
令
す
る
^
业
ま
る
限
ク
は
、
事
斷
が
、
.
.普
遍
的
形
式
^
ょ
つ
て
、
常
 ̂

«|
:
會
を
統
治
す
る
^
產
る
.兰
ぶ
ふ
事
を
？
容
易
^
看
取
す
る
.で
あ
ら
ぅ
'0
人

.ン
^
^

.
か

、
る
場
合
^
は
、
.國
民
は
完
全
に
統
治
者
の
意
思
通
：

<
=
V
R

左
，右
3
れ
る
。
:若
し
、
王
か
野
心
象
で
あ
'れ
^:
彼 

，ば
國
民
を
征
服
す
る
が
た
め
に
、
適
し
た
如
く
組
織
す
;-
5
'で
あ
'ら
5
0
.若
じ
饗
應
の
趣
味
?:
彼

が

有

じ

.て

ゐ

る

な

ら

第

二

十

四

卷(1
1
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笫M

十
四
卷
，

(

一
ニ
八
0〕

讓
主
義
者
サ
ン
•
シ
モ
ン 

I

玻
.

.
ニ

'

ば
，
.國
民
を
幸
福
な
ら
し
め
や
ぅ
：ミ
し
で
、へ
美
麗
な
る
宮
殿
?:
造
營
し
、
.：壯
大
炙
る
饗
宴
を
國
民
紀
與
.へ
る
で
あ
ら 

ぅ
。
.我
々
は
、慈
善
5:
;
勸
#

し
た
マ
ン
ト
ノ
シ
夫
人
忙
對
ず

.

.る
\

ィ
：
十

四11
1
:の

答
5:
囘

想

：
し

て

：

.見

.な

.け
：れ
：ば

な

ら

气
 

「

多

ぐ

费

すM 

v

k於S

 :

て

、.佘

は

慈

善

を

施

し

て
_ゐ
.る」

V
J
O

己
れ
が
ル
ィ
十
四
世
の
言
葉
で
は
な
か
つ
Z

か
。

故
i c

典
論
の
確
立
は
？
社
會
の
幸
福

k

を
っ
て
誠̂

-

必
要
で
あ
る

o

ハ
サ
シ

•

シ
モ
，ン
，が
、新
社
會
組
織
：の
樹
立
の
た 

め
^

、
輿
論
の
味
方
を
得
ん
こ

^

を
最
勒
の
手
段

^

し
た
办

'

は
、
ミ
の
た
め
で
：あ
る
。

: •

.

今
，
產
業
者
階
級
が
、
輿
論
を
獲
#
し
セ
國
家
の
財
政
行
政
を
掌
る
^
至
れ
ば
、
從
來
の
Z

の
統
治
形
®
は
當
然 

大
な
る
變
.化
を
蒙
ら
ね
は
な
ら
ぬ
。
產
業
者
階
級
が
國
家
財
政
の
衝
R
當
る
と
ど
は
、
即
ち
、
科
學
的
經
濟
的
It
會 

力
が
、
.出
生
權
や
宗
敎
權
办
に
置
換
^
れ
たm

 V
J

?:
意
味
す
る
。：
そ
れ
ぽ
新
制
度
^
肝
要
な
も
の
が
、
政
冶
或
は
統 

治
の
形
態
で
な
c
>
:行
政
能
力
で
あ
る
乙
ビ
を
'指
し
て
ゐ
る
.
?
社
#
的

事

實

の

規

制

：は

依

然

ど

：
し

て

行

は

れ

な

け

れ 

ば
な
ら
ぬ
が
、

1
階
級
に
ょ
る
他
の
階
級
の
支
配
が
全
然
癡
止
3
れ
る
乙
^
2:
意

味

し

て

ゐ

る

。

人

間

が

人

間

?:
支 

g

す
る
Z

ど
は
止
め
ら
.れ
、
人
間
が
.財
物
.?:
管

理

す

る> 
を
れ
が
政
.治
で
•あ
る
^
.云
ふ
原
則
が
、
' 人
々
R
是

認

亡

ら 

れ
る
Z

ビ
を
意
味
し
て
ぬ
る
。 

/ 

. 

:;:
.い
^̂

又
旣
述
し
た
如
く
、
社
會
の
幸
福
は
最
大
限
の
智
識
.

VJ
最
大
限
の
物
資
を
享
有
す
，る
^
あ
る
’か
故
^
:
、
'產
業
者
階 

級
を
中
心
ど
す
る
新
政
治
組
織
^
於S

て
は
、「

科
學
、
藝
術
、
.'
技
術
^
關
す
る
旣
得
智
識
を
人
間
の
欲
望
を
滿
足
さ 

せ
る
樣
^
可
及
的
^
最
ネ
ょ
く
利
用
す
る
乙
ビ
、
此
知
識
を
*
大
、
完
成
し
.
、
.
且
增
加
せ
し
め
，る
I

、

一
 

言
k
し 

て
云
へ
ば
、
科
學
、
.藝
術
、
技
術
^
關
す
る
個
別
研
究
を
す
べ
て
フ
出
來
る
丈
有
益
^
結
合
ず
る
乙
^
を

喻一

k
し
. 

て
、
永
久
な
社
會
組
織
の
目
的V

J

し
て
も
た
ね
ば
な
ら
ね
o註
四
六
>
.

.も
し
て
、

乙
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
最
大
限
に
農
エ
商
の
仕
事
•か
獎
勵
3
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。

'

從
つ
て
こ
め
事
は
，
直
ち

^

產
業
者
階
級
の
編
成
す
る
阈
象
め
豫
算̂

現
は
れ
る
べ
さ
で
あ
る
。
即

ち
.

「

國
民
大
多
齔
の
精
神
的
物
質
的
改
良
を
行
ふ
た
め
に
.最
も
直
接
な
方
法
は
、其
物
質
的
存
在
を
確
保
す
る
た
め
^
、
 

壯
健
な
人
に
す
べ
て
.努
働
を
得
5
せ
.る
た
め
の
必
要
な
費
用
、
旣
得
さ
れ
た
實
證
的
知
識
を
可
及
的
，に
最
も
迅
速
に
：
 

無
産
者
階
級
^
普
及
さ
せ
る
こ
ビ
を
目
的
ど
し
た
費
用
、
を
し
て
、.
最
後
^
、
'こ
の
階
級
を
.構
成
し
て
ゐ
'る
人
々
に
、
 

彼
等
の
知
識
^
發
屉
せ
し
め
る
に
適
し
た
快
樂
を
倮
證
し
ぅ
る
費
用
を
、
國
家」

の

第1

の
費
用V

J

し
て
分
類
す
る
に 

あ
る」

 

.

_ 

-

こ
の
豫
算
か
ら
ば
、#

制
度
の
豫
算

R

計
上
さ
れ
て
居
っ
た
不
生
産
的
出
費
は
當
然
削
除
さ
れ
る
か
，、
或
は
甚
だ 

し
\ <

減
額

3

れ
る
で
あ
ら
ぅ
。

例
へ
.ば
、
額
の
大
な
る
程
多
數
の
遊
惰
者
を
抱
擁
す
る
王
室
费
の
如
き
が
を
れ
で
あ
る
。

'

か
ぐ
の
如
く
、.

歳
出
の
す
べ
で

.

が
國
家
の
生
產
的
事
業̂

充
て
ら
れ
、
各
階
級
が
す

.

べ
て
合
理
的̂

其
欲
.望
を
滿 

足
す

.

る
様̂

組
織
せ
ら
れ
る
か
ら
、

の
制
度
に
於
い
て
は
、'

最
早
一

.

揆
の
恐
る
べ
き
も

.

の
は
起
办
得
な
ぃ

.

で
*>
,
ら
ー

從
.つ
て
、
そ
れ
R
if
iL
す
べ
さ
多
數
の
常
備
軍
を
維
持
す
る
必
要
も
最
早
な
く
な
る
.で
あ
ら
う
。
警
察
局
の
た
め 

K
莫
大
^
金
額
を
支
出
す
る
必
.要
冬
な
ぐ
な
'る
で
あ
ら
う
。
'

•

「

國
內
の
み
な
ら
ず
、
國
外
R

於
い
て
も
、
何
等
恐
る
ベ
ざ
脅
威
は
存
し
な
◊

な
る
で
あ
ら
う
。
何
ん
^

な
れ
ば
如
. 

何
な
る
王
侯
も
、
國
民
も
、
■彼
等
の
.怒
：を
招
く
こW

を
し
な
5

幸
.福
な
三
：千
萬
の
人
々
か
，ら
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
平
和

第
二
十
四
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ー
ニ
八
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一
二
o

友

國

民
I

擊

し

や
I

云

：ふ

が

如

參

侈

は

し

な

い

で

あ

I

。
：
そ
れ
の
i

ら
ず
、
聯
合
の
利
菅
察
し
て
ぃ
.
 

反
？

共
同
I

込

む

宏

で

あ

る

。
又
、
；f

,へ
、
他
國
f

 

fン
ス
攻
略
を
企
奮
？

す

る

I

ぼ

、

フ
ラ
ン 

ス
ー
三
千
萬
.の
入
.々
は
敢
然
く
し
てAJ.

の
攻
擊
を
斥
け
る
で
あ
ら
う
か
ら

ペ
註
四
七
V 

.

秩

序

ふ

仕

事

は

、
從
つ
'て
、

の
新
制
度
.
S

い
て
は
、
.到
底
、
第
一
次
的
職
務
f

得
な
い
。

..

サ
‘
> 

•シ
モ
ン
E 
く
.
.

「

秩
序
維
持
を
特
k
其
目
的
ど
す
る
職
分
は
、
.其
自
然
的
順
位
に
ょ
つ
て
、
即
ち
、
驚

.
^

#

察

的

職
f

し
て
し
か
、
新

t

組
f

於

S

S
早

分

類

で

あ
f

。

何
f

れ

ず

、
.
秩

序

維

持
U

圓S
=

力

目
.
f
を

？

し

て

ゐ

な
5

限

於

，

S

て
の
み
、
重
要
な
職
分
た
々
う
る
も
の
だV」

い

ふ

事

が

.
明

白

で

あ

6
か 

.&
で
あ
る」

こ
の
.事
か
ら
政
治
家
の
行
爲
は
、
其
時
k
は
出
來
る
大
制
限
3
れ
る
だ
ら
う

奚

ふ

結

論

を

生

ず

る

。

改
に

、
 

人
々
は
か
、
る
S

狀
態
S

い
て
は
、
社
會
狀
態
4

合

す

る

最

高

限

度

の

自

由

を

.享

有

す

る
で

あ
ら
う
。
秩
序 

維

持

の

職

嘗

、
.其
時
S

殆
ん
I

f

於
い
て
、
s

l

f

璧

し

、
或
S

I

決
定
す
る
g

の
、
 

全
市
民
s

£

分
I

る
で
あ
ら
う
ど
5 

4

|
又
注
意
し
|

れ
ば
|

2

。：

.

政
S

織
か
、
習

£

會
8

榮
I

的

巴

な
s

時
；̂
は
、
秩
序
維
持
の
£

に

蓄

大
な
る
仕
卦 

.

1
す
る
|

%

|

2
る
。
何
ん
i

s

、
I

、
人
々
は
民
衆
1

8

織
の
？

考
へ
る

な
く
3
れ
る
i

s

气

然

し

、
各
人
f

れ

ぐ

？

べ

產

的

、
及
f

れ
S

づ

く

襲

篇

步

を

眞

ド

す
る
ロ
丨
丨
人
民
の
多
數
は
反
飛
會
が
少
數
者
を
麵
す
る
た
め

k
は
殆
ん

V
」

令
れ
丈
で
充
分
な

一

哨
♦
:
 

的
勢
力
を
振
ふ

」

ど
.

(

註四

o
:

..
蓋
し
秩
序
維
持
の
職
分
が
、
文
化
の
進
展
に
つ
れ
て
第
ニ
次
職
分
の
地
位
^
下
る
こ
ビ
は
、
當
然
な
歸
結
で
あ
る
。 

社
會
は
個
人
か
ら
成
る
。
社
會
の
知
識
の
發
展
は
、
從
つ
.て
、
ょ
6
大
*
る
階
梯
に
.個
-
<
の
知
識
が
向
上
し
た
こ
ビ 

を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。
今
、
個
人
の
敎
育
階
梯
を
觀
察
す
る
.の
^
、
我
々
は
、
小
學
校
^
於
い
て
統
治
行
爲
が
最
も 

强
い
の
?:
認
め
る
。
學
校
が
高
等
化
す
る
に
つ
れ
て
、
兒
ー
重
を
統
禦
す
る
行
爲
は
常
^
其
强
度
を
減
じ
、
そ
れ
に
對 

し
て
.訓
育
が
增
々
ff
i
要
さ
?:
加
へ
る
。 

、

社
會
が
個
人
か
ら
成
る
以
上
、
：M
の
事
實
は
、
同
樣
^
社
會
全
體
か
ら
考
察
し
て
も
眞
理
で
あ
る
。
軍
事
制
度
、
 

即

ち

"

封

雞

制

度

は

其

當

初

甚

だ

强

大

で

攻

け

れ

ば

な

ら

g
:
。

然
し
、
社
會
の
進
步
k
つ
れ
て
、
そ
れ
は
次
第
^
其 

力
を
減
少
す
べ
き
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
行
政
的
行
爲
が
次
第
^
笟
要
^
を

獲

得

す

べ

さ

で

あ

つ

た

。

最

後

に

.、
，
必

ら 

f

、
行
政
的
栩
力
が
軍
事
的
權
力
を
支
配
す
る
時
代
が
到
來
し
な
.け
れ
ば
？:
ら
5
か
つ
た
。

サ

ン

.
•
シ

モ

ン

は

れ

を

實

例

^
ょ
つ
て
證
明
し
や
ぅ
^
し
て
ゐ
る
。
，

X
藝
大
學
校
は
、
嘗
つ
て
組
織
3
れ
た
中
で
最
も
高
級
な
敎
育
機
關
で
あ
る
。
乙
れ
?:
建
設
す
る
議
の
起
つ
た
時
、
 

其
創
設
者
等
ば
' 

1

方
^
最
も
多
く
の
知
識
を
、
そ
し
て
最
も
重
要
な
知
識
5:
、
：出
來
.る
丈
短
：斯
.間
で
"
又
他
方
， 

敎
育
の
職
能
を
最
も
有
能
な
人
々
に
授
與
：せ
し
め
る
^
云
ふ
、
適
切
な
敎
育
設
備
を
，つ
く
る
纥
馨
心
し
た
。
彼
等
は
、
 

乙
の1

1

條
件
が
遂
行
さ
れ 

> ば
、
自
分
等
の
仕
事
は
完
成
し
.
.た
も
のw

考

へ

：だ

が

、

乙

，
の

設

備

^
は
倚
.
4:種
の
行
政 

事

，
務

の

必
'要
5:
知
つ
て
、
，
乙
の
次
序
的
職
務
を
各
敎
授
に
分
»
せ

し

め

，
た

。
.然

：し
、

敎

育

か

ら

最

大

量

の

效

カ

を

得
 

る
た
め
^
は
、
獨
立
に
秩
序
維
持
の
職
務
を
豫
定
の
入
'̂
«
與
す
.る
め
有
利
な
1
:の
を
„知
.つ
て
、
こ
の
職
務
を
官
吏
 ̂

#

任
し
た
0:
.
に

れ

ら

宫

吏

^
は
、
敎
授
ど
な
る
知
識
、.
能
力
、
を
も
た
ぬ
も
の
が
任
命
3
れ
た
0
何
故
な
れ
ば
、其 
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第
ニ
十
四
卷
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.cl.

ニ
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四)

.

.淹
響
義
考
サ
シ
.

5
‘ン 

第
I
成
：

r
.
3 

職
務
&;
體
が
次
序
的
.の
も
：の
\で
あ
る
か
&'
で
：あ
:̂
;.
°
;;
'

.:
然
る
^
ナ

ポ

ド

才

、
ン

ゆ

、
，
ミ
0.
組
猶
^

見
甚
だ
簡
單
§

?:
見
て
>
彼
十
個
の
_
斷

か

ら

之

れ

：を

改
^

^

そ

れ

化
.或

る

威

嚴

身：

へ

や

ぅ

ど

し

♦

こ
で
彼
ば
顧
長V

副
總
萇
、ン
理
事
等
の
職
制
S

 
く
^

こ
'の
'た
め
.、
 

全

く

有

閑

無

爲

の

人

が

、
：

.今
迄
|

.
器
_

の
.第

i

を
占
め
最
高
S

て

了

っ

た

パ

擧

校̂
於
げ
名
眞
の
職
務
が
第
ニ
位
紀
下
气
ょ
次
序
的
職
務
が
首
腦
部
^
上
っ
：
^
^
^
 ̂.
'

.
此
制
度
味
今
尙
存
續
レ
て
|

が

、

從

前

以

上

の

冗

費

：を
：要

し

：、
，
最

高

«
で
且
最
も
，無
甩
な
食
吏
.
；
|

3
れ
.て
.ゐ
'る
：0

>

;.
;

-

 

^

 

、

'

:

:

 

■

要

之

、

旣

述

し

た

ど

と

，ろ
*?
:
約
言
す
ど
、r 

|切
.の
最
大
.衣
る
政
治
：的
利
益
を
得
る
た
め
^
提
議
せ
ら
れ
る
改
造
方 

法

は

出

來

'る

丈

少

く

、

且

っ

出

來

る

丈

廉

ぐ

治

め

る

V

云

ふ

乙

：

VJ

^:^

a

t

k

ビ
っ
て
最
も
有
用
な
仕
事
は
、
他
の
何
物
：に
比
し
て
も
»
か
に
僅
少
め
«
用
じ
か
：要
し
な
い
。
し
か
も
、

，
し'の

政

治

費

用

の

節

約

乙

夺

？

»
會

各

員

の

常

忙#
望

し
.て

、
北

爻

な

い

冬

の

，
で

あ

 ̂

•

泡
に
、
政

府

萬

能

主

義

の

撤

击

は

產

新

麗

の

主

要

警

：特
質
：で
あ
っ
たo 

.

政
治
は
生
產
の
科
學
で
あ
る
ど
云
ふ
ナ
ン
•
シ
モ
ゾ
の
す
ぐ
れ
た
原
則
も
、
か
く
し
て
充
分
k
滿
运
せ
し
め
ら
1
る 

v
j

い
ふ
べ
さ
で
あ
る
。

最
後
k
、
產

馨

S

が
新
.襲

s

v

.

s
 

s

f

 

f

 
V」

云H

R
は
、
_

.

Q

_
§

s

i

l

力
の
所
有
を
い
ふ
習
ば
か
A

I

く
、
本
質
的
E

等
が
政
治
I

託
I

s

適
當
し
て
’ゐ
る
ど
い
ふ
事
實
の

存
し
て
ゐ
る
が
た
め
で
あ
る
こV」

を
知
ら
ね
ば
な
ち
な
いO

ナ
ン
«
シ
モ
ン
は
乙
れ
を
ニ
つ
の
理
由
^
ょ
つ
て
說
朋
し
て
ゐ
る
。

第
一
、
公
務
は
、
を
れ
.が
學
者
、
.
«術
家
、
及
技
術
者
^
ょ
つ
て
支
持
さ
れ
.る
璩
合
^
は
、
可
及
的
最
善
の
進
步 

を
す
る
樣
に
管
理
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
何
んV

J

な
れ
ば
、
學
者
、
藝
術
象
、
技
術
者
は
富
に
對
し
て
野
心
の
最
も 

少
なS

人
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ー
般
^
莫
大
な
る
財
產
は
、
彼
等

^
不
可
缺
な
も
の
で
は
決
し
て
な
い
し
、
又
仑 

れ
は
フ
多
く
の
尊
敬
を
受
け
る
^
は
甚
だ
無
益
で
す
ら
あ
る
^
云
ふ
理
由
^
ょ
つ
て
、
彼

等

-l
i
、
彼
等
の
適
度
の
欲 

望
充
足
^
必
耍
な
金
额
し
か
欲
求
し
な
い
。

其
上
に
、
彼
等
^
審
ら
社
會
的
職
務
が
與
へ
ら
れ
て
ゐ
る
場
合
に
は
、
彼
等
は
金
錢
に
對
し
て
ょ
う
淡
白
で
あ
る 

だ
ら
う
。
何
ん
ど
な
れ
ば
、.：其
時
に
彼
等
は
、'

*敬
ぬ
於
い
て
は
、
最
も
富
め
る
人
を
•も
凌
駕
す
.る

か

レ

で

あ

る

。

彼
等
が
、へ
他
の
人
に
比
較
し
て
財
産
■
#
欲
の
少
な
い
<
茇
ふ
理
由
は
、
尙
a
o.
を
擧
げ
る
.こ
ビ
.が
出
來
る
。
第 

.1

の
理
由
は
.、.ハ
彼
等
の
生
涯
は
、
.殆
ん
ざ
彼
等
の
仕
事
を
完
成
さ
す
^
め
め
捧
げ
ら
れ(

る
か
ら
、
自
己
を
富
ま
す
た 

め
^
必
要
な
方
法
に
使
用
す
る
時
間
は
、
甚
だ
僅
か
し
か
殘
ら
な
い
。

第1

一
の
理
由
、

た̂
へ
莫
大
な
.財
産
を
所
有
し
得
た
.
S
し
て
も
、
彼
等
の
.仕
事
自
體
が
、
Z

れ
を
享
樂
す
：る
^
必
，
 

要
な
時
問
惫
彼
等
^
殘
3
な
い
か
ら
で
あ
る
0

最
後
^
財

産

に

：は

ニ

種

別

の
#.
す

る
‘乙

ヒ
^:
注

意

じ

な

け

：れ
.ば

な

ら
2

。
'
: 

.;
,
 

.

.其

，
ー

ウ

は

ノ

政

府

に

ょ

つ

て
行
は
れ
る
ビ
、
個
人
^ .

ょ
つ
て
行
は
れ
るw

の
如
何
を
.問
は
ず
、
：一

般
k
危
險
な
る 

仕

事

、

即

ち

、
.
投

機

か

ら

生

ず

る

も

の

、
'換
言
す
れ
ば
、

一
種
の
#;
奪
行
爲
の
結
果V 」

しV

生
ず
る
財
產
’で
あ
る
？

.
 

?

0
種
0:
.財
產
は
常
^
個
人
的
享
樂
.を
得
る
が
た
め
^
得
，ら
れ
る
"
眞
の
學
者
、
藝
術
家
、
技
術
者
は
決
し
て
己
の

第11

十
四
卷

(

ニ「

八
丑)

產
滎
主
義
潘
サ
ン
•、

! /
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第八號ぃ
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へ



第
二
十
§
 

C 
二
i

豪

l

i

モ
ン 

.

I

 

一二
四 

種

の

財

富

、の

所

有

者

ど

は

な

ら

な

パ

。

 

.

重

要

プ

貢
|

生

れ

る
t

て

、

乙

れI

s

學
、
寒
術
、
及
技
術
の
完
成

k
の
み
使
|

れ
る
。

す

産

は

個

人

I

f

 

#牲
E

I

じ
J

の
I

く
、

l

l

l

f
利
f

貢
献

■第
二
、

.若
し
i

f

一
般
行
政
權
編
託
せ
ら
れ
S

ら
ば
、
彼

s

f

少
f

s

l

き

行

く

で

あ

こ

つ

て

有

f

仕
事
、
例
へ
ば
地
球
の
測
定
I

的

が

f

仕
事
が
如
何 

い
れ
とf

む

フ

ラ

ン

s

s

§

々
s

ぃ
て
、
科
學
、
藝
術
及
技
術
|

成
す
る
2

2

て 

何

こ

安

何

¥

導

衰

S

を
觀
察
す
る
I

ば
、
t
れ
ら
の
仕
事
及
び
硏
究
の
指
導
者
が
如 

仃
备
$
ザ
力
者
を
支
，酉
1
る
^

^
の
少
な
か
つ
た
か
k
驚

く

で

あ

ら

ぅ

パ註五一

V

i g
、
.
藝
術
家
、
及

馨

f

總
括
し
S

業

者

は

新

麗

の

爲

政

f

し
て
、
其
資
格
、
養

力

g

ぃ
て

十

學

者

及

王

の

地

位

丨

敎

權
i
學

者
I
産

業

者

の

王

.
控

學

者

及

■

の

此

新

制

度

货

け

る

地

位

を

考

へ
て
見

や

ぅ

。
.

、

 

.

、

この制度化於ぃて學者の占むべ

5'
地位如可、

t
ン•シモンは

：

產業制度

I

s

て最も重

M

r
る地位を占むる名のを、狭義の意味

k
.
於ける產馨丨

で
あ
る
ミ
考
へ
12
0

日

く「

學
者
は
產
業
者
階
級
に
甚
だ
重
耍
な
奉
仕
を
與
へ
る
。
然
し
、
.彼
等
は
ょ
う
重
要
な
奉
仕
を
そ
れ
か
ら
受 

け
る
。
彼
等
は
f
れ
か
ら
生
存
を
與
へ
ら
れ
る
。
彼
等
の
一
切
の
物
質
的
享
樂
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
第
一
の
欲
求
を 

充
足
^
す
も
の
は
、
產
業
者
階
級
で
あ
る
。
彼
等
の
硏
究
を
實
行
す
：る
た
め
^
彼
等
^
有
用
な
道
具
を
、
ニ

切

、
彼 

•

 

k

提
供
す
る
も
の
は
、
產
業
者
階
級
で
あ
る
。

;
:

「

產
業
者
階
級
は
.墓
礎
的
階
級
、全
社
會
を
扶
養
す
る
階
級
で
あ
る
。
そ
れ
な
く
て
は
他
の
如
何
な
る
階
級
も
存
在 

し
得
^

い
で
あ
ら
う
云
々」

どC

註
五
5
 

. 

.

_
;故
^
、

1

切
め
權
カ
ば
彼
等
の
手
に
委
託
3
る
べ
さ
で
あ
つ
た
。
：法
律
を
制
定
す
る
の
は
彼
等
で
あ
る
。
他
の
階 

級
の
占
む
ベ
3
地
位
？:
決
定
す
る
の
も
彼
等
で
あ
る
。
產
業
者
階
級
は
、
他
の
階
級
’か
產
業
1£
貝
献
す
る
勤
勞
を
比 

較
し
て
、
を
れ
R
相
靡
し
た
社
會
的
重
要
性
を
、
各
々
他
の
階
級
に
與
へ
る
で
あ
ら
うC

註
五
S

產
業
漭
階
級
は
、
か
く
の
如
く
、
_社
會
の
主
權
を
挺
る
が
、
彼
等
の
活
動
範
園
は
主
<
し

て

人

の

，物

質

的

肉

體

的 

幸
福
^
關
す
る
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
人
の
幸
福
の
他
の
ー
要
素
で
ぁ
る
精
神
的
智
_
的
幸
福
^
關
す
る
事
項
は
1
 

之
れ
を
他
の
球
閜
家
^
姿
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

：

こ
、
^
於
い
て
、
ナ
ン
.
シ
モ
ン
は
ノ
遠
く
中
世
の
例
を
忍
ひ
浮
べ
て
、
，
俗
權VJ

敎
權
ど
の
ニ
權
力
が
存
在
し
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
ミ
ど
を
指
摘
し
た
。
中
世
^
於
ぃ
て
は
、
政
權
は
武
士
階
級
^
、
即
ち
貴
族
階
級
^
、
敎
權
は
聖
戮
者 

即
ち
僧
侶
の
掌
中
に
あ
つ
た
。

現
在
.
R於S

て
は
、
政
權
は
法
律
家
に
、
敎
權
は
形
而
上
學
的
哲
學
者
の
手
化
あ
る
。

.
第
二
十
四
卷(

一
ニ
八
七
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產
業
主
義
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サ
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シ
モ
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號
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五
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產
業
_

者

サ
ン
•
シ
，v

 

i
A
J 

ニ 
ニ
‘

:
.
新
制
度
代
於
-い
て
は
、；.政
*
は
淹
業
者
K
、
敎
權
は
當
然
實
證
的
科
學
的
學
者
^
歸
屬
し
な
け
卞
ば
な
ら
ぬ
S
考

:

;

. 

-
,
■.
ノ 



リ
n
國
.
&の
精
酬
が
幸
: «
^
關
す
る
^

の
^
つ
い
：て
は
、最
％
實
證
的
.に
有
用
な
智
識
を
有
す
.る
學
者
^
，
靑
年
及
% 

年
'0
人
の
敎
育
を
委
託
す
べ
；&
で
あ
る
.

」

良
註
五
.三
：5
'.
: 

' 

，
'

'■
• 

'

•

敎
育
制
度
；̂
つ
い
て
ャ
、
詳
細
s

'

?
說
明
す
れ
I
、
敎
育
に
關
し
て
は
三
大
敎
職
が
定
め
ら
れ
、
そ
れ
こ
ょ 

;o
"c
社

畲

科

學

の

三

要

素

が

敎

；
へ

ら

れ

る

o

'
'.
v 

'

耻
會
和
學
の
三
要
素
ど
は
道
薇
、
/
科

學

、

產

業

，で

ぁ

る

。
璧

は

精

神

講

座

VJ

實
證
科
學
講
座
泛
分
れ
、
そ 

i
で
三
要
素
が
敎
授
3
れ
る
。

■

:

精
l

* f
於
い
て
は
、
そ
の
人
の
社
會
的
地
位
如
何
を
論
ぜ
ず
、
各
-<
化
個
入
的
利
益
ヒ
全
體
的
利
益
ビ
を
結

合
す
る
方
法
を
敎
.へ
る
。
人
は
、
社
會
k
有

審

方

®

k
自
己
の
個
人
的
幸
福
S

め
る
時
に
、
人
が
？

最
大
の

道
德
的
罪
惡
を
犯
し
て
ゐ
f

の
で
あ
る
I

、
之
れ
£

しV
、

若
し
、
多
數
？
 

？

有
益
で
あ
る
I

白
k

感
ぜ
.ら
れ
，る
.方
面
^
於
い
て
、
：
自
己
の
個
人
的
蓮
命
の
改
良
を
計
る
揚
合
に
せ
、
人
が
達
し
ぅ
る
最
高
の
享
樂
を
も 

つ
乙
ど
が
出
來
る
も
の
で
あ
る
^
敎
へ
ら
れ
る
。

實
證
科
學
講
座
^
於
い
て
は
、
，自
然
現
象
.を
人
間
に
ど
つ
て
.最
も
有
.利

^

利

用

す

る

一.

役

的

方

法

を

敎

へ

る

o

•
學
者
は
一
一
つ
^
分
ヵ
れ
、

一
つ
は
科
學
學
會
を
構
成
し
、
他
は
道
德
政
治
學
會
k
組
織
す
る 

0
C雙

四〕

S
者

は

旣

R

ル
イ
十
四
世
^
ょ
っ
て
建
設
3
れ
て
居
々
、
其
目
的
ビ
す
る
ど
Z

ろ
は
、
利
益
に
關
す
る
最
良
の 

.法
典
を
制
定
す
る
k
あ
る
。
：

,
後

者

の

設

，立

は

、
俞

者

；

^
比
し
て一

層
必
要
な
も
の
で
あ
る
"
何
故
な
れ
ば
、
_
ァ
ラ
ビ
ャ
人
が
數
學
及
觀
察
科
學 

を

硏

究

し

初

め

て

以

來

ー

一

.千
年
、
at
德
の
硏
究
は
益
‘

等
閑
視
さ
れ
て
居
つ
.た
結
果
、
斯
學
^
對
4
る
我
々
の
智
識
-
 

は
、
 

今
日
、
 

物
理
學
及
數
學
の
智
識
ょ
み
®
だ
遲
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
：る
。

t
の
學
會
は
、
道
德
學
者
、
神
學
者
、
 

法
律
家
の
み
な
ら
ず
、

一

流
の
詩
人
、

»
家
、
彫
刻
家
に
ょ
つ
て
組
織
3
れ
ね
.ば
な
ら
ぬ
。
道
德
家
の
中
紀
、
.音
樂 

象
*
家
等
を
鼓
え
る
こ
ど
は
.不
m
心
讅
の
樣
k
見
え
る
が
、
今
日
物
理
學
者
數
學
者
の
中
^
光
學
器
械
製
造
者
、
時
計 

_

師
を
數
え
る
ど
同
樣
^
不

恐

議

，で

は

な

_い
。「

理
論
の
製
作
者
は
理
論
應
用
^
於
い
て
ず
ぐ
れ
.た
人
、々

か
ら
決
し
て
分 

離

す

ベ

含

で

な

い

か

ら

で

：あ

，る

」
(

註
五
五

〕

。

次
に
、
王
は
ミ
の
新
制
度
に
於
い
て
如
何
な
る
地
位
を
占
め
る
べ
き
で
あ
ら
ぅ

か
。

•
サ
シ
，
シ
モ
ン
は
、
是
等
の
改
革
計
畫
を
す
べ
て
王
權
の
庇
證
の
下
^
實
現
せ
ん
こ
ビ
を
希
望
し
た
。
彼
は
、
生
産 

者
*か
a
會
の
出
頭
$
な
る
^

$
を
王
が
.承
認
す
る
.の
_は
、
.王
に
^
り

：
て

も

：
利

：益

で

あ

る

ど

說

，
い

^
。
：
 

.彼
は
平
..和
的
革
命
論
者
で
あ
る
が
故
^
、
常
.に
.社
會
改
革
2:
王
權
$
關
聯
し
て
考
へ
て
居
つ
た
の
セ
あ
^

?
其
眼 

前
に
は
、
常
に
中
世
の
都
市
及
其
都
市
ビ
主
權
ビ
の
同
盟
の
追
憶
を
窬
さ
、
：こ
れ
年
同
性
質
の
同
盟
を
、
產
業
者
ど 

ブ
ゲ
ボv

王
朝
ミ
の
間
^
求
め
.た
の
で
あ
：る
。

/

.

'

.

±
個

の

，利

害

關

係

は

兩

者

を

接

：近

せ

し

め

_る
に
違
ひ
な
い
。
：
ニ
個
の
利
害
關
係
ど
は
革
命
ど
戰
爭
の
恐
怖
^
で
あ 

.
5
0革
命
を
避
け
る
た
め
^
、
王
權
は
產
業
者
の
手
腕
に
身
を
委
ぬ
ベ
き
.で
あ
々
、
戰
爭
を
向
避
す
る
た
め
に
は
、
 

産
業
者
は
自
由
黨
ど
緊
密
^
結
附
い
て
ゐ
：.る
軍
閥
の
誘
惑
か
ら
.脫
'れ
：て
、
;ブ
爹
ボ
，

V

王
黨
k
加
盟
す
べ
き
.で
あ
.る
。 

:故
^
、
ナ
シ
>
シ
.モ
：ン
は
、
王
に
勸
め
て
、
王
自
ら
、
.
王
；國
最
高
：'の
產
業
者
.农
^

?:
^
:5
:
親

し

く

：宣

布

し

：、

此

革

命

を

..第
二
十
四
卷
2

二
八
九
V

産
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第一

霍

土

.ニ§

 

_

義

f

 
i

 

墓

ニー八

、從

つ

て

、
新

制

度

货

い

て

も

、

王

8

然

£

て

最

高

の

權

カ

者

た

る

地

位

を

保

持

し

て

.

|

も

の

奚
 

が
出
來
や
ぅ
;0

.

洵
に
、
鐘
的
存
在
、潇
的
權
力
I

す
る
嗜
好
は
常
¥

ン
•
シ
モ
ン
の
心
.か
ら
離
れ
は
し
I

I

、

J

C. 

へ
、
彼
が
科
學
的
研
究
I

頭
し
て
居
S

時
で
'

r

l
は
、
I

か

雲
か

、
何

れ

か
一
方
法
’
f

 

n

 

行
は
れ
る
。
然
る
^

、：獨
裁
は
革
命
，ょ
'6

も
彼
^

^
つ
-
て
ょ
々
望
^

し
い
も
の
d

b

つ
，こ
。

然
し
、
貴
族
的
神
學
的
制
度
か
ら
産
業
的
科
學
的
制
度
へ

f

 

.

5

f

で
云
ふ
K

Q

間
に
は
、
兩
者
の
利
益
の
必
ず
し
も
一
致
す
f

の
で
は
衣
，

S

蒸

ふ

は
注
意
し
な
け
れ 

ば
な
ら
ぬ
。
‘ 

、

'

即
ち
、
囊

的

實

證

的

制

度

は

、
政
府
萬
能
主
義
濫
用
の
防
北
I

的
ど
し
、
經
濟
上
の
諸
原

則

I

I

實
な 

I

.
蒸

力

す

る

璧

で

あ

.

.る
。
，
產

者

は

、
彼
等
の
手
S

S

成
の
大
f

得
る
や
否
や
？

ミ

有

I

な 

貴
；̂

養
ふ
¥

1

S

王

室

需

蹇

し

い

削

減

を

加

へ

る

で

あ

ら

ぅ

c 

i
の
結
果
、
王
威
が
實
際
的』

f

:

•
次

に

、

產
業
制
度
は
對
人
政
I

ら

對

物

政

治

へ

の

轉

換

を

示

す

。
前

者

は

意

思

U

、
後

者

ょ

科

學

的

原

.
 

0

£

 

f

餅

？

本
質
的
寒
制
；政

治

で
あ
る
.S

し
七

、
後

者

は

合

理

的

な

行

政

制

度

を

意

旅

す

る

。
換
言
す 

れ
ば
權
力
か
ら
能
力
へ
の
移
S

問
題
で
あ

る

。
主

權

は

翦

を

根
f

す

f

の
で
あ
る
が
？

、

こ
の
た
め
と 

も

亦

，

I

f

 く

其
威

嚴

を

減

ぜ

？

を

得

な

い

の

I

盾
の」

？
で
あ
：る

o
,之

の

矛

I

極

端

I

で

理

論

、

押
進
め
て
：行
く

な
ら
ば
フ
恐
ら
く
、

王
權
の
存
在
は
新
制
度
^

於
て
は 
一'
:
0
の
形
式
上
：の
も
の

R
.な
る
'の
で
あ
ら

5

。

.蓋

し

、
サ

レ•
シ
モ
'ン
の
眞
意
は
.、
產
業
制
度
の
樹
立
に
あ
つ
て
、
產

業

的

1£
軟
の
樹
立
で
な
か
つ
た
の
で
あ
る
か
.
 

ら
、
王
は
、
其
存
在
を
承
M

S
れ
て
居
つ
た
之
し
や
も
、,1

の
實
在WI.K:

ふ
ょ
：6
は

寧

ろ

一

つ

の

'假

立

的

存

在

に

過 

ぎ
な
い
ど
云
ふ
方
が
茈
し
か
つ
た
の
で
あ
る
。

.

'
こ
の
事
は
、
被
は
.1..

八
：一.

四

年

以

後k
於
て
、
.
前
述
し
た
如
く
、
産
業
者
の
槪
念
を
廣
く
國
民
全
體
ミ
同
意
義
に 

用

；

S

て
居
つ
た
‘
5

か
ら
推
知
出
來
る
。「

產
業
者
即
ち
®
民J

が

.

一
.

切
の
.支
配
權
を
確
.保
す
る
こV

J
、：

乙

れ

.が

彼

の
 

生

; ©
の

唯
1
の

關

心

事.で

あ

つ

：
气

，
故

^
王

も

、
へ

彼

が

鹿

業

的

偾

値

を

.有
す
名
限
4
に
於
>

て
の
み
、
サ
^
ル
 

の
注
目
す
る
8

ど
な
つ
た
-0
_で
あ
る
タ
_

へ
ぼ
商
人
、
重
要
な
る
産
業
勞
働
者
^
結
人
だ
S
云

仏

理

由

.
で

、

.
ル
ィ
.
 

十

1

世

ば
.サ
シ
•
シ
モ
ン
k
偉
大
な
る
王
ど
し
て
賞
讃
S
れ
化
。
又
々
ィ
十
四
世
に
於
い
て
、
サ
ン
•
シ
モ
ン
が
賞
讃 

し
た
も
.
.の
は
、
：彼
の
莫
大
な
消
費
や
饗
宴
、
.征
服
で
は
な
い
、
毛
織
物H

業
^
與
へ
た
獎
励

、
.科
學
學
會
の
創
設
、
.
 

産

業

的

勞

働

を

抉

助

し

進

展

せ

.し

め

る

特

_

の
»
業
を
起
し
穴
こv

等
で
あ
る
。
つ
ま
6
、
彼
は
ル
ィ
十
四
世
の
偉 

大
さ
を
、

彼
が
.「

實
證
的
科
學
的
能
力
ど
製
造
エ
業
能
カ
を
結
合
さ
せ
た
事
實」

k
認
め
た
の
で
あ
る
。

要
之
、
王
は
偉
大
な
る
産
業
的
姿
像
-
じ
て
：
の
：
み

ナ

ゾ
.
シ
モ
シ.
.の
.産

業
‘制

度
k
於
い
：，

V

其

存

在

を

：主

張

し
'#
る 

も
の
.

W

云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

'
遮
莫
、
そ
の
存
在
が
形
式
的
^
せ
ょ
、
«
質
的
^
せ

ょ

、

王

の

登

る
へ
へ
き
位
は
確
か

k

a

sれ

て

居

：つ.た
。「

産
業 

者
各
向
は
、
其
出
發
點
が
如
何
^
あ
ら
ぅ
ゼ
も
、
國
主
の
地
位
を
除
い
た
外
は
：

一

■切
，の
ft
會
的
存
在
の
第
1
位
£

し
ぅ
'る
で
あ
ら
ぅ
。」 

. 

: 

. 

へ
.
.
.
.
：

婼
::
:
オ
四
#

C

I

.

U

A

C

鹿
業
主
義
渚
サ
■ン
•レ
モ
.ン
' 

. 

笫
八
！
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九
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l
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r

第

八

號

i

丨

ク

k
 

y

l

s
萬
有
引
力
£

a
、
或
は
亦
？

云
ふ
？

統
一
的
存
在
は
、
常

益

の

體

系
か
ら 

れ
る
べ
t

の
I

s
 

o 

.

S

が
、
.明
？

S

よ

っ

て

表

而

甚

出

し

2

1

 

s

 

s

.

g

f

v

 

U

彼
の
體
系
£

か
ら
S

分
を
形
成
し
て
？

i

は
、
彼

の

著

作

塞

む

も
の

の

？

し
く
感
ず

1

.

1 

で

彼

し

て

®

f

れ

を

の

が

「

新

す

ス

ト

敎」

で
あ
っ
た
。
我
々
は
、

f
 

て
1

1

的
感
？
 

f

 

l

f

 

I

S

S

て
人
格
化
I

f

」

|

 

5

ら
れ
て
f

 

?

見
る
。
 

十
一

新
制
度
樹
立
の
激
果 

然

ら

ば

、
產

業

制

度

樹

立

の

結

果

、

社

，會

は

如

.何

な

る

進

步

を

昆

る
で
あ
ら
う
か
。

i

度

！

て
、
社
會
が
如
何
に
糞
す
ベ
I

展
を
？

か
ど
f

 

i

s

い
て
、
'
ナ
ン
•
シ
モ
ン
よ

次の.
如さ

言
を
なしてゐる。

日
く 

、
、

〜

 

リ
日

U
で
人
は
、
い
は
ば
純
然
た
る
個
人
的
孤
立
的
努
力
し

か
自
然
I

I

か
っ
た
。」

人
^

そ
^

て
こ
の
兩
者
は
、
支
配
|

れ

を
拒
絕
す
る
た
き
£

大
の
努
カ
を
浪
費 

f

デ

f

 

f

の
U

裏

失

S

ら
ず
、
人
は
最
も
文
化
し
た
國
々
8

い
て
よ
、
安
樂
4

 

1

甚
だ
著
し
い
I

s

し
て
居
？

い

明

白

で

あ

る

。

よ
っ
て
考
へ 

て
、

^

の̂
ず
f

失
は
S

き

か

I

っ
た
I

ば
、
若
し
、
人
が
相
互
S

K
し
や
う
？

る

め

を

息

組

|

れ
S

S

I

ば

、
若

し

證

民

：̂

彼

等

の

間

馬

一

の

貧
法
？

行
し
て
居
っ
た
f

ば
、W

程
度
X

ば
到
着
し
て
居
っ
た
ら
う
か」

|

5

ハ)

。

:

i

會
I

然
た
る
目
的
S

つ
て
進
ひ
|

ど
I

的
目
的
I

め
て
進
ひ
|

は
、
を

类

如

f

甚
だ
し

い
相
遂
を
生
ず
る
乙
^
.
で
あ
ら
ぅ
か

。
サ
ン
•
シ
モ
，
ゾ

は
云

ふ「

比
喩
は
我
.々
が
提
_
し
た
原
則
の
重
要
.

r
o

を
新
ら 

し
い
見
地
.か
ら
.鮮
明
^
す
る
で
あ
ら
ぅ」

今
若
し
、

隊
商
が
あ
つ
て
、
そ
れ
が
道
案
內
R
向
つ
て
、
最
も
よ&

V
J

こ
ろ
へ
我
々
?:
連
れ
て
行
け
f 

云
つ
た
if
想
像
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
以
來
隊
商
は
最
早
何
者
で
も
な
<
、
道
案
內
が
主
た
る
地
位
^
立

つ

，
こ

ど
:̂ 

な
ら
ぅ
。
そ
し
て
、
隊
商
は
道
案
内
に
對
す
る
無
制
限
の
信
賴
ど
、.
全
然
受
動
的
な
服
從
を
是
認
し
な
け
れ
ば
な
ら 

な
く
な
る
で
あ
ら
ぅ
°.
從
づ
て
、
道
案
內
の
出
來
心
纪
よ
つ
て
隊
商
の
蓮
命
が
支
配
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。

.然
る
^
之
れ
^
反
對
に
、
其
隊
商
が
道
案
內
R
向
つ
て
、「

メ
ッ
方
へ
の
道
を
お
前
は
知
つ
て
ゐ
る
で
あ
ら
ぅ
、
を 

乙
へ
我
々
?:
連
れ
て
行
け」

ど
云
つ
た
ど
す
る
な
ら
ば
、
,を

の

時

に

は

道

，案

內

は

最

早

主

位

を

占

め

る

こ

^
は

出

來 

な

s

o
其
職
務
が
如
何
^
重
く
ど
も
、
，.
ぃ
や
し
ぃ1;

個
の
道
案
內
k'
す
ぎ
なS

。

主
た
る
支
配
權
は
依
然
^
し
て
隊 

商
の
掌
中
^
あ
る
で
あ
ら
ぅ(

註
五
七)

。

.

.

.

.

-

產
業
制
度
の
確
立
ば
後
者
の
場
合
で
あ
る
。
社
會
は
、
各
人
の
物
質
的
精
神
的
最
大
®
を
保
障
ず
る
^
云
ふ
確
定 

し
た
目
的
に
向
つ
て
、
洋
々
た
る
希
望
ビ
M
氣
を
以
つ
て
隊
商
の
步
を
進
め
て
行
く
乙
ど
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

而
し
て
、
乙
.0'
制

度

は

只

^

フ
ラ
’.ゾ
ス
.T

國

民
^
採

用
'さ

れ

る

^

止

ま
&.
气

「

フ
.ラ
ン
ス
が
模
範
を
示
す
や
否
や
、
 

4
,

し
て
彼
等
が
追
從
す
べ
さ
道
を
開
示
す
る
や
孫
や
ノ
.
.乙
の
收
造
方
法
ば
あ
ら
ゆ
る
文
明
國
民
R
よ
つ
て
必
ら
ず
承 

fs
^
れ
る
で
あ
ら
ぅ」

へ̂

五
八〕

。
.

乙
、
ド
，
彼
の
歐
洲
社
會
改
造
論
に
現
れ
た
樂
天
俎
想
が
、
再
び
出
現
し
て
ゐ
る
。

'形
式
政
治
は
歐
洲
議
會
k
I'
-
っ
て
、
實
際
政
治
は
産
業
制
度
に
よ
っ
v

>
 M

の
-:
っ

が

相

俟

っ

て

宇

宙

は

一

大

工

第
二
十
四
卷
.

(

，
1
ニ
九
，三

し

産

業

主•親
肴
サ
ン•
シ

モ

ン
' 
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:

l

l

 

.

(

i

s
 

二產

I

f

 
!

ン

.

‘
 

s

 

i

も
i

れ

は

S

し

て

勞

働

す

看

5

思
想
が
、：
完
成
若
た
形
を
示
す
も
の
で
I

ぅ
。

i

i

m

i

i

s

o
 

:

,

f

で
、
彼
が
カ
說
す
'る
s

は
、
：：萬

人

鐘

せ

ら

れ

た

勞

儆

i

同

1

5

，
諸

_

_

:

:

f

i

l

f

 

!

、
確

P

の

り

 

常 

i

 を

、

一
個 

i

l

f

 し

|

_

|

 

? 

y
r

l

そ
れ
を
&
人
|

す
|

ど
を
、
敢
え
て
し
な
か
つ
た
。
4

た
I

I

勞
f

、
疲
f

I

を

示

す一

個

の

.墮

落

し

た

形

骸

化

す

I

く
な
つ
た
。：，：
ぃ
だ
ン 

：

.
f

 
f 

i

i

屬

寒

、

l

l

i

h

i

k

H

 

S

盖

I

f

、
f

l

s

l

勞
働
し
な
け
れ
ば
？

f

、

i

l

l
。

i

,

I

1
然
b
、
.彼

の

勞

働

の

槪

含

は

、
、
前

述

し

た

如

く

、

近

世

社

食

主

義

者

の

そ

れ
の
f

,

l

ど
m

 

.
て
言

.
'娘
#

f
槪

念

？

つ

て

、
：
局

限
I

た

、
眞

のI

l

f

 

I

f.、
現

代
R 1
I
於
い

4
は

/
.資
本
^
^
^
.
,
.

て
勞
傭
者
^
餓
角
的
對
立
を
な
す
分
子
1
.
.で.を
..、：
，ぞ
.
.乙'に
含
め
:>
.彼
等
に
社
#
改
良
>

」

云
ム
® 

だ
®
太
:5
使

命

，
の

履

行

を

期

待

:^
た
の
で
あ
.る
0 
:

.
 

‘
：
'

」

,
'■

彼
が
、
屢

A
階
級
鬪
爭
理
論
の
先
«
者

，
ビ

し

て

、

今

日

指

摘

せ

ら

れ

，る

程

，

當

時

^

於

い

て
、
有
產
者
ヾ」

無
産
者 

の

對

立

を

認

識

す

る

眼

管

有

し

系

ら

、
尙
無
產
者
に
對
し
て
、
そ
の
生
く
べ
羞
を
示
し
得
な
か
つ
た
の
は
、
 

.被

を

責

む

名

よ

6
寧

ろ

、
，
時

代

.
の

勢

^
其
根
據
を
求
ひ
べ
&
で
あ
ら
う
。

：

■ 

H

業
.の
勃
興
は
、
人
間
勞
力
の
發
展
ど
、其
利
用
を
意
膝
す
；る
0
こ

：
の
；
勢

：
の

前

^
:は
、資
本
の
所
有
の
有

無

は

問

題 

で

攻

く

、
.若

し

あ

つ

た
S
;L
て
も
、
そ
れ
よ
う
も 

> 
働

く

か

働

が

.ざ

る

か
が
：問
題
で
あ
る
。
社
會
は
働
ら
く
も
の
ビ
、
 

働
か
ざ
る
^
の
ど
•の
判
然
た
：る
階
級
^
分
割
さ
る
べ
聋
で
あ
0
た(

證

*

-:
°
故

：に

保

議

す

べ

&

も

の

は

其

働

く

も

の 

の

；

一

&
Cた
る
無
産
者
丈
で
^
く
、
資
本
家
を
も
ミ
め
介
勞
働
す
る
階
級
全
部
.で
.あ
名
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
Z

の
近
，
 

世
的
產
業
：

5

開
戰
の
當
初
R
於
，

S

セ

、
，
尊

嚴

を

示.し

な
.が

ら

働

か

ず

し

.て

新

社

會

を

支

配

せ

ん

*
.す
；る
舊
支
配
階
級 

^
對
抗
し
：て
、
敢
然
ど
し
て
戰
ひ
'う
.る

，も

の

は

、

無

力

な

る

無

産

者

よ

o

も
、
當
然
、有
力
な
る
產
業
的
有
產
者
.で
な 

け
れ
ば
な
^
ぬ
。

'

:

.

.

：
:

■ 

: 

, 

:

:-
.':
:
•

: 

'•■
;■
、
： 

. 

！
 
：

.'
■パ
：

'
'

广
チ
シ
_ 

.
シ
モv

が
、
'新
社
會
の
中
樞
を
產
業
的
有
產
考
k
置
，

JV、

無
產
者
^
求
め
な
か
つ
た
の
は

こ
の
理
由
^
よ

る
め
.で
あ
る
。 

I
.
. 

‘：
 

”

彼
が
.

一
方
有
產
者
^
對
し
て
、
知
日
識
あ
る
が
故
^
彼
等
が
無
產
者
^
優
れ
て
ゐ
る
こ
ど
、
無
知
日
な
る
が
故
^
破 

.壊
?:
企
て
る
無
產
者
ど
協
働
せ
よ
X
詰
A

、
.他
汸
、
、無
.淹
者
ド
對
:t
て
.は
、
頭
腦
^

富
が
、
.;
-
貧

S
筋
肉
勞
働
枝
優
れ 

^
が
故
^
有
產
者
七
尊
敬
す
べ
し
^
說
い
た
、の
は
、
. 
一
k
勞
働
す
る
も
の
の
全
社
會
的
協
同
を
、
彼
パ
要
求
し
た
こ

笫
と
十
■
卷

(

ー
ニ
九
五〕

產
業
主
耗
者
サV

シ
モ
ン 

'第

八

號

r
m
l
j



擒
ニ
十
四
卷
c
r
l九
六)

產
業
主
義
者
サ
ン
*
シ
モ
ン 

ミ
八
^

r一一a 

外
^
ら
な
.い
.§.で
あ
る
0
'
. 

V

•
從
っ
て
.
：
' 彼

は

,
產
業
”の
某
礎
た
る
へ
.さ
資
本
或
は
財
產
の
尊
重
す
べ
さ
^
ど
、
重
要
な
.る
^
i£
を

；
一
衣
ふ
^

吝

か
 

で

な

い。

, 

'

、

.

.
ノ

 

•

彼
化
ょ
れ
ば
、「
財
產
及
財
產
所
有
者
の
尊
重」

の
原
則
、
及
所
有
權
の
自
由
行
使
の
保
，證
は
立
法
の
装
礎V

J

な
る 

ベ&
7
P

の
で
あ
つ
たC
註
六
0)

0 

.

.

:

從
つ
.て
、
も
し
求
め
る
な
ら
ば
、N

/
N
;
k

於
て
も
、
近
世
社
會
主
義
者V

J

し
て
の
必
要
條
件
た
る
、
資
本
の
分
解 

が
少
し
も
行
は
れ
て
，

Q

な
い
.の
を
發
見
す
る
？
:

一
：丨
即
ち
、
：彼

は

、
，安

逸

者

の

收

益

^
對
し
て
は
極
端
な
る
攻
擊
：を
放
つ
た
が
、
勞
働
R

ょ
つ
て
其
收
益
が
生
じ
た
も 

の
で
あ
る
な
ら
、•
乙
の
利
益
の
多
寡
に
つ
い
：.て
、
或
哝
そ
れ
が
單
k
先
行
し
た
勞
働
R
對
す
る
報
償
で
あ
る
か
^
か
、
 

又
は
、
そ
れ
が
當
然
^
し
て
認
め
ぅ
る
べ
さ
安
息
の
價
値
で
あ
る
か
否
か
に
は
毫
も
顧
慮
す
る
^
こ
ろ
•か
な
か
つ
た
。
 

否
、
彼
は
產
業
や
銀
行
の
主
宰
者
で
あ
み
、.
且
つ
自
ら
..自
已
の
資
本
の
み
を
有
利
^
運
用
す
る
人
々
を
、
未
ど
か
つ 

て
、
：安
逸
者
ミ
は
呼
ば
な
か
つ
：た
。
却
つ
て
、
.そ
れ
?!
:
反
對
に
、：：

锻
1

案
し
：た
社
會
の
首
位
を
占
む
ベ
さ
な
の
は
、
 

锘
化
こ
れ
ら4

流
の
：.資
本
家
或
は
銀
行
家
で
あ
つ
.た
■。
つ
^

6
、
>

上

の

財

閥

政

治

が

彼

の

希

，望

す

る

も

の

で

あ 

つ
た
：ど
結
論
す
る
こ
を
が
出
來
る
？ 

■

乙
の
點
に
於
$
て
、
.彼
の
學
說
は
近
世
社
會
主
義
の
そ
れV

J
、

甚
だ
遠
く
離
れ
た
：も
の
で
あ
る
。
'こ
れ
ら
木
勞
所 

得(

近
^
的

意

味

.^
於
け
る)

2:
生
ず
べ
さ
資
本
の
作
用
に
對
す
る
考
究
、
こ
れ
之
そ
、
我
々
が
、
サ
ン•

シ
モ
ン
の 

學
說
を
近
.世
社
會
主
義
の
，そ
^
に
等
し
か
&
し
め
，る
た
め
^
、
.要

求

す

べ

さ

.
第

'.
ー.；
の

も.の

で

ぁ

ら

ぅ
9

然

し

、
ぐ
彼
は
、
：
稚

ち
R

V
こ
の
：新
興
資
本
主
義
を
禮
邦
し
た
.の
で
は
尊
S
-.
0

乙
：.れ
'は
特
に
往
目
す
べ
き
で
.あ
る
。 

彼
は
勞
働
を
說
く
？
<

7

p

k、
協
同
の
必
要
^
し
て
緊
切
な
る
こ
ど
を
說
い
て
、
單
な
る
個
人
的
自
由
を
極
め
て 

排
斥
し
代
。
.單

な

る

個

人

的

自

由

：を

碁

礎

^
す
る
資
本
主
義
^
は

く

み

し

な

か

：
つ
，れ

の

で

あ

る

。
.
'

,
伹

し
、
.
.
.
.

彼
'は

こ

の

個

人

的

自

由

^

基

づ

く

資

本

主

義

が

、

ォ

ー

エ

>
、

，フ'丨
， 

法
則
ミ
相
反
す
る
も
：の
で
あ
る
か
ら
ど
云
0
て

斥

：け

た

の

で

は

な

い

？
ヾ

：

'
彼
は
進
化
階
段
^
於
い
て
先
づ
其
必
要
を
認
め
‘し
か
る
後
其
衰
亡
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
個
人
的
自
由 

を
原
則
^
し
た
資
本
主
義
は
、.個
人
を
束
縛
す
る
封
建
的
經
濟
組
織
^
對
し
ば
、
'充
分
其
存
在
權
を
虫
張
し
ぅ
る
。
 

然
し
、
產
業
^
關
す
る
彼
の
史
的
考
察
匕
社
會
の
_
狀
ビ
：は
、，最
早
、
個
人
的
自
由
に
多
大
の
功
献
を
期
待
す
る
Z 

w
i:
不
可
能
な
ら
し
め
て
ゐ
る
。
故
R
、
個
人
的
自
由
を
基
#W

す
る
'
資

本

主

義

ば

社

會

進

化

の

必

然

な

る

階

段

か 

ら
下
つ
て
、
そ
こ
^
新
ら
し
い
進
化
階
段
が
現
ば
れ
ね
ば
な
.ら
な
か
つ
た
。
こ
れ
が
彼
の
立
場
で
あ
り
た
o 

然
ら
ば
、
.新
生
の
社
會
は
何
を
目
的
ビ
す
る
.か
。

自

由

に

代

る

共

同

を

甚

礎

ミ

し

、

財

產

或

は

資

本

?:
'
，

勞

働

者 

に
最
大
の
利
益
を
與
へ
る
樣
R
構
成
す
る
こ
ど
で
あ
る
。
'

被
の
學
.說
R
對
ず
る
理
論
的
批
判
は
か
く
の
如
く
で
あ
る
。
.
.

.次
^
こ
れ
を
.、
.そ
の
實
際
的
效
：.果
妃
ょ
つ
て
見
^
ビ
、
ぬ
幾
多
の
非
*
を

亦

、

を

こ

^

我

々

は

見

出

す

こ

ど

が

出

來

■る
 

o ■ 

. 

,

;

'

.

.

'

:

:

,

.

•

第1

k
疑

問

ヒ
5
れ
る
の
は
、
學
者
及
產
業
者
R
、
St
會

改

良

の

重

要

職

務

を

遂

行

し

.ぅ

る

可

能

性

が

あ

る

か

杏 

か
、.
ビ
云
ふ
乙
^
で
あ
る
。
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ニ
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業
主
義
者
サ
ソ
•
シr

ン 

笫

八

玻
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三
五
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,
b

l

l

 

5

1

 

I

l

f

s

 

I

 

:

一
 

雰

”

y

有

I

零

s

て
之
れ
$

へ
I

の
に
、
何
れ
の
時
代
I

っ
て
も
、
勞
働
者
階
級
が
健
全
|

發

:
次

は

:.
.
I

S

I

I
は
丨
I

f

溝

S

I

神

塞

^

逆

4

る
條
件
で
あ
る
が
、
繁

考

へ

票

如

く

、
人
I

體
S

露

全

I

f

實
？

る

中

の

奪

 

キ

企

議

が

：遂
行
f

議

|

_

は
、雄
S

裏

想

震

I

I

:
ね
ば
.I

 

g

 

S
 

い

^

觀
！

！

？

、
；

ジ „ 

ァ
階
級
の 

m

f

l l
K

し
n

i

l

l

o

 

.

.

然
し
V

I

:ジ
ョ
ァ
階
級
が
社
會
的
首
位
を
占
め
る
で
あ
ら
ぅ
、
.又
占
む
ベ 

き
で
あ
f

繁

彼

.の
豫
想
は
、.
確
が
.吃

，
賽

で

擊

相

。，
フ
.
.
.
タ
シ
：.
_

於
：い
て
、
ブ
ポ
ジ
.ョ：；.

ァ
階
.娘
ょ
、
.V

ィ
，
•
 

'
.フ：

ィ

ブ

，

ブ

以

來

、

：

社

會

的

有

力

者

の■位
置
：里

.っ

處

ら

で

參

。
'{

.へ

I 

'

m

i

s

い
て
：云
へ
ば
、
サ
シ
V

シ
：モ
ン
I

,

へ
2

ぐ
、
大
學
f

常
I

治
家
：I

I

大
f

の
で 

な

ヵ

つ

た

：。

ラ

ブ

ラ

ス

の

例

は

：

■

事

を

，I

示

し

て
彥

。

•

，.
.ぐ
':”
； 

.
：
，
'
.

萬 

I

I

 

I

l

f.

政

府

，
.す
5

社
會
5

用

な

繁

育

I

す
I

K

:
政
治
の
s

s

l

l

t

Qは
、
權
限
I

っ
、
こ 

ょ
っ
て
判
定
襄
る
べ
4

1

。
. 

_
:

從
0:

て
、
I

f

れ
ら
.の
§
.
從
屬
物
2

1

1

い
喾
^'
|
あ
る
。
1

 

シ
モ
ン
の
以
上
の
考
察
は
確
か
に
疋
し
s

o
然
し
、
政
府
萬
能
主
義
I

れ
f

.っ
て
破
壊
し
ぅ

る

も

の

I

、、し
こ 

の
は
、
彼
の
妄
想
で
あ
-5
0 

:
-
. 

ィ

ナ

I

が

彼

の
I

政

府
S

っ
.て
：f

蒸

|

一論

I

.
府
1

る

で

乙
の
I

I

I

史
上
未
知
の
事
項
で
は
な5

。「

フ
ラ
ン
ス
R
於
い
て
、
或
は
英
國
R
於
い
て
、
東
印
度
會
社
は
一
つ
の
政
府
た
る
一 

大
產
業
會
社
で
あ
つ
た
.。」

し
か
し
て
、
そ
れ
程
取
制
的
だ
つ
た
も
の
は
疎
だ
つ
た
。

彼
の
云
ふ
如
く 

.

「

人
々
.は
相
互
に
命
令
す
る
こ
ど
?:
止
め
て
協
同
の
努
カ
を
自
然
の
上
に
加
へ
る
た
め
^
結
合
し 

た」

ど
し
て
も
.、，.矢
張
仑
こ
^
は
命
令
す
る
人
が
當
然
生
れ
て
來
る
。
蓋
し
、
秩
序
の
なS

社
會
は
なS
か
ら
で
あ 

る
。
故
に
、

f

 

T
ジ

r
ネ
ー
は
云
ふ
、「

政
府
离
能
主
義
は
、
.そ
れ
を
廢
it
す
る
意
圖
を
持
つ
制
度
そ
れ
自
體
R

ょ
つ
て
.、
！$
び
現
れ
る
で
あ
ら
ぅJ

 

V.C

註
六
一)

。 

： 

、
 

以
上
を
以
つ
て
彼
^
對
す
る
批
評
を
終
る
が
、
要
之
、
.
サ
ン
•
シ
モ
ン
は
、
彼
が
ォ
丨
エ
ン
、
フ
ー
リ
エ
の
如
く
-
 

唯
理
主
義
的
に
考
へ
.た
結
果
で
あ
る
小
共
同
團
體
に
i

る
社
會
改
良
を
計
書
せ
ず
、
現
實
主
義
的
、
■進
化
史
的
立
場 

か
ら
、
.
資

本

主

義

的

精

神

.
の

#

展
そ
の
も
.
'の
の
中
に
、
.
.社
會
改
良
の
*
本
條
#
を
發
見
し
、ぃ
將
來
の
a
會
組
織
の
經 

濟
的
基
礎
を
農
業
に
於
ぃ
て
求
め
ず
、
3:
藥
に
於
1^
で
求
め
た
5

に

ょ

つ

令

、
、
そ

の

特

興

性

を

充

分

我

々

^

明

示 

し
て
.

q

る 

>
彼
が
當
晞
の
ft
會
改
良
家
か
&

,"
嶄
然
願
角
を
現
1>
て
ゐ
る
©'
は
乙
の
把
め
で
あ
る
：
,°
■:
. 

*

世
の
サ
'

x

 

•
.シ
モ
.
.シ：を
.論
ず)

る
も
の
；

tr:.

皆

-？
*
一 v

•
シ
モ
ゾ
を
以
0-
:て
階
紙
»:
#'
理
論
.の
；先
驅
者
^
し
て
、
.
或
は 

こ
れ
を
貧
識
b:
、
‘或
は
ぞ
れ
を
過
赏
で
お
る
せ
反
駿
す
る
z 

务
忙
を
極
め
心
な
を
族
？
*

I
近
他
社
會
主
敦
の
'
 

偉
太
な
る
先
驅
者
e
L>P

我
々
％
指
_

し

:;
-
論
^

5
5:
,
の
ぼ
寧
か
他
R-
'理
由
を
求
め
る
ベ
さ
で
あ
る
。
即
ち
、
明
確 

で
比
あ
る
が
、>
甚
だ
.斷
片
的
炙
貌
ゆ
階
級
»;
#
理
論
吹
« .
見
は
於S

て
で
な
'ぐ
、〕

彼
が
社
會
發
展
の
理
由
を
資
本
主 

義
的
經
濟
其
の
も
の
0
.中p

考
究
し
た
黙
で
あ
る
デ
忆
€

:/
:■を
こ
.它

6
深
い
»:
剖
亂
考
察
が
缺
け
て
，

Q

た
た
込
、
 

結
果
は
完
全
で
な
か
つ
た
け
れ
ざ
も
。
,-
-ぃ
-

■
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人
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